
入口学習テキスト 

第３巻 第１章 

第１節   介護過程の意義と目的 

【到達目標】 

● 介護の概念（三大介護から心身の状況に応じた介護へ）の変遷を理解している。 

● 介護過程の目的・意義・必要性を説明できる。 

● 科学的根拠にもとづいた介護実践のプロセスを理解している。 

 

1. 介護の概念の見直し 

◆ 三大介護から，心身の状況に応じた介護へ 

2007（平成 19）年 12 月に「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」が公布され，社

会福祉士及び介護福祉士法の規定が改正されました。 

この改正で，介護職の国家資格となる介護福祉士の仕事が，いわゆる三大介護（食事・入浴・排泄の介

護）と表現されるものから，心身の状況に応じた介護の提供へと変わりました。このことは，介護現場

の日常の仕事をふり返るよい機会となりました。 

初心にかえって，あらためて介護とは何か，介護の概念を再認識してみましょう。 

◆ 介護の本質 

老いやおとろえ，障害があることによって生じる，利用者がかかえる生活上の困難や不便（＝生活障

害）を少しでも解消し，利用者本人が望むその人らしい生活の再構築を側面的に支えること，それも介

護職が一方的に行うのではなく，その人がみずからの意思にもとづいて，質の高い生活を送ることがで

きるように支援すること（＝利用者本位，自立支援）が，介護の本質であると理解されています。 

つまり介護とは，単に食事や入浴，排泄などのような ADL のお世話，また，利用者ができないことへ

の手助けや介助（利用者に代わって行為をすること）を意味するわけではないのです。 

介護という仕事は，利用者がなぜ今のような状態になったのかを探り，その原因を取り除いたり，利用

者の意欲をかき立てたりしながら，一人ひとりの利用者が，その人らしく生きていけるように支援して

いく仕事であると考えられます。つまり介護とは，利用者の生活全般にわたった，とても広い意味での

援助活動なのです。 

 

🔑  ポイント：三大介護から心身の状況に応じた介護へ 

改正前：食事・入浴・排泄の介護（三大介護）を中心とした捉え方 



改正後：利用者の心身の状況全体に応じた，包括的な介護の提供 

→ 「何をするか」ではなく「その人にとって何が必要か」を問う介護へ 

 

2. 科学的根拠にもとづいた介護の実践 

◆ 意図的・具体的な介護を展開するためのプロセス 

介護の仕事をふり返ってみましょう。日ごろの介護実践は，一人ひとりの介護職の思いつきで場あたり

的に行われてはいけません。 

介護という仕事を行うためには，利用者にとって必要と思われる援助を科学的にとらえ，専門職による

具体的な支援・介護の方法を計画し実践しています。一人ひとりの介護職は，介護支援専門員（ケアマ

ネジャー）が利用者の生活ニーズにそって作成したケアプラン（居宅サービス計画，施設サービス計

画）をふまえて，介護職能の視点にもとづいたアセスメントを行い，介護計画を立案し，具体的な介護

を実施しています。 

利用者が希望する生活の実現に向けて，意図的な介護を展開するためのプロセスを介護過程といいま

す。これは，介護を進めていくうえでの手順や経過と言い換えることができます。また，介護過程にそ

った介護実践は，利用者の心身の状況や利用者を取り巻く環境面にも目を向け，一人ひとりの介護職が

個人的にもちあわせている知識や経験，コツなどを活用し，具体的な根拠をもって援助していくこと

が，大いに求められます。 

◆ 介護過程を展開する意味 

他職種および介護職同士が協働・連携して，専門的な知識と技術に裏打ちされた介護過程を展開するこ

とにより，客観的で科学的な根拠にもとづいた介護実践が可能になります。また，介護過程の展開のプ

ロセスを言語化し，記録に残すことにより介護実践の成果をあとからふり返ることができます（＝評

価）。 

さらに，利用者一人ひとりについて尊厳の保持や自立支援の視点にもとづくため，利用者を主体とした

個別ケアの実践を可能にします。 

 

🔑  介護過程を展開することの 3 つの意義 

① 科学的根拠にもとづいた介護実践が可能になる 

② 実践の成果をあとからふり返ることができる（評価） 

③ 尊厳の保持・自立支援にもとづく個別ケアの実践が可能になる 

 

 



3. 介護過程の必要性 

◆ 介護過程とは介護実践の道筋 

介護過程は，一般的に「アセスメント→計画の立案→実施→評価」の４段階で構成されています（図 1-

2）。この考え方は，何も介護特有のものではありません。日常生活でもよくみられますが，いずれも

計画を立てるための事前の検討や準備（アセスメント）はしっかり行い，問題となることをほぼ明確に

し，改善策を練ってから実行に移していきます。 

 

アセスメント 計画の立案 実施 評価 

・情報収集 

・情報の解釈・関連づけ・

統合化 

・課題の明確化 

・目標の設定 

・具体的な援助内容・方法

の決定 

・計画にもとづく実施 

・自立支援・安全・尊厳の

保持 

・利用者の反応・可能性 

・目標の達成度 

・援助内容・方法の適切性 

・計画修正の必要性 

 

介護過程の展開とは，ちょうどこの旅行会社と利用者との関係に似ているといえます。つまり，旅行と

いうものは，旅行会社が利用者の希望を共有し，実践していく過程であり，利用者本人が自分の期待す

る旅行を手に入れられるように，旅行会社はともにこころとからだを動かし，利用客みずからが行動を

選択できるように支援する仕事であろうと思います。 

このことを介護に置き換えて考えてみましょう。介護とは，介護職が介護サービス利用者の生活目標を

共有し，実践していく過程であり，利用者本人が自分の期待する生活を手に入れられるように，介護職

はともにこころとからだを動かし，その人らしい生活を利用者みずから選択できるように支援する仕事

となります。 

介護過程の展開とは，このことを実践していく道筋だといえます。この道筋にそって日々の介護実践を

くり返し行うことにより，利用者の QOL は高まります。 

◆ 介護過程の活用 

介護職は日々介護を行っていますが，介護過程という考え方は十分に活用されなければなりません。 

利用者のニーズにもとづいた介護を行うためには，介護過程のプロセスにおいて，尊厳を守るという観

点から，利用者の自己決定を実現する必要があります。 

なかでもポイントとなるのは，利用者理解に向けて利用者に関する情報を収集し，解決すべき課題を導

き出すアセスメントの段階です。アセスメントをふまえて立案される介護計画がしっかりしていない

と，介護実践そのものがぶれてしまいます。 

さらに大切なのは，介護計画の実施段階です。どのように利用者とともに生活課題に取り組むか，利用

者がみずから選択し，実践に参加するように援助できているかが重要なポイントになります。 

解決すべき課題を明らかにする作業は，コミュニケーション技術によって利用者のこころを動かすとこ

ろから始まります。信頼関係が成立したならば，身体的な介護も，居住環境の整備も，家族介護者への

介護に関する指導も，有効に実施できるものと考えられます。 



 

介護の実践段階における専門的な技術の活用が，介護過程を活性化させ，介護目標に到達できると考え

ます。 

📚  キーワードまとめ 

用語 意味・説明 

三大介護 食事・入浴・排泄の介護のこと。2007 年の法改正前に介護福祉士の仕事と

して強調されていた。 

心身の状況に応じた介護 2007 年改正後の介護の概念。利用者の心身状態全体を包括的に捉えた介護

の提供。 

生活障害 老いや障害によって生じる，日常生活上の困難や不便のこと。 

利用者本位 介護の中心を利用者自身の意思・希望・選択に置くという考え方。 

自立支援 利用者がみずからの意思にもとづいて質の高い生活を送れるよう支援するこ

と。 

介護過程 利用者が希望する生活の実現に向けて，意図的な介護を展開するためのプロ

セス（手順・経過）。 

アセスメント 情報収集・解釈・関連づけ・統合化・課題の明確化を行う段階。介護過程の

出発点。 

QOL Quality of Life（生活の質）の略。利用者の生活満足度・安定感・幸福感を

示す指標。 

評価（エバリュエーショ

ン） 

介護サービスを提供したあとの評価。目標達成度や援助方法の適切さを振り

返ること。 

 

📝  学習のポイント 

   介護福祉士の仕事は，「三大介護」から「心身の状況に応じた介護」へと法改正により変化した。 

   介護の本質は，利用者本位・自立支援の視点にもとづき，その人らしい生活を支えることにある。 

   介護過程とは，利用者が希望する生活の実現に向けた意図的な介護展開のプロセス（手順・経過）

である。 

   介護過程の展開は，「アセスメント→計画の立案→実施→評価」の４段階で循環する。 

   介護過程を展開することで，①科学的根拠にもとづく実践，②評価によるふり返り，③個別ケアの



実践が可能になる。 

   アセスメントは介護過程の最も重要な段階であり，利用者の全体像を把握することが出発点とな

る。 

 

第３巻 第１章 第２節 

介護過程の展開 

【到達目標】 

● 介護過程の展開（アセスメント→計画の立案→実施→評価）の各段階の内容を理解している。 

● アセスメントにおける情報収集・解釈・関連づけ・統合化・課題の明確化の手順を説明できる。 

● 介護計画の立案・実施・評価の各段階における留意点を理解している。 

 

1. 介護過程の展開イメージ 

◆ 介護職の仕事と介護過程 

介護過程という言葉を聞くと，あたかも専門的な知識や技術を使いこなしながら，何か特別なことを行

わなければならないように思うかもしれません。しかし，アセスメントという言葉は多くの介護職が知

っているでしょうし，介護計画にしても，立案や実施に多くの介護職はかかわっているはずです。つま

り，介護職は，日ごろあたりまえのようにこの展開過程のなかで仕事を進めているのです。 

 

そこで本節では，介護過程というフィルターを通して，日ごろの取り組みをふり返ってみます。「アセ

スメント→計画の立案→実施→評価」という段階ごとに，ふだんの仕事をあてはめて見直してみてくだ

さい。 

◆ プロセス（手順）の重要性 

介護過程というからには，プロセス（手順）がとても重要になります。 

アセスメントをしないまま（もしくは不十分なまま）介護計画を立案しないでしょうか。介護計画の立

案にしても，利用者本人が生活を送るうえでの課題を明確にする前に，具体的な援助内容・方法をまと

めていないでしょうか。 

介護過程を時系列でみていくと，「アセスメント→計画の立案→実施→評価」の４つの段階を経て進ん

でいくことになります。また，矢印の流れのように，介護過程は一方通行の直線的なものではなく，終

結にいたるまでのあいだは何度でも循環していくことが特徴です。介護過程とは，プロセスのくり返し

によって，利用者の望む生活の実現を援助することといえます。 

 



▶ 介護過程の循環サイクル 

① アセスメント ② 計画の立案 ③ 実 施 ④ 評 価 

・情報収集 

・情報の解釈・関連づけ・

統合化 

・課題の明確化 

・目標の設定 

・具体的な援助内容・方法

の決定 

・計画にもとづく実施 

・自立支援・安全・尊厳の

保持 

・利用者の反応・可能性 

・目標の達成度 

・援助内容・方法の適切性 

・計画修正の必要性・今後

の方針 

※ 介護過程は一方通行ではなく，何度でも循環する。評価の結果から再アセスメントに戻ることも重要。 

 

2. アセスメント 

 

① アセスメントとは 

介護過程はどの段階であっても大切なのですが，アセスメントは，そのなかでもとくに重要な段階とい

えます。 

アセスメントには，「情報の収集」「情報の解釈・関連づけ・統合化」「課題の明確化」のプロセスが

含まれます。このアセスメントの段階で，利用者にとって必要な援助とその理由を明確にしていきま

す。 

介護過程におけるアセスメントは，施設や在宅で暮らす利用者の生活全体をさまざまな視点から把握

し，その人がどのような生活を望んでいるのか，そのためにはどのような困りごとがあるのかを，介護

職が明確にすることです。 

介護過程は，生活支援技術のように，技術を身につけることではありません。介護を行う専門職とし

て，利用者に対してどのような介護を行うのか，そして，なぜその介護がその利用者に必要なのかを考

えることです。つまり，それを考えるための基礎となるアセスメントをすることから始めます。 

② 情報の収集 

◆ どのような情報を収集するか 

アセスメントの第一歩は，情報の収集にあります。つまり，どのような情報を，だれ（何）からどのよ

うに収集するかが鍵をにぎることになります。集めた情報の量と質によって，そのあとの介護過程の展

開が大きく左右されるといっても過言ではないのです。 

ここでいう情報とは，利用者本人の身体状況のみをさすのではありません。利用者がかかえる疾病や障

害，それにともなう ADL など，介護職はどうしても目に見えやすい情報ばかりを集める傾向にありま

す。しかし，介護職は利用者の生活全体を援助するのであって，食事・入浴・排泄といった ADL のみ

を介助するわけではありません。そのため，利用者がかかえる心理状態のほか，利用者を取り巻く環境

的な側面など，幅広い視点から情報を収集する必要があります。 

 



◆ 基本的な情報 

情報の収集にあたっては，まず，基本的な情報を正しく把握する必要があります。具体的には，①氏

名，②性別，③生年月日・年齢，④サービス利用開始年月日，⑤サービス利用にいたった理由，⑥家族

構成，⑦介護におけるキーパーソン，⑧サービス利用開始前の生活状況，⑨サービス利用における本

人・家族の要望，などがあげられます。 

これらの情報は，介護現場では，フェイスシートとしてまとめられます。 

◆ ICF にもとづく視点 

情報の収集にあたっては，アセスメントシートや情報収集シートと呼ばれる書式（記入用紙）を活用し

ますが，利用者の全体像を全人的に把握するためには，ICF（国際生活機能分類）にもとづく視点が重

要になります。 

ICF では，人間が生活するうえで使用しているすべての機能を「生活機能」と位置づけ，「心身機能・

身体構造」「活動」「参加」の３つのレベルで構成しています。これに対して，「障害」を生活機能の

低下として広くとらえ，「機能障害」「活動制限」「参加制約」の３つのレベルを設定しています。こ

れは，利用者は誇りをもって主体的に生きようとする存在であり，その能力を備えた人としてその人を

全体的に理解しようとする考え方です。 

介護過程では，この ICF の視点にもとづいた情報の収集により，利用者の全体像を全人的にとらえるこ

とが重要になります。 

▶ ICF の構成要素とアセスメント項目（主な例） 

構成要素 アセスメント項目の具体例 

健康状態 現在，薬や治療が必要な疾患はないか。（例）高血圧，糖尿病，脳出血，認知症，

レビー小体型認知症 など 

心身機能・身体構造 健康状態で把握した疾患にともなって起こっている状況（例）上肢・下肢麻痺の状

態，認知機能の程度，バイタルサイン，言語障害，排尿の状態，嚥下力，意欲の状

態 

活動 日常生活活動（ADL）や手段的日常生活活動（IADL）の状況（例）起居動作・移

乗・移動・食事・更衣・排泄・入浴・整容・睡眠，コミュニケーション，スケジュ

ール調整，服薬管理，金銭管理などの IADL の状況 

参加 外出，家庭・社会での役割に関し，意欲・生きがいの状況，余暇の過ごし方，他者

とのかかわり，利用しているサービスの参加状況，社会での役割 

環境因子 住居の生活環境（生活に必要な用具）等の物的環境，家族・同居人・友人等の人的

環境の状況，サービスの利用状況，経済状況 

個人因子 性別，年齢，生育歴，教育歴，職業，人種，価値観・習慣，性格（個性），生活

歴・出身地，特技，1 日の過ごし方 

 



◆ 情報の収集方法 

情報の収集にあたってもっとも重要な情報源となるのは利用者本人です。利用者が今どういう状態にあ

るのか，今の状態を利用者はどのように感じ，今後どうしたいと考えているのかをきちんと把握する必

要があります。 

ただし，介護サービスを利用する高齢者や障害のある人のなかには，みずから意思表示をすることが困

難であったり，苦手であったりする人たちもいます。また，情報を収集する段階では必ずしも介護職と

利用者との関係性が親密なものとは限りません。 

そのため，利用者の家族や実際に援助を行っているほかの職種などからも情報を収集することが大切に

なります。さらには，介護記録や業務日誌をはじめとする記録類から情報を収集することも有効な手段

といえます。 

なお，相手がだれであったとしても共通していえるのは，情報の収集が質問攻めや尋問にはなってはな

らないということです。また，介護に必要な情報を収集することが目的なのであって，興味本位に，必

要以上にいろいろなことを聞き出すことのないように気をつけましょう。 

 

🔑  情報収集の２つの観察 

【客観的観察】介護職が事実をありのままに観察すること。介護職が利用者を観察したときに生じる自

身の思いや感情は，客観的観察とはいえない。 

【主観的観察】利用者が思っていることや考えていること，つまり利用者の主観を観察すること。主観

的観察は，介護職が利用者から会話などを通じて引き出さなければ得られない情報。 

→ 客観的観察による情報だけでアセスメントを行うと介護職の一方的な介護になりやすく，利用者の主

観的観察を得たかどうかで介護が変わっていく。 

 

⚠️  情報収集の際の留意点 

① 観察力を身につける：「特別な目的のために見る」力＝観察力をもつことが大切。「いつもと違う

点」「どこかおかしい点」などに気づく力を養う。 

② 先入観や偏見をもたない：正しい判断をさまたげる原因となる先入観をもたないようにすること。偏

見をもたずに観察することも大切。 

→ 情報を収集するということは，利用者の全体像を把握することである。 

 

③ 情報の解釈・関連づけ・統合化 

◆ 情報の解釈 

情報を収集したあとに行う作業としては，情報の解釈があります。 



集められた情報というのは個々バラバラなものでしかありません。そこで，収集した情報をもとに，生

活を送るうえでの具体的な希望や困りごとを明らかにしていく必要があります。 

バラバラな情報をまとめ上げるためには，まず１つひとつの情報が何を意味しているのかについて理解

しておかなければなりません。つまり，個々の情報を解釈するという作業が必要になります。 

情報の解釈とは，その利用者にとっての情報の意味を考え，理解することをいいます。この作業は，利

用者にどのような事実があるのかを明らかにすることから始めます。収集した情報のなかには，「E さ

んは○○が思うようにできない」といった内容のものも含まれているでしょう。そのとき，情報ととも

に E さんに対して，ある種のマイナスイメージを抱いてはなりません。 

先入観や偏見などにとらわれることなく，事実の全体像がみえてくるまでは，見たり聞いたりしたまま

の，意味づけのない情報としてとらえるようにします。そのうえで，介護に関する知識を活用しながら

情報を解釈していきます。 

◆ 関連づけ・統合化 

ある１つの情報というのは，収集方法が正確であり，意味づけされていないものであれば，ある事実の

一部分をあらわしていることになります。その一部分同士を関連づけて統合化するという作業が，解釈

のあとになされるものです。関連づけ・統合化とは，１人の利用者を，生活の主体者としてのイメージ

にまとめていく作業ということができるでしょう。 

介護職が収集した情報も，解釈したあとの関連づけ・統合化の仕方によっては，まるで違う課題があら

われてしまいます。 

◆ 情報同士をつなぎ合わせた仮説の検証 

情報の解釈・関連づけ・統合化という作業は，利用者の生活のしづらさが何に起因しているのかを明ら

かにする作業といえます。そのためには，具体的な思考過程として，情報同士をつなぎ合わせて仮説の

検証をしていくことになります。 

収集した情報の意味を解釈し，複数の情報の関係性を明らかにして，必要な援助の内容・方法を導き出

す場合，佐藤富士子は，【A に起因する B】という方式にそって考え，それを文章にまとめてみるとわ

かりやすくなると提案しています。 

【A に起因する B】というのは，「B というのは A という事実によって起こっている」ということを意

味しており，「したがって，C という援助が必要になる」という結論につながります。このとき，B は

「援助が必要な状態」をあらわしており，A は「B の原因と考えられる１つまたは複数の事実」をあら

わしています。 

 

📋  仮説検証の例（F さんの場合） 

【収集した情報】85 歳・転倒・すり足・段差・再び転倒することに対する不安（5 つの情報） 

【A＝原因】85 歳・すり足・段差（加齢にともなう筋力低下ですり足となり，転倒の要因になる） 



【B＝援助が必要な状態】転倒・不安 

【C＝援助の必要性】不安の軽減，転倒を予防しなければならない 

→ このような仮説を立てるためには，いくつもの疑問や想定される事柄を考え，情報同士の関連を１つ

ひとつ検証していくことが大切。 

 

④ 課題の明確化 

◆ 課題とは 

収集した複数の情報を矛盾なく関連づけ，統合化することができれば，課題が明らかになります。ここ

でいう課題とは，利用者が望む暮らしを実現または継続するために，解決しなければならない困りごと

のことであり，介護上の問題（生活課題）と位置づけることもできます。 

課題の明確化は，「C という援助の必要性」に該当します。課題を明確化する際には，利用者の生活全

体を把握することが重要です。利用者の生活全体をふまえた課題が明らかになっていなければ，そのあ

との介護計画の立案に際し，援助内容や援助方法も場あたり的なものになってしまう可能性がありま

す。 

◆ 課題の優先度 

介護サービスを必要とする高齢者や障害のある人の場合，その人がかかえる課題は１つとは限りませ

ん。１人で複数の課題を有していることがほとんどで，なおかつ，それぞれの課題が必ずしも同じ比重

であるわけではないのです。１つひとつの課題の優先度を考えましょう。 

 

課題の優先順位を検討する際のポイント 

・健康状態が悪化するような点はないか（＝生命の安全） 

・日常生活の自立，継続ができていない点はないか（＝生活の安定） 

・その人らしく生活できていない点はないか（＝人生の豊かさ） 

 

3. 計画の立案 

 

① 計画立案のポイント 

アセスメントを通じて，利用者が望む暮らしを実現または継続するために，解決しなければならない困

りごとが明らかになったことを受けて，次の段階としては，介護計画を立案します。この計画に盛りこ

まれるおもな内容としては，①課題，②目標，③援助内容・方法があげられます。 

介護計画を立案する際のポイントとしては，「①課題→②目標→③具体的な援助内容・方法の決定」の



順番で検討していくことが重要です。つまり，課題をふまえ，今後どのようになりたいかという目標を

もち，その目標を実現するためにはどのような援助が必要になるか……この検討の手順こそが大きな鍵

をにぎっているのです。 

② 目標の設定 

◆ 目標とは 

介護計画における目標の設定では，利用者みずからが自分の望む生活に向けて，一定期間に実現できる

ことを段階的に進めていくことが大切になります。目標を設定する際には，利用者の望む生活をふま

え，利用者本人による選択を基本とし，介護職による一方的な押しつけにならないように留意します。 

目標は，利用者が尊厳のある自立した生活を送るうえでとくに重要です。設定した目標をチーム（利用

者や家族，関連する他職種）が共有し，利用者の力を最大限に活用しつつ，目標達成に向けた取り組み

を行っていかなければなりません。 

◆ 目標の設定の仕方 

目標は，理想的や抽象的になる傾向があります。しかし，目標があいまいであると，チームで共有し，

達成に向けて協働することは困難です。そのため，目標は，実現可能な到達時期を決めて，具体的でわ

かりやすい表現で，段階的に設定していくことが大切です。 

一般的には，数週間から数か月までを短期目標とし，６か月から１年までを長期目標とします。目標の

期間を区切って設定するのは，目標の達成状況や適切さなどの評価を可能にするためです。 

また，介護計画の目標を設定する際には，介護支援専門員（ケアマネジャー）が作成するケアプラン

（居宅サービス計画，施設サービス計画）の長期目標・短期目標をふまえ，両者のあいだで整合性が保

たれることが重要です。 

 

利用者を中心とする目標設定の留意点 

① 個別的である（一人ひとりの生活習慣や価値観を尊重する） 

② 利用者の自己実現をめざす（家庭や社会への参加を可能にする） 

③ 利用者自身が取り組むことができる（能力を最大限に活用する） 

 

▶「目標」の表現の仕方（５つのポイント） 

・① 主語は利用者であること（利用者が主体的に取り組むことを表現する） 

・② 設定した期間において，現実的で達成可能であること（可能性の予測を示す） 

・③ 観察または評価可能であること（量，時間，期間，場所などを明確に記述する） 

・④ 何をめざしているかが明確であること（だれもが理解できる表現にする） 

・⑤ 利用者が読んで不快な表現は避けること（命令的，指示的な表現はしない） 

 



③ 具体的な援助内容・方法の決定 

◆ 利用者主体の援助内容・方法 

目標の設定に続いて，具体的な援助内容・方法を決定します。 

援助の内容や方法は，だれが見ても同じ介助ができることが重要です。介護現場では，複数の介護職が

１人の利用者にかかわるため，共通認識ができていなければ，ケアの標準化が保たれません。したがっ

て，介護計画のなかには，介助方法，頻度，留意事項などを記入し，介護職同士が共有できるようにし

ます。 

また，利用者や家族など，専門職以外の人が見ても正しく理解できることが大切です。そのためには，

利用者や家族に十分な説明を行い，内容について同意を得て，利用者が主体となって実施できるような

援助の内容と方法を考えなければなりません。 

 

🔑  援助内容・方法を決定する際の留意点 

① いつ，どこで，だれが，何を，何のために，どのように行うのかを明確にする 

② 個別性を尊重し，時間や頻度など，利用者の状況に合わせる 

③ 目標と援助内容・方法の一貫性を確認する 

④ 計画書にはわかりやすい表現で記述する 

 

④ 利用者・家族の参加と多職種連携 

◆ 利用者・家族の参加 

どんなに立派にまとめられた介護計画であったとしても，あまりにも実現不可能な目標が設定されてい

たり，現実的でない援助内容・方法が盛りこまれているようでは，だれのための，何のための計画かわ

かりません。また，利用者主体，自立支援といいながら，結局は介護職側の一方的な計画であっては，

何の意味もありません。 

実効性に欠ける介護計画にならないためにも，計画の立案にあたっては，利用者・家族の参加が大切に

なります。可能であれば，計画を立案する際のケアカンファレンスの場に利用者・家族に出席してもら

うなど，文字どおり利用者といっしょに作業を進めることが理想的です。 

◆ 多職種連携 

利用者の生活を支援しているのは，決して介護職だけではありません。多様な課題を解決するために，

医師，看護師のほか，栄養士や理学療法士，作業療法士など，ほかの専門職と連携しながら利用者を援

助しているのです。したがって，計画の立案にあたっても，それぞれの専門性をふまえた内容にしてい

くようにします。 

 



それと同時に，利用者にかかわるチームのメンバー全員が介護計画の意図をしっかりと理解しているこ

とが重要になりますから，メンバーにどのようにして計画の意図を伝えていくのか，具体的にはケアカ

ンファレンスのもち方についてもあらかじめ検討しておくことが大切です。 

 

4. 実施 

 

① 実施の際の留意点 

介護計画の実施は，単に利用者に喜ばれることを追求するものではありません。一連の介護過程におけ

る介護計画をふまえ，利用者の安全性，快適さ，そして自立に配慮した介護技術の実施が大切になりま

す。 

◆ 安全性への配慮 

介護職は，実際の生活場面において利用者の身体に直接触れることになるわけですから，安全には最大

限に配慮する必要があります。身体機能はもちろんのこと，そのときの疲労度や気分によっても利用者

の身体状態は変わる可能性がありますから，常に観察をしながら安全な介護技術を実施するようにしま

す。 

なお，ここでいう安全性とは，利用者にとっての安全性だけでなく，介護職自身にとっての安全性とい

う意味も含まれます。無理な体勢をとったり，力まかせの介護を行ったりしては，介護をする側がから

だをこわすことにもなりかねません。利用者と介護職との安全性は裏表の関係にあることを意識するこ

とはとても大切です。 

◆ 快適さへの配慮 

たとえ安全に配慮した援助であったとしても，介護職による一方的なものであったならば，利用者にと

って満足のいく生活が送れるものではありません。決して押しつけるようなことはせず，それまでの生

活習慣などにも配慮しながら，利用者にとって快適で，心地よい援助を実施するように心がけることが

大切です。 

人はだれでも，自分の価値観を大切にして過ごしたいと思っています。したがって，他人に価値観を押

しつけられることには大変苦痛を感じます。快適さへの配慮という場合，人によって価値観が千差万別

であることを理解し，関心をもって相手をよく観察し，コミュニケーションなどによってその価値観を

理解していくことが必要です。 

◆ 自立への配慮 

利用者の自立に配慮した介護技術の実施も求められます。ここでいう自立とは，食事や入浴，排泄など

の生活場面において，すべての行為を利用者本人にしてもらうといった，身体的自立のみを意味してい

るのではありません。自立という場合，自分の生活が自分の主体的な意思によって営まれているかどう

かが重要なのであって，介護技術の実施にあたっても，介護職側の都合によって一方的に行ってはなら

ないのです。 



② 実施状況の把握 

◆ 利用者の反応 

利用者の安全性，快適さ，そして自立に配慮した援助を介護計画にもとづいて実施するにあたっては，

利用者の反応を見落とさないようにします。 

利用者の身体状況，感じていること，考え，思いなどは，刻々と変化します。ただし，援助の内容や方

法に対する不安や違和感，要求などを，そのつど言葉で表現できる利用者ばかりではありません。ま

た，たとえ言葉で表現していてもそれが利用者の思いを正しくあらわしているとは限りません。 

したがって介護職には，言葉のニュアンスや表情，身体の動き，しぐさなどを細かく観察し，利用者の

思いをくみとりながら，常に，今実施している援助は利用者に適しているのかを判断していくことが求

められます。 

◆ 多職種連携と情報の共有 

利用者にかかわるチームのメンバーとの連携や協働は，計画の立案の段階にとどまるものではありませ

ん。実施の段階でも非常に重要な意味をもちます。 

ケアプランは，利用者の変化に合わせて見直しを行う必要がありますが，そのために必要な情報の多く

は，利用者にもっとも近い介護職が把握している場合が少なくありません。もっとも新しく，正しい情

報を常にチームのメンバーが共有できるように，連携をはかることが大切です。 

③ 実施の記録 

介護計画にもとづく援助を実施した際には，必ず記録に残します。どんなに立派な計画が立案されたと

しても，計画どおりに実施されなければまったく意味がありません。そこで，援助を適正に，計画どお

りに実施したことを確認・証明することを目的として，援助の経過を記録します。 

介護職が実施した援助やそのときの利用者の反応や言動，観察した内容や判断の根拠については，形と

しては何も残りません。また，人間の記憶は時間の経過とともに不確かなものになってしまいます。そ

のため，実施状況を記録しておかなければ，よい実践を次の援助にいかすこともできませんし，失敗の

くり返しを防ぐことにもつながりません。 

そこで，形として残りにくい実践を記録に残す必要があります。記録に含まれる内容としては，以下の

表に示すものなどが大切になります。 

 

項目（記録の対象） 記録対象となる時期 記録の内容 

実施前の利用者の状態 実施前 実施にあたって観察したこと 

・日常生活にかかわる動作 

・表情や言動 

実施の過程 援助の開始時から終了時までの経

過 

実施した援助の内容・方法 

それに対する利用者の反応や言動 

介護職の判断と対応 



実施の結果・考察 実施後 目標に対する到達度 

・何がどの程度できたか 

・何がどの程度できなかったか 

・残された課題 

・援助内容・方法の適否 

 

5. 評価 

 

① 評価の意義と目的 

介護過程で重要となるプロセスの１つが評価です。ここでいう評価とは，介護サービスを提供したあと

の評価（エバリュエーション）のことであり，事前評価（アセスメント）とは異なります。 

介護計画の立てっぱなし，援助のやりっぱなしという状態のまま，何のふり返りもないというのでは，

そもそも介護計画を立案・評価する必要がありません。立案した計画が利用者の生活を援助することに

どれだけ役に立っているか，また，のこされた課題としてどのようなものがあるかを明確にすること

が，評価を通じて問われる大切なポイントです。 

② 評価の視点 

◆ 目標が達成できたかの評価 

介護計画の目標とは，情報の収集のあと，情報の解釈・関連づけ・統合化，さらには課題の明確化を受

けて設定されるものであり，利用者がこうありたいと望む状態，言葉を換えれば，課題が解決されてニ

ーズが満たされている状態をあらわすものです。ある一定期間のなかで，利用者の安全性，快適さ，自

立に配慮した介護技術を実施したあとには，必ずこの目標に立ち戻って達成の度合いをはからなければ

なりません。 

目標の評価は，計画で設定した評価期日に行うことが前提になりますが，それ以外にも，評価期日より

前に目標が達成されたと判断されたり，利用者の生活状態に大きな変化が生じたりしたときには，すみ

やかに評価するようにします。 

評価する際のポイントとしては，目標にそって現状を観察し，客観的にみて目標に達しているかどうか

を検討します。そのうえで，目標に達していない場合には，まずその原因を検討する必要があります。 

 

📋  介護計画の目標が達成されない原因として考えられる例 

・目標自体があまり現実的でなかった 

・現実的であったとしても，実施期間が短かったことで目標に達しなかった 

・具体的な援助内容・方法が適切でなかったために，目標の達成につながらなかった 



・情報を収集して以降，課題の明確化までの作業が十分でなかったために，目標と利用者の実態とのズ

レが生じてしまった など 

 

◆ 具体的な援助内容・方法が適切であったかの評価 

目標の評価に際しては，目標に達していない場合，その原因を検討することになりますが，原因の１つ

として考えられるのが，利用者に対する具体的な援助内容・方法が果たして適切であったかどうかとい

う点です。 

介護計画のなかには，利用者に対して，いつ，どこで，だれが，何を，何のために，どのように行うの

かという援助内容・方法が記載されています。これらの内容は，目標を実現させるための具体的な方策

であるわけですから，目標と裏表をなす要因として吟味していかなければなりません。 

ケアカンファレンスの場などを効果的に活用しながら，具体的な援助内容や援助方法の１つひとつを評

価してみましょう。 

 

③ 介護計画を修正する必要があるかの判断 

介護目標や具体的な援助内容・方法を評価した結果，利用者がかかえている課題がすべて解決されてい

れば，そこでのその人への生活支援は終了することになります。 

一方で，評価の結果，このまま同じ形で介護を続けても利用者のかかえる課題が解決につながらないこ

とが明らかになった場合には，介護計画の修正が求められます。つまり，評価のあとには，計画を修正

するかどうかの判断が必要になるのです。 

計画の修正という場合，部分的なものと大幅なものと，大きく分けて２通り考えられます。なかでも，

評価の結果，情報の収集以降の作業が不十分だと判断された場合や，利用者の生活状態に大きな変化が

みられた場合などには，介護過程のプロセスのうちの「情報の収集」や「情報の解釈・関連づけ・統合

化」「課題の明確化」までさかのぼり，あらたに情報を収集し直したり，課題を整理し直したりするこ

とが必要になります。そのうえで，修正された計画にもとづいて援助が実施されることになるわけで

す。 

いずれにしても，必要に応じて介護過程は循環した形で展開していくことになります。なお，介護計画

に修正が生じた場合には，必ずサービス担当者会議やケアカンファレンスの場で報告をし，ほかの専門

職の意見と了解を求めることが重要になります。 

📚  キーワードまとめ 

用語 意味・説明 

アセスメント 介護過程の最初の段階。情報収集・解釈・関連づけ・統合化・課題の明確化

のプロセス。 

ICF（国際生活機能分 生活機能を「心身機能・身体構造」「活動」「参加」の 3 レベルで捉える国



類） 際的な分類。 

客観的観察 介護職が事実をありのままに観察すること。自身の感情・思いは含まない。 

主観的観察 利用者が思っていることや考えていること（主観）を観察すること。会話を

通じて引き出す。 

仮説の検証 「A に起因する B，したがって C が必要」という形式で情報同士をつなぎ，

課題を導く思考プロセス。 

課題（生活課題） 利用者が望む暮らしを実現するために解決しなければならない困りごと。介

護上の問題。 

短期目標 数週間から数か月で達成を目指す具体的な目標。 

長期目標 ６か月から１年で達成を目指す目標。ケアプランの目標と整合性を保つ。 

評価（エバリュエーショ

ン） 

介護サービスを提供したあとに，目標達成度や援助方法の適切さを振り返る

こと。 

計画の修正 評価の結果，援助継続では課題解決につながらないと判断した場合に行う介

護計画の見直し。 

 

📝  学習のポイント 

   介護過程は「アセスメント→計画の立案→実施→評価」の４段階で循環する。一方通行ではなく，

何度でもくり返す。 

   アセスメントは介護過程でもっとも重要な段階。「情報収集→解釈→関連づけ・統合化→課題の明

確化」の流れで進める。 

   情報収集では，ICF の視点にもとづいて利用者の全体像を全人的に把握する。客観的観察と主観的

観察の両方が必要。 

   情報の解釈では先入観・偏見をもたず，「A に起因する B→C が必要」という仮説検証の思考で課題

を導く。 

   目標は利用者主体で，具体的・実現可能・観察可能な表現で設定する。短期目標と長期目標を使い

分ける。 

   実施では安全性・快適さ・自立への配慮が基本。実施状況は必ず記録に残す。 

   評価では目標の達成度と援助内容・方法の適切さの両方を検討し，必要に応じて計画を修正する。 

 



第３巻 第１章 第３節 

介護過程とチームアプローチ 

【到達目標】 

● ケアマネジメントの定義・構成要素・理念・目的を理解している。 

● ケアマネジメントの流れ（居宅・施設サービス）を説明できる。 

● ケアプラン（介護サービス計画）と個別サービス計画（介護計画）の関係を理解している。 

● チームアプローチにおける介護職の役割と，専門職同士の連携の重要性を理解している。 

 

1. 介護過程とケアマネジメントの関係性 

 

① ケアマネジメントとは 

◆ ケアマネジメントの定義 

ケアマネジメントとは，高齢や障害があることによって地域社会における自立した生活が困難になった

としても，医療・保健・福祉などのさまざまな社会サービスを利用することで，その人らしい生活の継

続ができるように支援するしくみのことをいいます。 

支援が必要な状態になることから生じるさまざまなニーズに対して，複数のサービス提供機関から各種

サービスを総合的・一体的に提供することで，利用者の地域生活を社会的に支えるしくみとして開発さ

れたものです。 

ケアマネジメントの中核的な役割をになうのがケアマネジャーであり，介護保険法上では介護支援専門

員と呼ばれています。 

◆ ケアマネジメントの構成要素 

ケアマネジメントを構成する要素は，①利用者，②社会資源，③介護支援専門員（ケアマネジャー）の

3 つです。 

利用者とは，日常生活を継続していくうえで，何らかの支援を必要とする人をさします。 

社会資源には，制度として整備されているフォーマルサービスと，家族や友人，ボランティアなど利用

者の個人的な資源であるインフォーマルサービスの２種類があります。 

介護支援専門員（ケアマネジャー）は利用者と社会資源の調整役です。たとえ社会資源が充実していた

としても，利用者のニーズに応じてサービスを調整する介護支援専門員がいなければ，利用者の多くは

複雑な制度のしくみや利用方法に関する知識が十分でないために，社会資源の活用ができず，生活の継

続は困難になります。 



 

① 利用者 

日常生活で 支援を必要とする

人 

⇔ 

② 社会資源 

フォーマル・ インフォーマル

サービス 

 

↑    

③ 介護支援専門員 

（ケアマネジャー） 利用者と

社会資源の調整役 

  「調整」 

利用者のニーズに応じてサービスを調整 

 

◆ ケアマネジメントの理念・目的 

介護サービスの利用者には，それまで生きてきた，その人なりの生活者としての人生の歴史がありま

す。これまでにどのような人生を歩み，今後，生活の不自由さをかかえながらどのように過ごしたいと

思っているのかという「時間軸」と，その時々で，どこでどのような人と関係をもちながら生活してき

たのか，または生活していきたいと思っているのかという「空間軸」の両方からとらえることが必要で

す。 

また，各種のサービスを利用する際には，利用者がどのような暮らしを望んでいるのかという生活の主

体者としての「自己決定の尊重」が重要となります。介護支援専門員がよいと思った計画でも，利用者

にとってはストレスになる場合もあるのです。 

 

🔑  ケアマネジメントの理念 

利用者主体 ／ 生活の継続の支援 ／ 自己決定の尊重 ／ 自立支援 

→ 高齢になったり障害があったりすることによって自立した社会生活が困難になっても，社会資源を活

用することにより，これまでどおり地域でその人らしい生活を継続することを目的として行うもの。 

 

② ケアマネジメントの流れ 

◆ 介護保険制度による居宅サービスを利用する場合のプロセス 

介護保険制度の居宅サービスにおいて保険給付を受けるためには，利用者がサービス利用の申請を行

い，要介護認定を受け，介護支援専門員にケアプラン（居宅サービス計画）の作成を依頼する必要があ

ります。利用者の申請を受けた市町村は，要介護認定・要支援認定を行います。認定の結果，「要介護

１〜５または要支援１・２に該当する」と認定されると，状態に応じた保険給付を受けることが可能に

なります。 

 

 

 



＜事前の手続き＞ 

↓ サービス利用の申請 

↓ 要介護認定 

 介護支援専門員にケアプランの作成を依頼 

＜ケアマネジメント

＞ 

↓ インテーク（相談・受理） 

↓ アセスメント（課題分析） 

↓ ケアプラン原案の作成 

↓ サービス担当者会議 

↓ ケアプランの確定 

↓ 支援の実施 

↓ モニタリング 

↓ 評価 

 終結 

 

◆ インテーク（相談・受理） 

インテークは受理面接ともいわれ，利用者・家族と介護支援専門員がはじめて出会う場です。ここで支

援を必要とする利用者の状況など，必要事項を確認したうえで制度上利用できるサービスなどを説明

し，サービスを利用する旨の了解を得て，契約を結ぶことにより支援が始まります。 

◆ アセスメント（課題分析） 

アセスメントでは，利用者の希望，日常生活活動の能力（可能性）や家族介護者の状況，生活環境など

さまざまな情報を収集し，分析することにより，利用者が家庭や地域でその人らしい自立した日常生活

を営むために解決すべき課題を明らかにします（ニーズの把握）。 

◆ ケアプラン原案の作成 

利用者・家族の希望をふまえ，アセスメントにより明確になった，利用者にとっての解決すべき課題

（ニーズ）に対してどのような解決方法があるかを検討します。具体的には，目標や必要なサービスを

相談・検討し，ケアプラン原案を作成します。 

◆ サービス担当者会議 

サービス担当者会議では，ケアプラン原案に組みこまれた各種のサービス事業所の担当者が集まり，利

用者・家族とともに計画の内容を協議します。サービス提供においては，さまざまな職種がチームとし

て連携し，利用者の目標達成に向けて支援を実施することが重要です。そのため，どのような目標に向

かって支援するかの意思統一をはかります。 

◆ ケアプランの確定 

サービス担当者会議を経て調整したケアプランについて利用者・家族に説明し，内容について同意を得

ます。利用者・家族の同意を得ることができてはじめてケアプランとして確定します。介護支援専門員



は，確定したケアプランを利用者と居宅サービス等の担当者に交付します。 

◆ 支援の実施 

ケアプランにそって各サービス事業所は，個別サービス計画である訪問介護計画や通所リハビリテーシ

ョン計画，訪問看護計画などを立てて援助を実施することになります。ケアプランと各事業所の立てる

個別サービス計画は，共通の目標のもとに作成され，連動しながら援助を実施することになります。こ

こで訪問介護事業所の介護職は利用者と出会い，介護過程を展開することになります。 

◆ モニタリング 

介護支援専門員は，ケアプランに位置づけた目標の達成に向けて，①計画どおりに援助が実施されてい

るか，②目標に対する達成度はどうか，③サービスの種類や援助内容・方法は適切か，④利用者に新た

な課題や可能性が生じていないか，⑤サービスの質と量に対する利用者・家族の満足度はどうか，など

を確認します。なお，介護支援専門員は少なくとも１か月に１回は利用者の居宅で面接を行い，モニタ

リングの結果を記録することが必要とされています。 

◆ 評価 

モニタリングの結果およびケアマネジメントのプロセス全体を評価し，利用者の状況に応じて支援の継

続・変更・終結を判断します。ケアプランの修正・変更が必要な場合には，再度アセスメントを行い，

ケアマネジメントのプロセスをくり返すことになります。 

◆ ケアマネジメントと介護過程 

介護支援専門員が作成するケアプラン（居宅の場合は居宅サービス計画，施設の場合は施設サービス計

画という）は，利用者の生活全体を支える計画となります。 

介護支援専門員は，アセスメントにおいて，利用者の身体的・精神的な健康状態，ADL の能力，経済状

況，家族の状況，住環境など幅広い情報を入手し，利用者や家族が現在困っている問題を把握してニー

ズを導き出します。利用者一人ひとりの個別的な状況から，利用者自身が，どこでどのような生活を送

ることを望んでいるのかを知り，目標を設定します。 

ケアプランに位置づけられたサービスを提供する事業者（施設の場合は「職種」）は，ケアプランの目

標達成に向かって援助を実施します。このとき介護職の場合は介護過程を展開することになります。介

護に必要な情報を収集し，情報の解釈・関連づけ・統合化を行い，課題を分析したうえで介護計画（個

別サービス計画）を立案します。その計画の目標の達成に向けて，個別的な具体策にそった援助を実施

します。 

ケアマネジメントのプロセスと介護過程の関係は，居宅サービスの場合と施設サービスの場合でそれぞ

れ異なります。 

③ ケアプランと個別サービス計画 

◆ さまざまな呼び名のある「計画」 

「計画」には複数の呼び名があり，その違いがわかりにくい状態にあるのが現状です。ここで一度，こ

れらの言葉の整理をしましょう。 



 

区分 計画の名称 内容・作成者 

基本計画（ケアプ

ラン） 

介護サービス計画 

居宅サービス計画（居宅） 

施設サービス計画（施設） 

サービス等利用計画（障害

者） 

利用者・家族の希望をふまえ，アセスメントにより明確に

なったニーズと目標，支援する際の全体的な支援の方向

性，必要となる社会資源をどのように提供すればよいかを

記載した計画書。介護支援専門員（または相談支援専門

員）が作成。 

個別サービス計画

（介護計画） 

訪問介護計画，通所介護計

画，訪問看護計画，リハビ

リテーション計画 など

（場合によっては介護計

画・個別援助計画とも呼

ぶ） 

ケアプランに位置づけられた各サービスを具体的にどう実

施していくのかを定めた計画の総称。介護職が立案する個

別サービス計画は，一般に介護計画と呼ばれる。 

 

◆ ケアプランと個別サービス計画の関係 

ケアプランを大きな歯車にたとえると，各専門職が作成する個別サービス計画は小さな歯車に該当しま

す。大きな歯車を目標に向かって正確に回転させるためには，複数の小さな歯車が正確に回転する必要

があります。 

個別サービス計画では，ケアプランを受けて，その目標を達成するために，より具体的で，より専門的

な計画を立案します。個別サービス計画の立案においては，その計画がケアプランとどのようにつなが

り，介護職としてどのような役割を果たすことが求められているのかを意識し，目標達成のために「い

つ」「だれが」「どこで」「何を」「どのように」「どのくらい」実施するのかを具体的に計画する必

要があります。その結果，介護職間での援助のばらつきや，他職種との意識のくい違いを防ぎ，一人ひ

とりの利用者に対して，個別的で，なおかつ標準化されたサービスを提供することが可能になります。 

このようにケアプランと個別サービス計画は，大きな歯車と小さな歯車との関係でお互いに情報を共有

し，うまくかみ合わせることによって，はじめて目標達成に向けて進むことができるのです。利用者の

望む生活の実現に向けて個別性の高い介護を実践するためには，ケアプランの目標・内容を正確に把握

し，利用者を中心に各専門職が同一目標に向かって連携するチームアプローチが重要となります。 

 

2. 介護過程とチームアプローチ 

 

① チームアプローチにおける介護職の役割 

◆ チームアプローチの必要性 

利用者の生活の支援は，ケアマネジメントのプロセスにそって行われます。したがって，そこには利用

者を中心としたケアチームが形成され，チームアプローチが実践されることになります。 



 

専門職がそれぞれの役割を果たしていたとしても，各専門職間の連携がとれていなければ，利用者の生

活はよりよい状態にはなりません。たとえば，医師が利用者に「心臓が弱っているので，今は少し安静

にしておくように」と指示したとします。それに対して，もしも介護職がその情報を十分に把握してい

なければ，「家に閉じこもってばかりでは，廃用症候群になってしまう」と散歩に誘ったり，関節を動

かすことをすすめたりするかもしれません。そうなると利用者は，安静にしたらよいのか，からだを動

かしたほうがよいのか迷ってしまいます。したがって，専門職のあいだで，十分に情報を共有し，それ

ぞれの専門性を発揮することが重要となります。 

◆ チームによる総合力 

人の生活は多面的であり，健康上の問題，経済的な問題，心理的な問題，住居の問題など，数えあげれ

ばきりがないほど複合的な要素から成り立っています。したがって，１つの職種だけでかかわるより

も，多職種でかかわるほうがより適切な支援が可能になる状況が多くあります。つまり，介護職や介護

支援専門員だけではなく，さまざまな関係者が利用者のニーズに即して支援体制を組み，ネットワーク

が強化されることにより，総合力が発揮され，問題解決に向けた大きな効果が期待できるのです。 

◆ チームケアにおける介護職の役割 

チームで利用者の生活を支える場合，とくに介護職は，利用者の生活にもっとも近い存在であることか

ら，利用者の変化にいち早く気づき，介護支援専門員や医師，看護師，栄養士，リハビリテーション職

などにつなぐことが求められます。 

 

📋  事例：チームケアによる問題解決（介護老人福祉施設 G さんの場合） 

担当の介護職が「最近食べ残しが多くなったこと」に気づき，体重測定したところ１か月で 3kg 減少し

ていた。 

看護師に相談→医師の指示により採血など検査を行ったが，とくに異常はなかった。 

好きなものであれば食べてもらえるのではないかと考え，G さんの好みにあわせて栄養士に献立の変更

を依頼したところ，G さんは喜んでくれたが食事量の増加はみられなかった。 

あるとき介護職が，G さんの食事の様子を注意深く観察していたところ，食べ物を口に入れてかむ際

に，顔をしかめるような表情をすることに気づいた。 

「もしかしたら，義歯が合っていないのではないか……」と思い，介護支援専門員に相談し，歯科医師

の診察を受けることになった。 

診察の結果，長年使っているうちに歯ぐきと義歯が合わなくなっていること，また，上顎部の歯肉に小

さな潰瘍ができており，その痛みのために食欲がなくなっていることが考えられた。 

義歯の調整と潰瘍の治療を行った結果，G さんの食欲は少しずつ戻り，体重も徐々に増えていった。 



→ 介護職の気づきをほかの職種に情報提供することで，はじめて課題の原因が明らかになり，適切な対

応が可能になって，利用者の QOL を維持・向上させることができる。 

したがって，利用者の生活にもっとも近い存在である介護職には，「ふだんとは何か違う」という小さ

な変化を見逃さない気づきの力と，介護支援専門員や医師，看護師などの関係職種と十分な連携をとる

ことが求められます。 

② 専門職同士の連携 

◆ 専門職がもつ視点 

ある多職種合同の研修で，ケアプランを作成するグループ演習を行いました。このとき，看護職のグル

ープ，介護職のグループ，ソーシャルワーカーのグループというように，あえて同じ職種でグループ分

けをしてみました。 

同じ事例を用いて，グループごとにアセスメントを行い，ケアプランを作成して発表したのですが，そ

の内容にはそれぞれの職種の特徴があらわれる結果となりました。 

看護職のグループでは，現在の病気や障害の状態，服薬の状態，既往歴，血圧や脈拍といったバイタル

サインなどの情報に注目し，今後のリスクの予防をより重視したアセスメントが行われました。 

一方，介護職のグループでは，利用者がこれまでにどのような生活を送ってきたのか，生活歴や生活に

おける信条，食事の味つけの好みなど，利用者および家族の日常生活をより重視したアセスメント結果

となりました。 

さらに，ソーシャルワーカーのグループでは，利用者が現在の困っている状態から，利用者自身の力を

含めたさまざまな社会資源を活用することにより，いかに生活を改善し継続していくことができるかと

いう点を重視したアセスメントが行われました。 

◆ 専門職同士の連携と専門性の尊重 

実際のケアプランの作成においては，どのような基礎資格をもった職種が介護支援専門員として担当し

ても，結果として利用者にとってもっとも利益となるケアプランが立てられると思われますが，この研

修でのエピソードからは，職種によって，それぞれアセスメントの視点が少しずつ異なることがよくわ

かります。 

そのため，実際のサービス提供段階においては，チームの総合力により利用者の生活を支えるととも

に，介護職は介護職としての視点から利用者を理解し，他職種に伝え，共有していくという専門職とし

ての役割を果たすことが重要です。 

専門職ごとに視点や把握している情報が異なることを十分に理解し，利用者の望む生活の実現を支える

ためには，どのような専門職とどのように連携すればよいのかを常に意識してかかわる必要がありま

す。 

 

 

 



📚  キーワードまとめ 

用語 意味・説明 

ケアマネジメント 高齢や障害があっても，その人らしい生活の継続ができるように，さまざま

な社会サービスを総合的・一体的に提供して支援するしくみ。 

介護支援専門員（ケアマ

ネジャー） 

ケアマネジメントの中核的な役割をになう専門職。利用者と社会資源の調整

役。 

フォーマルサービス 制度として整備されている公的サービス（介護保険サービスなど）。 

インフォーマルサービス 家族・友人・ボランティアなど，制度外の個人的・地域的な支援資源。 

インテーク 受理面接。利用者・家族と介護支援専門員がはじめて出会い，サービス利用

の了解を得て契約を結ぶ場。 

モニタリング ケアプランに位置づけた目標の達成に向けて，支援の実施状況・効果などを

確認すること。 

ケアプラン（介護サービ

ス計画） 

利用者の生活全体を支える基本計画。介護支援専門員が作成。居宅サービス

計画・施設サービス計画などがある。 

個別サービス計画（介護

計画） 

ケアプランを受けて，各サービス事業所が具体的にどう実施するかを定めた

計画。介護職が作成するものを一般に介護計画という。 

チームアプローチ 利用者を中心に，介護職・看護師・医師・栄養士など多職種がチームとして

協働・連携しながら支援を行うこと。 

廃用症候群 安静状態が長期にわたることにより，身体的には筋・骨の萎縮や関節拘縮，

精神的には意欲の減退や記憶力低下などがあらわれること。 

 

📝  学習のポイント 

   ケアマネジメントとは，高齢や障害があっても，医療・保健・福祉などの社会サービスを総合的に

活用し，その人らしい生活の継続を支援するしくみ。 

   ケアマネジメントの理念は「利用者主体・生活の継続の支援・自己決定の尊重・自立支援」。 

   ケアマネジメントの流れは「インテーク→アセスメント→ケアプラン原案作成→サービス担当者会

議→ケアプランの確定→支援の実施→モニタリング→評価→終結（または再アセスメント）」。 

   ケアプラン（基本計画）と個別サービス計画（介護計画）は大小の歯車の関係。共通の目標のもと

連動する。 



   チームアプローチでは，介護職は利用者の生活にもっとも近い存在として，小さな変化を見逃さな

い気づきの力と他職種への情報連携が求められる。 

   専門職ごとにアセスメントの視点は異なる。その違いを理解したうえで，介護職としての専門的視

点を他職種と共有することが重要。 

 

 

第３巻 第２章 第１節 

介護職による介護過程の進め方 

【達成目標】 

● 介護は意図的・計画的に行われるものであり、科学的根拠にもとづいた思考過程（介護過程）の重要性を

理解できる。 

● 5W1H の視点から、介護過程の展開を意識した介護職の役割を説明できる。 

● 利用者へのかかわり方の変化について、専門性のある介護とは何かを考えることができる。 

● アセスメントにおける情報収集の重要性と、思考過程を訓練する姿勢を身につけることができる。 

 

1. 日々の実践のなかにある介護過程 

 

① 介護過程の考え方 

 

介護は、意図的かつ計画的に行われます。そして、介護サービスを提供する道筋を科学的思考にもとづいて

説明していくのが介護過程です。 

科学的であるためには、なぜそうした介護を行うのかという根拠を明確にすることが求められます。「この

利用者は〇〇と△△の事実から、このように援助したほうが利用者の自立度が高まるはずである」という仮

説をもとに介護を行い、その仮説を検証するという思考過程をふむことが大切です。 

介護は、算数のように「１＋１＝２」という計算式が必ずしもあてはめられない分野です。多様な生活歴や

価値観をもつ利用者を対象に、百人百様の人生にかかわりながら、個別の情報を意図的に収集し、アセスメ

ント→計画の立案→実施→評価というプロセスをふんで介護過程は展開されます。 

介護過程の展開にあたっては、表 2-1 の 5W1H の視点が大切です。 

 

 

 

 



表 2-1 ● 介護過程の展開における 5W1H の視点 

① いつ（When） 介護サービスを提供するときに 

② どこで

（Where） 

施設・在宅を問わず、介護サービスが提供されるあらゆる場所・場面で 

③ だれが（Who） 介護職が 

④ 何を（What） 介護サービスの利用者に必要な生活支援を 

⑤ 何のために

（Why） 

利用者の尊厳を守り、利用者の自立や QOL の向上のために 

⑥ どのように

（How） 

利用者の心身の状況や日常生活・社会生活上の困りごとが解決できるような個別な方

法を考えて実践する 

 

② 介護過程の展開と利用者へのかかわり方の変化 

介護職は、自分側の一方的な都合ではなく、利用者の望む生活の実現に向けて個別的な援助をめざさなけれ

ばなりません。実践のなかで介護過程の考え方を意識するかどうかで、利用者へのかかわり方も大きく変わ

ってきます。そのことがわかる事例をいくつか紹介します。 

 

事例 1 

A さん（84 歳、女性）は食後に薬を飲むため、洗面所でコップに水を入れようとしていました。自宅の水道

は蛇口をひねるタイプでしたが、今の施設では蛇口の前に手をかざすと自動で水が出るタイプであるため、

A さんは洗面台の前でとまどっています。 

A さんは介護職に「すみません、薬を飲みたくて……」と声をかけました。すると、介護職は反射的に水の

入ったコップを差し出しました。 

【専門性のある介護】 

A さんの話を最後まで聞かずに水を差し出すという介護職の行為は、単なる作業といえるでしょう。この事

例における専門性のある介護とは、A さんが話す内容を最後までしっかりと聞き、対応することです。 

たとえば、「まず蛇口に手をかざして水を出し、そこにコップを差し出せばよいですよ」と水を入れる方法

を伝えるほうが A さんの自立支援につながるでしょう。 

 

事例 2 

施設に入所してまもない B さん（73 歳、女性）は先天性の聴覚・言語障害があるため、微妙なコミュニケ

ーションをはかることが困難です。また、要介護 4 で、車いすを使用しています。 

夜勤担当の介護職からの申し送りによると、B さんは深夜に何度も腹痛があり、便意を訴えたといいます。

そのためにその介護職は、居室からトイレまでの車いすによる移動と、車いすから便座に腰かける移乗の介



助を行い、B さんに排便をしてもらったとのこと。 

便座に座っていた時間はおよそ 30 分だったという報告を聞いたとき、介護主任は「深夜に腹痛と便意？」

と考えてしまいました。 

【専門性のある介護】 

この事例の介護職は、そのとき目の前で起こった現象に対応しているだけにすぎません。たしかに、介護職

は B さんに対して移動や移乗の介助を行っています。しかし、なぜ B さんが深夜に排便したくなったのかに

ついてアセスメントする必要もあるのではないでしょうか。 

通常、深夜に排便したくなることはまれで、からだのしくみからいえば、朝や日中に排便することがほとん

どです。にもかかわらず、B さんは深夜に便意を感じました。 

その理由を探っていくと、B さん本人の希望で、日中、緩下剤を服用していたことがわかりました。 

この事例における専門性のある介護とは、単なる排便にともなう移動や移乗の介助にとどまらず、「なぜ深

夜に排便したくなったのだろう？」「いつもそうなのだろうか？」など、疑問に感じることの原因や背景を

探っていくことです。 

 

事例 3 

C さん（82 歳、女性）は当初マンションで一人暮らしをしており、最近は訪問介護員（ホームヘルパー）に

不平不満を申し立てて、次々と訪問介護員を交代させていました。 

訪問介護員の訪問がないときは近所のコンビニエンスストアでレトルト食品を買い、電子レンジで温めて食

べているのですが、急激な体重減少がみられ、現在は 40kg 程度です。 

施設に入所して以降は「おかゆにしてください」と希望するため、介護職は C さんの希望にそった食事を提

供しようとしています。 

【専門性のある介護】 

利用者の自己決定とは、介護職が単に利用者の言われるままの介護サービスを提供することではありませ

ん。この事例における専門性のある介護とは、「おかゆが食べたい」との希望は受けとめながらも、なぜそ

うした希望が出されるのかを利用者といっしょに考えることです。 

アセスメントを進めていくなかで、C さんの場合、義歯のかみ合わせが悪く、義歯の調整が必要であること

が判明しました。体重が減少している C さんに、希望どおりにおかゆを出すよりも、おかゆを希望する理由

を聞きとり、そのうえで対応したほうが栄養状態の改善につながります。 

「介護」と「単なる作業」との大きな違いは、介護過程による根拠にもとづいた行為かどうかということで

す。 

 

2. 思考過程の訓練 

 

① アセスメントの重要性 

 



▶▶ 収集した情報の量と質 

介護過程のなかでも、アセスメントは重要なものの１つです。その最初の一歩は、利用者を取り巻く情報を

収集することにあります。情報を収集する際に忘れてはならないポイントは表 2-2 のとおりです。 

利用者本人の生活を支援するためには、どのような情報がどのくらい必要なのか、介護職は見通しをもって

情報を収集する必要があります。なぜなら、収集した情報の量と質によって、そのあとの介護過程の展開は

大きく左右されるといっても過言ではないからです。 

 

表 2-2 ● 情報を収集する際のポイント 

① 収集した情報が正確な事実であるかどうか 

② 介護に必要な情報であるかどうか 

③ 偏見や先入観をもたずに収集した情報であるかどうか 

 

収集した情報の量と質が介護過程の展開にどのような影響を与えるかについて、次の事例から考えてみまし

ょう。 

 

事例 4 

通所介護（デイサービス）を利用しはじめた当初、D さん（86 歳、男性）の体重は 55kg 程度で、食欲もほ

とんどありませんでした。それでも、家ではウニのびんづめとご飯ばかりを何とか食べているということで

した。 

介護職は何とか食事をして栄養をとってもらおうと考え、通所介護の利用時に、ほかの利用者とは違う、D

さんのためだけの別メニューを用意することを検討しました。 

しかし、かかわりはじめてまもないころは、利用者に関する情報も少ないことがほとんどです。多くの場

合、介護職は情報が少ないということをあまり意識しないまま、限られた情報のなかから援助内容や援助方

法を組み立てようとしています。その結果、利用者にとって望ましいものとは違う生活に導いてしまう可能

性もあるのです。 

この事例における専門性のある介護とは、D さんに意図的にはたらきかけてさらに情報を収集する姿勢で

す。限られた情報のみに頼って「D さんのためだけの別メニューを用意する」と結論づけるのではなく、D

さんに質問をすることで、なぜウニのびんづめばかり食べるのか、ほかに好きな食べ物はあるのか、特別扱

いされることに抵抗はないのかなどを確認・検討します。 

さまざまな角度から情報を収集し、解釈し、統合化することによってはじめて、「食を整える」という課題

を明確にすることができるのです。 

 

▶▶ 情報を得るためのコミュニケーション 

介護現場では、介護職のコミュニケーションのタイプは大きく分けて 2 つあります（表 2-3）。 



介護職には、利用者の思いや願いにこころを寄せ、その心情をくみとろうと努力し、利用者が生活上の困り

ごとや悩みごとを述べられるように傾聴する姿勢が求められます。そして、利用者の悲しみや苦しみ、怒

り、喜びなどに共感できる感性をみがく必要があります。また、「介護は観察に始まって観察に終わる」と

もいわれます。それほど介護職には観察力や洞察力が求められるのです。 

観察とは、五感である視覚・聴覚・触覚・嗅覚・味覚を総動員して、利用者を取り巻く事実を知識と照らし

て、ありのままに入手し、意味のある情報にすることです。また、利用者の思いや願いを観察して、その本

質や奥底にあるものを見通す洞察力、さらには共感的な態度により、利用者に関する真の情報を得ることが

できます。 

 

表 2-3 ● 介護職によるコミュニケーションのタイプ 

① ドッジボール型

（一方向）コミュニケ

ーション 

専門的知識や技術は十分に備わっているものの、それらを一方的に押しつけるた

め、相手は自分の今の心情が十分吐き出せない状態におちいってしまう。相手に一

方的にボールを投げつけるタイプのコミュニケーションである。 

② キャッチボール型

（双方向）コミュニケ

ーション 

まず相手の話をよく聞き、思いを受けとめて、それに焦点をあわせて自分の言葉を

選んで会話し、双方向のコミュニケーションがはかれるタイプである。忙しい現場

でキャッチボール型コミュニケーションをはかることは困難だと感じるかもしれな

いが、それをしない限り利用者の正確な情報は得られない。 

 

② 「情報の解釈・関連づけ・統合化」という作業 

 

▶▶ 離れ小島に橋をかける作業 

介護過程のアセスメント段階のうち、「情報の収集」ではこういうことを行い、その次の「情報の解釈・関

連づけ・統合化」ではこういうことを行う、ということが知識として理解できたとします。しかし、それで

も、介護職が実際に介護過程を展開するにあたって最初につまずいてしまうのが、収集した情報をどのよう

に解釈し、関連づけて、統合化するかという作業だといわれています。 

介護職が収集した情報は、食事は食事、入浴は入浴、排泄は排泄……というように、ある意味でバラバラで

あり、項目ごとに分類された状態でアセスメントシートに記入されています。つまり「情報の収集」段階で

は、いわば、離れ小島のように情報が散らばっている状態にあるのです。 

これらの離れ小島に橋をかける作業、言い換えれば、情報同士を関連させながら結びつける作業が「情報の

解釈・関連づけ・統合化」になります。 

▶▶ 介護職による専門的な介護 

1 つひとつの情報は、断片的で部分的なものですが、それらのもつ意味を解釈し、関係のありそうな情報同

士を関連づけて、統合化すると、それが利用者全体のなかに位置づけられ、はじめて介護に役立つ情報にな

ります。 



介護職による専門的な介護とは、思いつきで場あたり的に行われるものではありません。介護職は、収集し

た複数の情報を矛盾なくつなぎ合わせて仮説を立て、課題を明確にしたうえで援助内容や援助方法を決定し

ていきます。 

利用者の生活のしづらさが何に起因しているのかを明らかにすることこそ、介護過程の思考プロセスの１つ

なのです。 

 

事例 5 

E さん（83 歳、女性）は、夫と一人息子を立てつづけに亡くしてから、体調をくずしがちになりました。4

年前に脳梗塞を発症し、現在、歩行は可能ですが、軽度の言語障害があります。 

3 か月前にサービス付き高齢者向け住宅に入居して以来、主食はおかゆを希望しています。現在の体重は

40kg。病気になる 4 年前は 56kg だったということなので、16kg の体重減少があります。また、うつ傾向

があり、ほかの入居者の言動によって落ちこむこともあります。 

介護職は E さんに健康的な生活を取り戻してもらうために、食事の見直しを検討しました。おかゆからご飯

への変更を提案すると、「歯が悪いので、おかゆのほうがよい」とのことでした。そこで、歯科治療をすす

めましたが、E さんは「脳梗塞になって以来、ワルファリンを飲んでいるので、歯科治療はできない」と言

います。 

利用者の意向を尊重することは重要ですが、より健康的な生活を送ってもらうためには、状況の改善が必要

です。そこで、介護職は次の情報に注目しました。 

① おかゆを希望している ② 4 年間で体重が 16kg 減少している ③ 歯が悪い 

④ 脳梗塞の既往歴がある ⑤ ワルファリンを服用している 

⑥ うつ傾向がある ⑦ 歯科治療はできないと思っている 

これらのうち、①〜③の情報を結びつけると、E さんの健康的な生活を阻害している要因は、歯が悪いため

に栄養価の高い食事が十分に食べられないことだと考えられます。この状況を改善するための具体策として

は、まずは歯科治療が必要です。 

しかし、④〜⑦の情報を結びつけると、E さんにはうつ傾向があり、「ワルファリンを飲んでいるから、歯

が悪くても歯科治療ができない」と思いこんでいることがわかります。そこで介護職は、ケアカンファレン

スの結果をふまえて E さんに歯科治療が可能であることを伝え、さらに体力をつけるために、おかゆからや

わらかいご飯に変更することを提案しました。 

▶▶ 頭のなかで「？」を生み出す作業 

事例 5 では 7 つの情報が集められ、それぞれ関係のありそうな情報同士を関連づけて統合化し、介護に役

立つ情報へと形づくっていきました。しかし、情報が 7 つではなく 4 つであった場合には、情報同士を関

連させながら結びつける作業がむずかしくなります。 

そこで、情報が限られている場合には、今ある情報をもとに「なぜなのだろう？」「どうなっているのだろ

う？」という思考をめぐらし、情報の量と質を広げていくようにします。 



 

事例 6 

F さん（82 歳、女性）は、朝食前に食堂で新聞を読むのが日課になっています。ある朝、食堂の F さんの席

が空いていました。「あら？ F さんは？」と介護主任が担当の介護職に聞いてみると、「居室においでで

す。食事はいらないそうです」とのこと。「なぜ？」とさらに聞くと、担当の介護職は「……」。 

介護主任は、朝食がいらない理由を本人に確かめる必要があると思い、居室を訪れてそのことをたずねる

と、F さんは「黒い便が出たので、こわくて朝食が食べられないの」と言いました。「黒い便……？」。F

さんのからだに何が起こっているのでしょう。 

そういえば、F さんはここ何日かさえない表情をしていました。介護主任は「上部消化管から出血している

のだろうか？」など、頭のなかであれこれ思いをめぐらしながら、朝食をとらないで受診してもらうべきか

考えました。 

また、黒い便が出たことを看護師に伝えると、「F さんは先週受診した際に、貧血があるので鉄剤を処方さ

れました。その影響ではないでしょうか」との報告がありました。鉄欠乏性貧血の予防としては、バランス

のとれた 1 日 3 回の食事が大切ですから、朝食を食べないという判断は適切でないことになります。 

【思考回路を形成する訓練】 

介護過程を展開するためには、利用者との日々のかかわりのなかで単に業務をこなすだけでなく、「お

や？」「なぜだろう？」と疑問をもったり、考えて行動したりする習慣をつける必要があります。 

1 つひとつの情報に対して関心を寄せて疑問を抱き、「おや？」「なぜだろう？」という問答を頭のなかで

くり返し、意図的な情報収集をすることで、情報の量と質をそろえることができます。そのなかから関連す

る情報同士がつながったときに、「こういう意味があるのか！」と気づくことができます。すると、「だか

ら情報を集めなければいけない」ということにも気がつき、思考がおもしろくなります。 

 

📌  この節のまとめ 

● 介護過程は、意図的・計画的に行われる科学的思考プロセスです。5W1H の視点から展開されます。 

● 専門性のある介護とは、利用者の言葉をそのまま受けとめるだけでなく、根拠をもって介護過程を展開す

ることです。 

● アセスメントでは、情報の「量と質」が重要です。正確で、介護に必要で、偏見のない情報収集が求めら

れます。 

● 「離れ小島に橋をかける作業」とは、バラバラな情報を解釈・関連づけ・統合化して課題を明確にするこ

とです。 

● 情報が限られている場合は、「なぜ？」「どうして？」と頭のなかで問いを立て、意図的な情報収集を続

けることが大切です。 

● 介護職には、キャッチボール型コミュニケーション・観察力・洞察力・共感的な態度が求められます。 

 

 



第３巻 第２章 第２節 

介護過程の実践的展開 

【達成目標】 

● 事例（施設で暮らす G さん）を通じて、アセスメントから評価までの一連の思考過程を追体験できる。 

● フェイスシート・アセスメント表（1）・アセスメント表（2）・介護計画書・実施評価表の読み方と使

い方を理解できる。 

● 利用者の真のニーズを読み取り、根拠をもった介護過程を展開する重要性を説明できる。 

 

1. 事例で学ぶ介護過程の展開 

 

① 事例を用いて介護過程を学ぶ目的 

 

第３節と第４節では、２つの事例を用いて介護過程の展開の実際を学びます。 

事例を用いて介護過程を学ぶ目的は、アセスメントから評価までの一連の思考過程を追体験することにあり

ます。したがって、どのような意図で情報を収集し、収集した情報をどのように解釈・関連づけ・統合化し

た結果、どのような課題を導き出したのか、その課題を解決するためにどのような計画を立てて実施したの

か、実施した結果をどのように評価したのか、１つひとつていねいにイメージしながら読み進めてくださ

い。 

事例をくり返していねいに読みこむことにより、同じようにみえていた利用者もその思いは一人ひとりまっ

たく異なること、同じ課題をかかえた利用者でも、専門職のかかわり方によって、まったく違う効果が得ら

れることなどが理解できます。 

 

② 各事例の構成と掲載するシート類 

 

各事例には、その事例の内容をあらわす「タイトル」をつけています。 

タイトルに続く「利用者のプロフィール」「家族構成および生活歴」「現在の状況」を含む【フェイスシー

ト】は、利用者に関して収集した情報をまとめたものです。不足している情報はないか、重要な情報はどれ

かなど、利用者をイメージして吟味しながら読むとよいでしょう。 

【アセスメント表（1）】は、収集した情報を ICF の枠組みにもとづいて整理したものです。利用者の思い

と現状との違いを把握しやすいように、各項目に「現在の状況」と「本人の思い」の欄を掲載しています。 

【アセスメント表（2）】は、【アセスメント表（1）】で整理した１つひとつの情報を解釈・関連づけ・

統合化した結果と、そこから導き出される課題をまとめています。 



【介護計画書】の「課題」は、【アセスメント表（2）】の優先順位の高い順に記入しています。 

【介護計画書】と【実施評価表】の２つの様式は、左右に並べて、いちばん左の「課題」からいちばん右の

「評価」までを横につなげて読み通すと、１つのストーリーができあがります。つまり、「A という課題の

解決に向けて B という短期目標を設定し、C という援助を D という方法で E という頻度で行う計画を立て

実施したところ、F のような状況となった。したがって、G のように評価できる」というストーリーです。 

【実施評価表】のいちばん下にある「気づいたこと（新たな課題や可能性）」の欄には、援助の実施におい

て気づいたことを記入します。ここでの「気づき」は、計画の修正につながる重要な視点となります。 

 

2. 施設で暮らす高齢者の介護過程（G さんの事例） 

 

① 利用者のプロフィール 

 

氏名 G さん 

性別 女性 

年齢 80 歳 

生活環境 介護老人福祉施設 

要介護度 要介護２（入所時点では要介護３だったが、入所後要介護２となった） 

認知症高齢者の日常生

活自立度 

Ⅲa（記憶障害、見当識障害、被害妄想など） 

障害高齢者の日常生活

自立度 

A1（屋内での歩行は可能） 

 

② 家族構成および生活歴 

 

【幼少期から結婚するまで】 

ʾ 満州（現・中国東北部）生まれ。父は警察官で、裕福な家庭の４人きょうだいの末っ子として、何不自由な

く幼少期を過ごした。 

ʾ 戦後、日本に引き揚げ、女学校を卒業後、まもなく結婚した。 

ʾ もともとおだやかで、やさしい性格であった。 

ʾ 結婚するまでは家事をしたことがなかった。 

【結婚後】 

ʾ 結婚後は、きびしい姑のもとで、慣れない畑仕事をしていた時期もあった。 

ʾ 何度も涙を流したが、夫がやさしかったので耐えることができた。 



ʾ 夫婦のあいだに子どもはなく、夫婦ともに定年まで会社勤めをした。 

ʾ ２番目の姉の家庭がクリスチャンで、その家庭の温かさ、明るい雰囲気にひかれ、夫婦で教会に行くように

なった。G さんは洗礼を受けたいと思ったが、姑は大反対。夫が「洗礼を受けても離縁はしない」と姑に宣

言し、結局 G さんと夫はいっしょに洗礼を受けることとなった。 

【定年後】 

ʾ 夫婦仲よく、自宅を開放して、近所の子どもや友人を集めては、キリスト教の集会を開いていた。 

ʾ ６年くらい前から、夫は糖尿病と認知症が悪化して寝たきりとなった。夫の介護は G さんがになったが、

しだいに G さんにもの忘れがみられるようになり、夫の服薬管理、食事の準備などができなくなった。 

ʾ やがて G さん自身の整容や入浴なども滞るようになり、訪問介護（ホームヘルパーサービス）を利用する

にいたった。 

ʾ ３年前に夫が亡くなったあと、G さんはしばらくさびしさのため、うつ的な状態が続いた。 

ʾ 夫の死後１年経ったころから、G さんは少しずつ元気を取り戻してきたが、もの忘れはいっそうひどくなっ

てきた。 

ʾ ２年くらい前から、金銭管理や身のまわりの世話をしてくれていた姪に対して、「私の財産を狙っている」

という被害妄想がみられるようになった。受診の結果、アルツハイマー型認知症と診断された。 

ʾ １年前に自宅において脳出血で倒れ、３か月間、入院生活を送った。麻痺などは残らなかったが、認知症が

あるために一人暮らしが困難になって短期入所生活介護（ショートステイ）を利用し、そのあと、介護老人

福祉施設に入所となった。 

 

③ 現在の状況 

 

【健康状態】 

（1）一般状態：身長 150cm 体重 56.5kg 体温 36.0〜36.8℃ 呼吸 20〜22 回/分 脈拍 64〜70 回/

分 血圧 120/80mmHg 

（2）認知症：６年くらい前から発症し、現在、記憶障害や見当識障害、被害妄想などがみられる。 

（3）脳出血：１年前に発症したが、麻痺などの後遺症は残っていない。 

（4）視力：日常生活に支障はない。老眼鏡をかけなくても新聞が読める。 

（5）聴力：時々聞き返しがあるが、日常生活に支障はない。 

（6）精神状態：２年くらい前から、身のまわりの世話をしてくれていた姪に対して「私の財産を狙ってい

る」という被害妄想がみられるようになり、それ以降、親しい人に対する被害妄想がくり返しみられるよう

になる。 

（7）服薬：アルツハイマー型認知症治療薬（ドネベジル）を服用している。 

【日常生活の状況】 

（1）移動：動作はゆっくりであるが、自力で起き上がり、座位を保つことはできる。ベッドの手すりやい



すなどにつかまり、自分で立ち上がることができる。円背があるが、平地は支えなしで歩くことができる。

外を歩くときには手引きが必要である。 

（2）身じたく：動作はゆっくりであるが、衣服の着脱は何とか１人でできる。ただし、衣服を整える介助

は必要である。夜はパジャマに着替えずにそのまま寝てしまうため、「着替えましょう」という声かけが必

要である。 

（3）食事：食べる動作は自立している。普通食を何でもよく食べる。季節の果物や甘いものが好きであ

る。肥満傾向にあるため、外出や帰宅の際に食べすぎないように介護保険外の自費ヘルパー（外出時の付き

添いサービスのヘルパースタッフ）に配慮してもらっている。歯は全部自分の歯で、自分でみがいている

が、時々忘れることもあるので、声かけが必要である。 

（4）排泄：尿意と便意はある。自分でトイレに行くことができるが、時々尿もれがあるため、パッドを使

用している。トイレに行ったときには、パッドに出ているかどうかをチェックする必要がある。 

（5）入浴・清潔保持：洗身は手の届くところは自分でできるが、手の届かないところは介助が必要であ

る。洗髪も介護職が介助している。入浴は好きで、自分から「汗をかいたのでシャワーを浴びたい」と希望

することもある。 

（6）睡眠：夜は 24 時ごろに就寝し、朝は７時から８時ごろ、介護職にながされて起きている。 

（7）コミュニケーション：認知症による記憶障害があるので、言ったことを忘れて同じことを何度もくり

返す。自分の言いたいことが言葉にならず、考えているうちに何を言いたかったかを忘れてしまって悶々と

することが増えてきた。そのために、イライラしてまわりの人に手を上げそうになることもある。介護職に

質問しても、介護職から返ってきた言葉の意味を理解することがむずかしくなっている。一方で、仲のよい

入所者にキリスト教の話をするときは、流暢に話すことができる。 

（8）サービスの利用状況：介護老人福祉施設に入所中である。ベッドまわりには思い出の写真や花がたく

さん飾ってあり、聖書やキリスト教に関する書物も置いてある。自宅に帰りたい気持ちが強かったり、外出

を希望したりするので、介護保険外の自費ヘルパーを利用し、毎週月曜日・木曜日の午前中２時間と木曜日

の午後の祈禱会、日曜日の礼拝で、外出をしている。 

【G さんや家族などの思い】 

ʾ G さんは、「最期まで神様に感謝して信仰をまっとうしたい」「時々自宅に帰ったり、好きなところへ出か

けたりして楽しく過ごしたい」と考えている。 

ʾ 施設入所については、「入所したら、すぐ隣が教会だからいつでも礼拝や祈禱会に行けてうれしい」と言っ

ていた。 

ʾ 姪も「G さんの希望どおり過ごしてほしい」と思っている。 

ʾ 「自分にできることは手伝いたい」という気持ちがあり、介護職を助けるため、下膳やタオルのたたみなど

を手伝っている。 

ʾ 「施設にいると、動く距離が少ないので、足腰が弱ってしまう」と気にしており、介護保険外で利用してい

る自費ヘルパーと外出して歩きたいと思っている。 



ʾ 信仰心が篤く、「自分自身の信仰をまっとうしたい」「まわりの人にキリスト教のことを伝えたい」「自分

にできること、人の役に立つことをしたい」「自分の持っているものは、神様のために使いたい」と思って

いる。また、「私が礼拝や祈禱会の日や時間を思い出せなかったら『今から礼拝ですよ』と教えてほしい。

教えてもらって忘れずに教会に行きたい」と言う。 

ʾ G さんに聞くと「特技はないの」と言う。「神様一筋？」と聞くと、「そう、それそれ！」と笑顔で答え

る。 

ʾ 自分で洋服のほころびが直せたとき、「このくらいのことは私にもできるのよね。まだまだ私にもできるこ

とがあるのね」とうれしそうに言ったことがある。 

 

④ G さんのフェイスシート（まとめ） 

 

氏名 G さん 

性別 女性 

年齢 80 歳 

入所年月 〇年４月 

入所にいたった理由 １年前に自宅において脳出血で倒れ、３か月間、入院生活を送った。麻痺などは

残らなかったが、認知症があるために一人暮らしが困難になって短期入所生活介

護を利用し、そのあと、自宅から近い介護老人福祉施設に入所となった。 

家族 亡くなった夫とのあいだに子どもはいない。１番目の姉の家族が近所に住んでお

り、その長女（G さんの姪）が G さんの面倒をよくみている。 

キーパーソン １番目の姉の長女（G さんの姪） 

入所における本人・家族

などの要望 

G さん：最期まで神様に感謝して信仰をまっとうしたい。時々自宅に帰ったり、

好きなところへ出かけたりして楽しく過ごしたい。 姪の要望：G さんの希望どお

り過ごしてほしい。 

 

⑤ G さんのアセスメント表（1）【抜粋・主要項目】 

 

※ 以下は介護過程で特に重要な項目を抜粋しています。 

【1. 心身の状態（心身機能・身体構造／健康状態）】 

番号 項目 現在の状況 

1 要介護状態区分・

障害程度等級 

要介護２（入所時点では要介護３だったが、入所後要介護２となった） 

2 認知症高齢者の日

常生活自立度 

Ⅲa（記憶障害、見当識障害、被害妄想など） 



3 障害の状況（身

体・知的・精神） 

障害高齢者の日常生活自立度：A1 

4 現在のおもな疾患 アルツハイマー型認知症 

5 服薬 アルツハイマー型認知症治療薬（ドネベジル） 

6 既往歴 脳出血（１年前） 

7 平時のバイタルサ

イン 

体温：36.0〜36.8℃ 呼吸：20〜22 回/分 脈拍：64〜70 回/分 血圧：

120/80mmHg 

 

【2. 日常生活の状況（活動）主要項目と本人の思い】 

番号 項目 現在の状況 

10 移動 動作はゆっくりであるが、自力で起き上がり、座位を保つことはできる。円背があるが、

平地は支えなしで歩くことができる。外を歩くときには手引きが必要。 本人の思い：「施

設にいると、動く距離が少ないので、足腰が弱ってしまう」と気にしており、自費ヘルパ

ーと外出して歩きたいと思っている。 

16 コミュニケーショ

ン 

認知症による記憶障害があるので、言ったことを忘れて同じことを何度もくり返す。悶々

とすることが増えた。イライラしてまわりの人に手を上げそうになることもある。 本人の

思い：「まわりの人にキリスト教のことを伝えたい」と思っている。 

17 意欲・生きがい 日曜日の礼拝と木曜日の祈禱会に行きたいという気持ちは強いが、見当識障害により曜日

や時間がわからなくなっており、思い出せなかったり、気がつかなかったりすることが続

いた。 本人の思い：「私が礼拝や祈禱会の日や時間を思い出せなかったら『今から礼拝で

すよ』と教えてほしい」 

27 価値観・習慣 信仰心が篤く、伝道熱心である。しかし、認知症が進むにつれて、コミュニケーションが

うまくはかれなかったり、外出した翌日には外出したことを忘れてしまったりすることが

多くなっている。 本人の思い：「自分の持っているものは、神様のために使いたい」 

28 性格（個性） もともとおだやかで、やさしい性格である。しかし、認知症が進むにつれてコミュニケー

ションがうまくはかれなかったり、外出した翌日には外出したことを忘れてしまったりし

て、苛立ちを表現することがある。 

30 特技 G さんに聞くと「特技はないの」と言う。「神様一筋？」と聞くと、「そう、それそ

れ！」と笑顔で答える。 

32 その他 自分で洋服のほころびが直せたとき、「このくらいのことは私にもできるのよね。まだま

だ私にもできることがあるのね」とうれしそうに言ったことがある。 

 

⑥ G さんのアセスメント表（2）【情報の解釈・関連づけ・統合化と課題】 

 

アセスメント表（1）で整理した情報を解釈し、関連づけて統合化した結果と、そこから導き出される課題

を以下にまとめます。 

 



アセスメン

ト 項目番号 

情報の解釈・関連づけ・統合化 課題 （優先順位） 

16, 17, 19, 

27, 28, 30 

G さんは、自分自身の信仰をまっとうしたいという気持ち、礼拝と祈禱会に行き

たいという気持ちは強い。しかし、見当識障害により曜日や時間がわからなく

なっており、その時間には思い出せなかったり、気がつかなかったりすること

が続いた。介護職は「G さんがおぼえているときに行ってもらおう」という対応

をしていたが、G さんの願いは「自分が忘れていたり、思い出せなかったら教え

てほしい」というものである。 

「最期まで信仰をま

っとうしたい」とい

う願いが強いのに、

認知症による記憶障

害や見当識障害のた

めに礼拝・祈禱会に

行く日を忘れて、悲

しい思いをしてい

る。 （優先順位

①） 

10, 16, 18, 

21, 25, 28, 

31 

G さんは「施設にいると、動く距離が少ないので、足腰が弱ってしまう」「自宅

が近いので、運動を兼ねてできるだけ自宅に帰って、そうじをしたり、草取り

をしたりして過ごしたい」と考えており、毎週月曜日と木曜日の午前中、２時

間程度、介護保険外で利用している自費ヘルパーを定期的に依頼して、帰宅し

たり、近隣を散歩したり、買い物をしたりすることを楽しみにしている。しか

し、認知症による記憶障害や見当識障害のために、コミュニケーションがうま

くはかれなかったり、外出した翌日には前日に外出したことを忘れてしまった

りして、イライラしてしまう。 

足腰の運動を兼ね

て、定期的に帰宅す

ることを今後も継続

したいと思っている

が、認知症による記

憶障害や見当識障害

のために、外出した

翌日には前日に外出

したことを忘れてし

まい、イライラして

しまう。 （優先順

位②） 

9, 13, 22, 

32 

G さんは、会社勤めを始めてからは、夫のために家事を一生懸命行っていた。施

設に入所してからは、介護職が忙しそうに業務に追われていると、タオルをた

たんだり、食事の下膳を手伝ったりしてくれる。また、自分の服にほころびが

あったとき、何とか自分で直すことができた。そのとき「このくらいのことは

私にもできるのよね。まだまだ私にもできることがあるのね」とうれしそうに

話した。認知症のために「できない」「忘れる」ということに着目しすぎて、

本人の力が発揮できていないのではないか。 

自分でできることを

見つけて、そこから

生きる喜びや自信を

取り戻すことが大切

である。 （優先順

位③） 

 

⑦ G さんの介護計画書 

 

長期目標（期間：12 か月）：自分の信仰にもとづいた日々の生活を送ることができる。 

 

課題 短期目標・期間 援助内容 具体的な援助方法 頻度 

❶「最期まで信仰をま

っとうしたい」という

教会の礼拝と祈禱

会に参加できる。

①礼拝、祈禱会へ

の参加の呼びかけ 

①あらかじめ準備ができるよ

うに、出かける１時間前に

日曜日（礼拝）・木

曜日（祈禱会） 



願いが強いのに、認知

症による記憶障害や見

当識障害のために礼

拝・祈禱会に行く日を

忘れて、悲しい思いを

している。 

（６か月） ②忘れているとき

の言葉かけ、出か

ける準備の支援 

③聖書を持って事

務室まで誘導する 

④事務室前から居

室への誘導 

「今日は礼拝（もしくは祈禱

会）があります よ」と呼びか

けを行う。 ②時間が来ても出

かけられないときは言葉かけ

をし、出かける準備を手伝

う。 ③聖書を持って事務室前

まで誘導する。 ④事務室前か

ら戻って来た連絡をもらって

迎えに行く。 

❷足腰の運動を兼ね

て、定期的に帰宅する

ことを今後も継続した

いと思っているが、認

知症による記憶障害や

見当識障害のために、

外出した翌日には前日

に外出したことを忘れ

てしまい、イライラし

てしまう。 

自分の思いがまと

まらなくても、介

護職の援助によっ

て落ち着いた生活

を送ることができ

る。（６か月） 

①足腰の運動を兼

ねた定期的な外出

（散歩、帰宅、買

い物など）の準備

の支援 ②気持ち

が落ち着かないと

きの傾聴 

①出かけることを伝え着替え

などができていなかったら声

かけをする。 ②何が気になっ

ているかを傾聴し、G さんが

言いたいことをわかりやすく

整理して、本人に伝える。ま

た、G さんが気にしているこ

とですでに解決していること

は、安心してよいと伝える。 

月曜日と木曜日・日

曜日 

❸自分でできることを

見つけて、そこから生

きる喜びや自信を取り

戻すことが大切であ

る。 

日常生活のなかで

役割を担ったり、

人の役に立ったり

することができ

る。（６か月） 

①G さんにできる

こと、人の役に立

てることをいっし

ょに探し、行って

もらう。 ②ほか

にもできることや

ってみたいことが

あるか、いっしょ

に探す。 

①下膳やタオルたたみ、針仕

事など、G さんがやってみた

いことを見つけて、実際に行

ってもらう。その際、できた

ことをいっしょに喜び、感謝

の気持ちを伝える。 ②ほかに

もできることやってみたいこ

とがあるか、いっしょに探

す。 

随時 

 

⑧ G さんの実施評価表（要点） 

 

以下は、介護計画の実施後の評価のポイントです。 

 

❶ 礼拝・祈禱会への参加支援の実施と評価 

【実施状況】礼拝・祈禱会も、G さんがおぼえているときに行ってもらうという対応をせず、必ず参加を呼

びかけることにした。また、呼びかけをしても忘れているときは、さらに言葉かけをするとともに、着替え

や持ち物の準備を手伝い、確実に参加できるところまで援助した。 

【評価】G さんは、いつでも必ず礼拝や祈禱会に参加したいという気持ちをもっているので、介護職からの



呼びかけや準備の援助に対しては、うれしそうな表情を見せていた。G さんの認知症は徐々に進行してお

り、参加の日時を忘れる頻度は高まっているので、今後も継続して援助する必要がある。 

 

❷ 定期外出支援・気持ちの傾聴の実施と評価 

【実施状況】足腰の運動を兼ねての外出は、月曜日と木曜日と日曜日の週３日、G さんが介護保険外で利用

している自費ヘルパーに定期的に依頼しているため、確実に帰宅できている。 

【評価】月曜日と木曜日と日曜日の外出は、「足腰の運動になる」「自宅を片づけることができる」「家庭

集会を開ける可能性がある」という意味で、G さんにとって非常に大切な時間となっている。しかし、週３

日では現在の G さんにとって記憶に残りにくく、満足できる頻度ではないと思われるため、さらに検討の必

要がある。 

【気づいたこと】G さンの発言だけをとらえて「被害妄想」「もの忘れ」と表面的に片づけてしまわず、ど

のような動機があって妄想などが起きているのかを理解できるようになった。すると、根本的には「信仰を

まっとうしたい」という強い願いからきているものであることが理解できた。 

 

❸ 役割・できること発見支援の実施と評価 

【実施状況】下膳やタオルたたみ、針仕事など、G さんにできそうなことを、見守りのもとで、行ってもら

うようにした。できたときには達成感を十分に味わってもらえるように、感謝の言葉を伝え、いっしょに喜

ぶようにした。 

【評価】もともと奉仕の精神は旺盛な人なので、人の役に立てることについては、介護職が予想したより

も、生き生きと専念してもらえる場面がみられた。一方で、認知症による記憶障害のために根気が続きにく

いこともあるので、配慮しながら援助することも大切である。 

【気づいたこと】①月曜日と木曜日と日曜日の外出は、定期的に外出しているが、次の日には「今日帰りた

い」「自分の家なんだから、いつでも帰りたい」という気持ちになっている。週３日では現在の G さんが満

足する外出にはなっていないかもしれないので、適切な頻度を検討する必要がある。②認知症の進行にとも

なって、思っていることがまとまりにくく、表現しづらい状況が強くなってきている。G さんの本当の願い

や希望していることをよく傾聴する必要がある。 

 

⑨ G さんの介護過程について（解説） 

 

【この事例において大切な視点】 

この事例において大切な視点は、「G さんの願いや思いを真に理解して援助する」ことです。「G さんは何

を望んでいるのか？ どこまで援助すれば自己実現に近づくのか？」を探っていく必要があります。 

礼拝や祈禱会に行けなかったときの失望、姪が自分の財産を狙っているのではないかという被害妄想、毎日

でも家に帰りたいという強い願いなどは、バラバラにとらえていると認知症による「記憶障害」「被害妄

想」としかみえません。しかし、G さんの気持ちの根底には「信仰をまっとうしたい」という強い希望が流



れていることが理解できました。 

そして、「苛立ち」「怒り」として表現されているのは「信仰をまっとうしたい」という「自分の生き方」

にそぐわないところから来ていることがわかってきました。 

介護過程を展開しながら、介護職は「今の状態は本人の願いにかなっているのか？」「本人の生活は以前よ

りよくなったか？」「本人は自分の人生を生きているか？」に着目してアセスメントを重ね、利用者の真の

ニーズに向かって援助していくことが大切です。 

 

📌  この節のまとめ 

● 事例を通じた介護過程の学習は、アセスメントから評価までの一連の思考過程を追体験するためのもので

す。 

● フェイスシートで利用者全体像を把握し、アセスメント表（1）で情報整理、アセスメント表（2）で解

釈・課題導出、介護計画書で援助方針を決定します。 

● G さんの事例では、「信仰をまっとうしたい」という核心的な願いが、礼拝参加・外出・役割発揮という

３つの課題に結びついています。 

● 「苛立ち」や「被害妄想」などの表面的な症状に着目するのではなく、その背景にある真のニーズを探る

ことが専門的な介護の本質です。 

● 実施評価では、計画どおりに進んでいるか確認するとともに、「気づいたこと」を次の計画修正に活かす

ことが重要です。 

 

 

第３巻 第２章 第３節 

自宅で暮らす高齢者の介護過程 

【達成目標】 

● 自宅で暮らす高齢者（L さん）の事例を通じて、居宅での介護過程の展開を学ぶことができる。 

● 家族介護者の状況を含めた情報収集・アセスメントの重要性を理解できる。 

● アセスメントから介護計画書・実施評価までの一連の流れを追体験できる。 

 

1. 利用者のプロフィール 

 

氏名 L さん 

性別 女性 

年齢 82 歳 



生活環境 自宅 

要介護度 要介護３ 

認知症高齢者の日常生活

自立度 

Ⅲa（第３巻 p.224 参照） 

障害高齢者の日常生活自

立度 

A2（第３巻 p.224 参照） 

 

2. 家族構成および生活歴 

 

① 幼少期から青年期まで 

 

ʾ M 県の港町で、８人きょうだい（姉と弟３人、妹３人）の次女として生まれる。 

ʾ 父は漁師で、実家は漁業をしながら旅館も経営していた。 

ʾ 子どものころからきょうだいの面倒見がよく、忙しい両親に代わって家事などの手伝いもよくしていた。 

ʾ 女学校を卒業後、着物が好きで、呉服店で働きながら着物の着付けや和裁の技術を習得し、休日は旅館を手

伝う働き者だった。 

ʾ 明るくおだやかな性格で、接客が得意で社交的だった。 

 

② 結婚から子育て 

 

ʾ 24 歳のときに大工をしていた夫と結婚し、現在の場所に引っ越した。 

ʾ 27 歳のときに長女を出産し、出産後は和裁の内職をしながら子育てをした。 

ʾ 夫婦仲はとても良好で、近所でも評判のおしどり夫婦だった。 

ʾ 町内会の活動にも積極的に参加し、地域の人からの信頼が厚く、きょうだいや親戚との交流も大切にしてい

た。 

 

③ 長女の結婚・孫娘の誕生と家族の喪失 

 

ʾ 長女の結婚を機会に、大工だった夫が家を建て替え、長女夫婦と同居した。長女夫婦が共働きだったので、

孫娘が生まれたころから L さんが家事をすべてにない、子ども好きだったこともあって孫娘の世話をするこ

とが生きがいとなった。 

ʾ ２年前に長女の夫が病気で死亡し、翌年の春に今度は L さんの夫が交通事故で突然亡くなった。続けて最愛

の家族を亡くしたことで精神的に大きなショックを受け、しばらくふさぎこむ日々が続き、家族との会話が

極端に減った。 



ʾ 夫の死から半年が過ぎた秋ごろから、もの忘れが目立つようになり、ある日、長女が仕事から帰ると、冷蔵

庫にあった食料品がすべて食べつくされており、L さんに聞いても「知らない」と言う。長女が心配になっ

てかかりつけ医に相談し、脳神経外科を受診したところアルツハイマー型認知症と診断された。 

ʾ 趣味だった裁縫には関心がなくなり、長女が裁縫道具箱を用意してもまったく興味を示さなくなった。 

ʾ そのあとも「財布がなくなった」「着物が盗まれた」と家族に何度も訴えたり、1 人で外出して家がわから

なくなったり、片時も目が離せなくなった。さらに、明るくおだやかな性格の L さんが、家族に対して攻撃

的な態度をとるようになり、家族はその変化にとまどい、結局、長女が小学校の教師の仕事を辞めて L さん

の介護をすることにした。 

ʾ しかし、長女は持病の関節リウマチがあり、通院しながら治療をしているために無理ができず、民生委員に

相談し、介護保険サービスを利用することになった。 

 

④ 現在の家族構成 

 

ʾ 現在は長女（55 歳）、孫娘（27 歳）との三人暮らし。 

ʾ 長女は近所のスーパーでパートとして働いている。 

ʾ 長女はパートの終業が遅く、帰宅が遅くなりがちである。 

ʾ 長女は持病の関節リウマチが悪化し治療をしている。 

ʾ 長女は朝、関節リウマチによる手指の痛みがひどく、L さんの介助や家事に支障をきたしている。 

ʾ 20 時ごろに家族そろって夕飯を食べるなど、家族関係は良好である。 

ʾ L さんは家族に対して遠慮深いところがある。長女の体調や仕事を心配していて、希望があっても言いだし

にくいときがある。 

 

3. 現在の状況 

 

① 健康状態 

 

（1）一般状態：身長 140cm くらい 体重 50kg くらい（おなかまわりがふくよか、増加傾向にある） 

体温 35.5〜37.0℃ 呼吸 20〜25 回/分 脈拍 65〜70 回/分 血圧 150/90mmHg 

（2）認知症：１年前の秋ごろから、もの忘れの症状が目立つようになり、１人で外出して家に戻れなくな

ったり、「財布がなくなった」「着物が盗まれた」と家族に何度も訴えたりするなど、BPSD（行動・心理

症状）がみられた。 

（3）高血圧：60 歳のころから血圧が高くなり、高血圧症と診断される。血圧降下剤を服用しているが、現

在は安定している。 

（4）視力：日常生活に支障はない。老眼鏡をかけなくても新聞が読める。 

（5）聴力：通常の会話で時々聞こえていないことがある。 



（6）精神状態：夫が交通事故で亡くなった精神的なショックから、明るくおだやかだった性格が一変し、

ふさぎこむ日々が続き、家族に対して攻撃的な態度をみせていたが、現在は落ち着いている。 

（7）服薬：血圧降下剤を服用している。飲み忘れることが時々あったので、現在は長女が管理している。 

（8）医療：かかりつけ医（内科）が月１回往診し、健康管理（体重の増加傾向）、高血圧や便秘などの指

導（薬の処方）のほか、発熱などの緊急時にも対応している。長女の付き添いで、３か月に１回歯科受診

し、義歯の点検を受けている。 

 

② 日常生活の状況 

 

（1）移動・移乗：若いころから歩くのが好き。足腰が丈夫なのが自慢で、介助なしで歩くことができる。

しかし、うながされなければずっと座ったままでみずから歩くことはしない。歩行時は足元に注意がおよば

ないので、言葉をかけたり段差では手を貸すなどの配慮が必要。布団からの起き上がりや寝返りは自力でで

きる。いす座位も安定している。「毎日、１里（約 4km）歩いて女学校に通っていたのよ」と言ってい

る。長女の仕事が休みの日は近所をいっしょに散歩している。歩くのが好きなので、長女と散歩をするのは

楽しい。 

（2）身じたく：１人で着替えることはむずかしいが、言葉をかけながら順番どおりに服を手渡せば、着脱

ができる。お気に入りの枯植物の櫛で毎朝、髪をとかしている。「夫がくれた大事な櫛なのよ」と言い、黒

髪が自慢だった。 

（3）食事：長女が調理し、L さんの血圧を考え、減塩薄味にしている。港町の出身なので魚料理が好きで

ある。朝はパンと牛乳、夜は魚や野菜が中心の和食が多い。水分摂取量が少なく、汁物や緑茶などをすすめ

るが半分程度しか飲まない。歯は総義歯だがしっかり咀嚼できている。「熱い緑茶が好きだけど、お便所が

近くなるからね」と言っている。 

（4）排泄：自分から尿意・便意を伝えられず、トイレに行きたいときはもぞもぞとからだを揺らしてい

る。長女が言葉をかけてトイレに連れて行くが、間に合わずに尿をもらすことが週１〜２回ある。ズボンの

上げ下げに介助が必要。トイレットペーパーをポケットにためてためこむので、排泄が終わったら毎回手渡

している。便秘になりやすく３日に１回の頻度で排便がある。かかりつけ医から便秘対策として、食物繊維

の多い食事や、適度な運動と十分な水分摂取をするように指導されている。 

（5）入浴・清潔保持：お風呂は好きだが、自宅の浴槽が深いために浴槽から出られなくなったことがあ

り、こわい思いをした。毎晩長女がいっしょに入浴し、洗髪や洗身の介助をしていたが、長女の関節リウマ

チが悪化し入浴の介助がむずかしくなった。言葉をかければ前のほうは自分で洗える。「お風呂が大好きな

のよ」と言っている。 

（6）睡眠：毎日 21 時に就寝し、布団に入ってしばらくは子守歌や童謡を口ずさんでいるが、長女がトイ

レ誘導のため夜中に様子を見に行くと、ぐっすり眠っている。朝は７時に起床している。昼食後に 30 分程

度昼寝をしている。 

（7）コミュニケーション：若いころから旅館や呉服店で接客をしていたので、人と話すのが好きで社交的



だった。最近は認知症が進み、顔見知りの近所の人や、きょうだいの顔がだれだかわからなくなり、外出の

機会が減っている。会話が成立しないことが多くなったが、時には冗談を言って笑わせることもある。長女

のことは「お姉さん」と呼び、孫娘は小学生だと思いこんで接している。昔から「ありがとうね」が口癖

で、今でも感謝の気持ちを必ず伝えている。 

（8）サービスの利用状況：訪問介護（ホームヘルプサービス）（週５回）、通所介護（デイサービス）

（週２回） 

 

③ L さんや家族などの思い 

 

ʾ 夫が建てた愛着のある家で、家族と仲よく暮らしたいと思っている。 

ʾ 長女がつくる料理はおいしいと思っている。また、緑茶は好きだが、トイレのことが心配で飲まないように

している。 

ʾ トイレの世話を家族にしてもらうのが申し訳ないと思っている。 

ʾ いつか孫娘に浴衣を縫ってやりたいと思っている。 

ʾ 家族に迷惑をかけず、仲よく暮らしたいと思っている。 

ʾ 毎日台所に立って料理をつくり、そうじや洗濯などの家事をにない、家庭を支えることが自分の生きがいで

あり、役割だと思って生きてきた。「私が家のことはしてやらないとね」と言っている。 

ʾ 長女は「これまでと同じように家族が仲よく過ごせるようにしたい」と思っている。「自分の病気が心配だ

が、できるだけ母の介護をしたい」と思っている。 

ʾ 孫娘は「母の病気が心配なので、できるだけ介護負担がかからないようにしてほしい」と思っている。 

 

④ 最近の様子 

 

ʾ 最近の L さんは精神的に落ち着きを取り戻し、家族に対する攻撃的な言動はみられなくなった。 

ʾ 日中は居間のソファーに座って、新聞の折りこみチラシを読んでいる。 

ʾ 長女が留守の日は、ほとんど家から出かけることはない。 

ʾ 家事が得意だったものの、現在は以前のようにやらなくなった。ただ、今も洗濯物をたたんだり、食器をふ

いたりしている。 

ʾ 愛用している裁縫道具があるが、最近は裁縫をしていない。愛用している裁縫道具がある。夫からもらった

枯植物の櫛を大切にしている。 

 

4. L さんのフェイスシート 

 

氏名 L さん 

性別 女性 



年齢 82 歳 

家族 長女（55 歳）、孫娘（27 歳）との三人暮らし。 

キーパーソン 長女 

入所における本人・家族

などの要望 

L さん：夫が建てた愛着のある家で、住み慣れた自宅で生活ができるように、楽し

みや喜びのもてる生活をめざします。 長女の要望：これまでと同じように家族が

仲よく過ごせるようにしたい。自分の病気も心配だが、できるだけ介護負担を軽

減してほしい。 孫娘の要望：介護負担が軽減されることをのぞむ。 

 

5. L さんのアセスメント表（1）【主要項目】 

 

L さんのアセスメント表（1）：項目・現在の状況・本人の思い 

番号 項目 現在の状況 ／ 本人の思い 

10 移動 足腰が丈夫なのが自慢で介助なしで歩くことができる。しかし、うながされなければず

っと座ったままでみずから歩くことはしない。 本人の思い：「施設にいると、動く距離

が少ないので、足腰が弱ってしまう」と気にしており、長女と散歩をするのが楽しい。 

12 食事 長女が調理し減塩薄味にしている。水分摂取量が少ない。 本人の思い：「熱い緑茶が好

きだけど、お便所が近くなるからね」。 

13 排泄 自分から尿意・便意を伝えられず、もぞもぞとからだを揺らしている。間に合わずに尿

をもらすことが週１〜２回ある。便秘になりやすく３日に１回の排便。 本人の思い：

「トイレの世話を家族にしてもらうのが申し訳ない」。 

14 入浴・清潔保持 お風呂は好きだが浴槽が深く、長女の関節リウマチ悪化で入浴介助がむずかしくなっ

た。 本人の思い：「お風呂が大好きなのよ」。 

16 コミュニケーション 認知症が進み、顔見知りの近所の人やきょうだいの顔がわからなくなり外出の機会が減

っている。長女を「お姉さん」と呼ぶ。昔から「ありがとうね」が口癖で、今でも感謝

の気持ちを必ず伝えている。 

17 意欲・生きがい 長女との散歩が楽しい。孫娘に浴衣を縫ってやりたいと思っている。台所に立って料理

をつくることが生きがいだった。 

24 家族関係 長女（55 歳）は持病の関節リウマチがあり、仕事との両立で介護負担が大きい。孫娘

（27 歳）は介護負担軽減を望んでいる。 

25 サービス（制度）の

利用状況 

訪問介護（週５回）、通所介護（週２回）を利用。 本人の思い：「施設にいると、動く

距離が少ないので、足腰が弱ってしまう」と気にしており、自費ヘルパーと外出して歩

きたいと思っている。 

27 価値観・習慣 家族のために家事をすることが生きがいであり役割。「私が家のことはしてやらないと

ね」。裁縫が得意で孫娘に浴衣を縫ってやりたいという思い。 

 



6. L さんのアセスメント表（2）【情報の解釈・関連づけ・統合化と課題】 

 

項目番号 情報の解釈・関連づけ・統合化 課題（優先順位） 

13, 17, 24, 

27 

L さんは自分から尿意・便意を伝えられず、間に合わずに尿をもらすことが週１

〜２回ある。「トイレの世話を家族にしてもらうのが申し訳ない」と思ってお

り、家族の役に立ちたいという気持ちが強い。しかし、認知症のために自分か

ら排泄サインを出せず、長女も関節リウマチで朝の介助が困難。適切なタイミ

ングでトイレ誘導が行われれば尿失禁は減らせる可能性がある。 

自分からトイレに行

けず、尿失禁が繰り

返されることで、L

さんの自尊心が傷つ

き、家族への申し訳

なさが増している。 

（優先順位①） 

14, 24 L さんはお風呂が大好きだが、浴槽が深く、長女の関節リウマチ悪化で毎晩の入

浴介助がむずかしくなっている。清潔保持と生活の質（QOL）の観点から、訪

問介護や通所介護の入浴サービスを活用することが必要である。 

長女の関節リウマチ

悪化により自宅での

入浴介助が困難にな

っており、L さんの

清潔保持が課題とな

っている。 （優先

順位②） 

17, 27, 12, 

10 

L さんは家事が生きがいであり役割だと考えてきた。現在は洗濯物をたたんだり

食器をふいたりしている。裁縫が得意で孫娘に浴衣を縫ってやりたいという思

いもある。水分摂取が少ない点も、トイレへの遠慮と関連している可能性があ

る。これらを結びつけ、L さんらしさを取り戻す支援が必要である。 

家事・裁縫などの生

きがいや役割が薄れ

ており、L さんらし

い生活を取り戻す支

援が必要。また水分

摂取を増やす工夫も

必要。 （優先順位

③） 

 

7. L さんの介護計画書 

 

長期目標（期間：12 か月）：住み慣れた自宅で、家族と仲よく楽しい生活を続けることができる。 

 

課題 短期目標・期間 援助内容 具体的な援助方法 頻度 

❶ 自分からトイレに

行けず、尿失禁が繰り

返されることで、L さ

んの自尊心が傷つき、

家族への申し訳なさが

増している。 

トイレへ適切なタ

イミングで行くこ

とができ、尿失禁

が減る。（６か

月） 

①定期的なトイ

レ誘導 ②排泄

後の確認と声か

け 

①約２〜３時間ごとにトイレ誘

導を行う。L さんがもぞもぞと

からだを揺らしているときは、

すぐにトイレへ誘導する。 ②排

泄後に「よかったね」「すっき

りしたね」と声をかけ、L さん

の気持ちを受けとめる。 

毎日（訪問介護・家

族） 



❷ 長女の関節リウマ

チ悪化により自宅での

入浴介助が困難になっ

ており、L さんの清潔

保持が課題となってい

る。 

週に２〜３回の入

浴ができ、清潔を

保つことができ

る。（６か月） 

①通所介護・訪

問介護での入浴

支援 ②自宅で

の部分的な清潔

ケア 

①通所介護（デイサービス）で

の入浴を週２回活用する。訪問

介護での入浴介助も検討する。 

②自宅では入浴が難しい日は、

訪問介護による清拭や足浴など

の清潔ケアを行う。 

週２〜３回 

❸ 家事・裁縫などの

生きがいや役割が薄れ

ており、L さんらしい

生活を取り戻す支援が

必要。また水分摂取を

増やす工夫も必要。 

日常生活のなかに

役割や楽しみを見

つけ、生き生きと

した生活を送るこ

とができる。（６

か月） 

①役割・できる

ことを一緒に探

す ②水分摂取

の工夫 

①洗濯物たたみや食器ふきな

ど、L さんができることを一緒

に行い、「助かるよ」「ありが

とう」と感謝を伝える。裁縫道

具を手の届くところに置き、興

味を示したときに一緒に取り組

む機会をつくる。 ②「熱い緑茶

が好きだけどトイレが心配」と

いう思いに寄り添い、トイレ誘

導との組み合わせで安心して水

分がとれるよう声かけする。 

随時（訪問介護・家

族） 

 

8. 実施評価のポイント 

 

❶ トイレ誘導の実施と評価 

【実施状況】約２〜３時間ごとのトイレ誘導を訪問介護と家族で連携して実施した。L さんがもぞもぞする

サインを見逃さないよう、全員で共有した。 

【評価】定期的な誘導により、尿失禁の回数が週１〜２回から週 0〜１回に減少した。L さんが「間に合っ

た」と安心する表情を見せる場面が増えた。引き続きサイン見逃しなく対応することが大切。 

 

❷ 入浴支援の実施と評価 

【実施状況】通所介護での入浴を週２回活用し、訪問介護による入浴介助を週１回追加した。自宅では入浴

困難な日に清拭・足浴を実施。 

【評価】L さんは通所介護での入浴を「気持ちいい」と表現し、清潔が保たれている。長女の介護負担も軽

減された。浴槽への出入りについて、自宅環境整備（すのこ設置等）も検討が必要。 

 

❸ 役割・生きがい支援・水分摂取の実施と評価 

【実施状況】洗濯物たたみや食器ふきを一緒に行い、感謝の言葉を伝えた。裁縫道具を手の届く場所に置い

たところ、ある日、自分から手に取って針仕事を始める場面があった。水分摂取は「トイレ誘導とセット」

で声かけを行った。 



【評価】役割を担うことで L さんの表情が明るくなる場面が増えた。「私にもできることがあるのね」とい

う言葉が聞かれた。水分摂取量も少しずつ増加している。 

【気づいたこと】裁縫への関心が戻りつつある。孫娘に浴衣を縫ってやりたいという思いを活かした関わり

をさらに深めたい。長女のリウマチ悪化に合わせ、介護保険サービスの追加を定期的に見直す必要がある。 

 

9. この節のまとめ 

 

📌  この節のまとめ 

● 自宅で暮らす高齢者の介護過程では、本人だけでなく家族介護者の状況も含めたアセスメントが不可欠で

す。 

● L さんの事例では、「家族の役に立ちたい」「家事が生きがい」という思いを軸に、排泄・入浴・役割支

援という３つの課題が導かれました。 

● 尿失禁への対応は単なる身体的ケアではなく、L さんの自尊心や家族への思いやりと深く結びついていま

す。 

● 家族介護者（長女）の健康状態・負担感を常に把握し、サービスの調整を柔軟に行うことが在宅支援の要

です。 

● 「裁縫が得意」「散歩が好き」などの強みや好みを活かしたケアが、L さんらしい生活の実現につながり

ます。 

● 実施評価では「気づいたこと」を次の計画修正に活かし、継続的にアセスメントを深めることが大切で

す。 

 

 

第３巻 第２章 演習課題 

演習課題：Q さんの介護過程 

【演習の目的】 

● Q さんのフェイスシート・現在の状況を読み込み、自分でアセスメント表（1）（2）を記入する。 

● アセスメント結果をもとに介護計画書を立案する。 

● その後、本テキストの模範解答と照らし合わせて、自分の思考プロセスを振り返る。 

● 利用者の多様な思いやニーズを読み取り、根拠をもった介護過程を展開する力を養う。 

 

1. 事例：介護老人福祉施設で生活する Q さん 



 

① 利用者のプロフィール 

 

氏名 Q さん 

性別 男性 

年齢 75 歳 

生活環境 介護老人福祉施設 

要介護度 要介護４ 

認知症高齢者の日常生活

自立度 

Ⅱb（日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎通の困難さがときどきみ

られ、介護を必要とする状態） 

障害高齢者の日常生活自

立度 

B1（屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体だが座

位を保つ） 

 

② 家族構成および生活歴 

 

【幼少期から就職・定年まで】 

ʾ 農業を営む両親のもと６人きょうだいの四男として生まれる。高等学校卒業後、地元の農業協同組合に勤務

する。 

ʾ そのあと、結婚し、２人の息子をもうける。 

ʾ 55 歳のとき、パーキンソン病を発症する。 

ʾ 定年（60 歳）まで同じ農業協同組合に勤務しており、58 歳のときから２年間は組合長を務めていた。 

ʾ 組合長になってからは、仕事柄、常に身だしなみを整え、毅然とした態度をつらぬいていた。交友関係も広

く、どちらかというと派手な私生活であった。 

ʾ パーキンソン病のため、定年近くには歩行時につまずくことも頻繁にみられるようになった。 

【定年以降】 

ʾ 定年後は妻と２人でおだやかに生活していたが、３年前に妻が他界した。妻が他界してからは、次男夫婦と

の同居を始めた。 

ʾ 年々パーキンソン病の症状が進行し、ADL の低下がはっきりとみられるようになったほか、１年前に自宅

の居室で転倒し、左大腿骨頸部を骨折した。 

ʾ 同居している次男夫婦は共働きだったため、在宅での生活が困難になった。Q さんの希望もあって介護老人

福祉施設に入所することとなった。 

ʾ もともと Q さんは、同施設の通所介護（デイサービス）を週２回、また、短期入所生活介護（ショートス

テイ）を月７日利用していた。 

 



【現在の家族構成】 

ʾ 息子２人は結婚し、長男は仕事の関係で他県で生活している（子どもは３人）。 

ʾ 入所前までは次男夫婦（子どもなし）と同居していた。 

ʾ 次男は地元の役場に勤務し、次男の妻は地元の保育所で保育士をしている。 

ʾ 次男夫婦の自宅は施設の近くにある。 

 

③ 現在の状況 

 

【健康状態】 

（1）一般状態：体温 35.8℃ 呼吸 25〜28 回/分 脈拍 80〜90 回/分 血圧 130/80mmHg 

（2）障害の状況：パーキンソン病にともなう症状（言語障害、手指振戦、小きざみ歩行、嚥下機能の低

下） 

（3）現在のおもな疾患：パーキンソン病、骨粗鬆症、軽度の認知症（改訂長谷川式簡易知能評価スケール

20 点） 

（4）既往歴：左大腿骨頸部骨折（１年前に自宅の居室で転倒） 

（5）服薬：パーキンソン病治療薬、骨粗鬆症治療薬、緩下剤（３日以上排便がない場合に服用） 

（6）精神状態：夜間せん妄の症状が、月に３回程度の頻度であらわれる。おもに猿や狐といった動物があ

らわれたと訴え、精神が不安定になることがあるが、コミュニケーションをはかることで落ち着く。 

（7）視力・聴力：日常生活において、とくに支障はない。 

【日常生活の状況】 

（1）移動：立ち上がるときに不安定であり、小きざみ歩行がみられるため、転倒の危険性がある。短い距

離であれば、手すりやアーム付き四輪歩行器を使用して移動することができる。居室から食堂・浴室など、

長い距離を移動する場合には電動車いすを使用するが、ほかの入所者や建物の壁にぶつかりそうになるな

ど、まだ運転操作に慣れていない。 

（2）身じたく：毎朝、ひげそり、洗面、義歯の装着などは自分で行っている。髪も毎朝整髪料をつけてセ

ットするなど、ほぼ自立している。その日に着る洋服は、居室のクローゼットから自分で用意している。面

会があるときには、ふだんよりもおしゃれに気をつかっている。 

（3）食事：食事は自立しており、好き嫌いなく、出されたものはすべて食べている。嚥下の機能が低下し

ているため、主食はおかゆ、副食はきざみ食である。昔は酒やたばこを好んでいたが、今はやめている。面

会に来る知人（農業協同組合当時の部下や世話になった人）が、時々パック寿司を持って来て、居室で食べ

ていることがある。 

（4）排泄：尿意と便意はある。昼間は失禁パンツを着用しているが、障害者用トイレに電動車いすで移動

し、自力で排泄している。夜間は紙パンツを着用し、ポータブルトイレを使用している。 

（5）入浴・清潔保持：週２回、入浴している。電動車いすを使用して、居室から浴室まで移動している。



入浴はほぼ自立しているが、洗髪のほか、足先や背中を洗うときには一部介助が必要である。 

（6）睡眠：日中は活動的であり、夜は 20 時に就寝している。夜中に２回ほどトイレに行くが、それ以外

は基本的に安眠している。 

（7）コミュニケーション：言語障害があるため発語は聞きとりにくいが、相手の話を理解する能力は十分

にある。自分の意思が介護職に伝わらないことにストレスを感じている。筆談も有効なコミュニケーション

手段になっている。 

（8）サービスの利用状況：介護老人福祉施設に入所中。居室は４人部屋で、窓側のベッドを使用してい

る。ベッドのわきにポータブルトイレが置いてある。ほかにも、電動車いす、アーム付き四輪歩行器、ワー

プロなどが所せましと並んでいる。 

【経済状況】 

厚生年金を中心とした定期収入がある（１か月あたり約 20 万円）。貯金もあり、経済的な問題はない。 

【性格】 

昔から我の強い性格である。自分のことは自分で行うという思いが強い。 

【1 日の過ごし方】 

毎朝６時に起床し、20 時に就寝する。日中は、日々のレクリエーションやクラブ活動、施設の行事などに

積極的に参加している。居室にいるときは、読書やワープロ入力をしている。 

【Q さんや家族などの思い】 

ʾ Q さんは、「自分の望みどおりの生活をしたい。施設に入ったあとも頻繁に外出したり、帰宅したりした

い。身のまわりのことはできるだけ自分でしたい」と考えている。 

ʾ 次男夫婦は、「施設内で安全に、けがなく生活してほしい。月１回程度は帰ってきてほしい」と思ってい

る。 

ʾ 可能な限り自分１人で歩きたいと思っている。また、電動車いすに乗って、買い物や外食、昔の勤務先、自

宅などに行きたいという強い思いがある。 

ʾ いつもきちんとした身なりでいたい。時々は外出したりする折に、お寿司などの豪華な食事をしたいという

思いがある。 

ʾ 排泄のたびに介護職を呼ぶのは申し訳ない。自分でできることはできるだけ自分で行いたいという思いが強

い。 

ʾ 入浴が好きなので、もっと頻繁に入浴したいと思っている。 

ʾ 将来的にはパソコンを購入して、孫とメールのやりとりをしたいと思っている。 

ʾ 日々のレクリエーションやクラブ活動、施設の行事などに積極的に参加しており、そのことがリハビリテー

ションにもなると思っている。 

ʾ とにかく何でも自分でできるようになりたいという希望があり、専門的リハビリテーション訓練の機会の増

加を希望している。 

 



【最近の様子】 

ʾ 施設に入所してからは、月１回程度、帰宅している。 

ʾ ふだんは次男の妻に電話をして、買い物などを頼んでいる。 

ʾ ワープロを使用して、他県に住む孫との手紙や写真のやりとりに生きがいを感じている。 

ʾ 農業協同組合の組合長だったという経歴から、今でも当時の部下や世話になった人が面会に来る。 

ʾ 毎週土曜日の午後は、理学療法士による専門的なリハビリテーション訓練を受けている。 

ʾ 昔の仕事柄、身だしなみはいつもきちんとしている。 

ʾ 最近、次男が使わなくなったワープロを譲り受け、文字入力ができるようになった。 

 

④ Q さんのフェイスシート 

 

氏名 Q さん 

性別 男性 

年齢 75 歳 

入所年月 〇年４月 

入所にいたった理由 年々パーキンソン病の症状が進行し、ADL の低下がはっきりとみられるようにな

ったほか、１年前に自宅の居室で転倒し、左大腿骨頸部を骨折した。同居してい

る次男夫婦は共働きだったため、在宅での生活が困難になった。Q さんの希望も

あって介護老人福祉施設に入所することとなった。なお、もともと Q さんは、同

施設の通所介護を週２回、また、短期入所生活介護を月７日利用していた。 

家族 息子２人は結婚し、長男は仕事の関係で他県で生活している（子どもは３人）。

入所前までは次男夫婦（子どもなし）と同居していた。次男は地元の役場に勤務

し、次男の妻は地元の保育所で保育士をしている。次男夫婦の自宅は施設の近く

にある。 

キーパーソン 次男夫婦 

入所における本人・家族

などの要望 

Q さんの要望：自分の望みどおりの生活をしたい。施設に入ったあとも頻繁に外

出したり、帰宅したりしたい。身のまわりのことはできるだけ自分でしたい。 次

男夫婦の要望：施設内で安全に、けがなく生活してほしい。月１回程度は帰って

きてほしい。 

その他 毎週土曜日の午後は、理学療法士による専門的なリハビリテーション訓練を受け

ている。とにかく何でも自分でできるようになりたいという希望があり、専門的

リハビリテーション訓練の機会の増加を希望している。 

 

 



2. 演習：アセスメント表（1）（2）と介護計画書を記入してみよう 

 

📝  演習の手順 

STEP1：上記の Q さんのプロフィール・現在の状況・フェイスシートをよく読む。 

STEP2：アセスメント表（1）の各項目に、Q さんの「現在の状況」と「本人の思い」を記入する。 

STEP3：アセスメント表（2）で情報を解釈・関連づけ・統合化し、課題と優先順位を導く。 

STEP4：介護計画書を立案する（長期目標・短期目標・援助内容・方法・頻度）。 

STEP5：以下の模範解答と自分の答えを照らし合わせ、思考プロセスを振り返る。 

 

3. 模範解答 

 

① アセスメント表（1）模範解答【主要項目】 

 

【1. 心身の状態（心身機能・身体構造／健康状態）】 

1. 心身の状態（心身機能・身体構造／健康状態） 

番号 項目 現在の状況 本人の思い 

1 要介護状態区分 要介護４ － 

2 認知症高齢者の日

常生活自立度 

Ⅱb － 

3 障害の状況（身

体・知的・精神） 

パーキンソン病にともなう症状：言語障害、手指振戦、小きざみ

歩行、嚥下機能の低下 

－ 

4 現在のおもな疾患 パーキンソン病、骨粗鬆症、軽度の認知症 － 

5 服薬 パーキンソン病治療薬・骨粗鬆症治療薬・緩下剤 － 

6 既往歴 左大腿骨頸部骨折（１年前） － 

7 バイタルサイン 体温 35.8℃ 呼吸 25〜28 回/分 脈拍 80〜90 回/分 血圧

130/80mmHg 

－ 

 

【2. 日常生活の状況（活動）】 

2. 日常生活の状況（活動） 

番号 項目 現在の状況 本人の思い 

10 移動 短距離は歩行器で移動可能。長距離は電動車いすを使用するが操

作に慣れていない。小きざみ歩行・転倒リスクあり。 

可能な限り自分１人で

歩きたい。電動車いす

で買い物・外食・自宅



などに行きたい。 

11 身じたく 毎朝ひげそり・洗面・義歯装着・整髪など自立。着る服は自分で

選ぶ。面会時はおしゃれに気をつかう。 

いつもきちんとした身

なりでいたい。 

12 食事 嚥下機能低下のためおかゆ・きざみ食。自立している。面会者が

パック寿司を持参することがある。 

時々豪華な食事（寿司

など）を楽しみたい。 

13 排泄 昼間は失禁パンツで自力排泄。夜間は紙パンツ・ポータブルトイ

レ使用。 

排泄のたびに介護職を

呼ぶのは申し訳ない。

できるだけ自分でした

い。 

14 入浴・清潔保持 週２回入浴。ほぼ自立。洗髪・足先・背中に一部介助が必要。 もっと頻繁に入浴した

い。 

16 コミュニケーショ

ン 

言語障害で発語が聞きとりにくい。理解能力は十分。筆談も有

効。意思が伝わらずストレスを感じる。 

自分の意思をうまく伝

えたい。 

17 意欲・生きがい レクリエーション・クラブ活動・施設行事に積極的参加。ワープ

ロで孫と文通。理学療法士によるリハビリに週 1 回参加。 

専門的リハビリの機会

を増やしたい。孫とメ

ールしたい。 

18 余暇の過ごし方 日中は施設行事に参加。居室では読書・ワープロ入力。月１回帰

宅。面会者との交流。 

外出したい。昔の勤務

先や自宅に行きたい。 

19 役割（家庭・社

会） 

施設の行事・クラブ活動に積極的参加。組合長経歴から面会者が

多い。 

活動的に過ごし社会と

つながりたい。 

25 サービス（制度）

の利用状況 

介護老人福祉施設入所中。理学療法士による週１回のリハビリを

受けている。 

リハビリの機会をもっ

と増やしてほしい。 

 

【3. 豊かさ（参加）・4. 環境（環境因子）・5. その他（個人因子）】 

3〜5. 豊かさ・環境・個人因子 

番号 項目 現在の状況 本人の思い 

21 生活環境 介護老人福祉施設４人部屋（窓側）。ポータブルトイレ・電動車

いす・歩行器・ワープロ所有。障害者用トイレあり。 

障害者用トイレに近い

個室への部屋替えを希

望。 

27 価値観・習慣 自分のことは自分でする主義。身だしなみを整えることを大切に

している。組合長としての誇りを持っている。 

いつもきちんとしてい

たい。なんでも自分で

したい。 

28 性格（個性） 我が強く、自立心が高い。自分のことは自分で行うという思いが

強い。 

－ 

30 特技 和裁の技術を習得したが、現在は裁縫をしていない。 － 

 



② アセスメント表（2）模範解答 

 

✅  模範解答のポイント 

【考え方のポイント】 

● 優先順位①：Q さんが最も困っているのは「意思が伝わらないこと」と「自分でできないことへのストレ

ス」。転倒リスクも高く安全確保が最優先。 

● 優先順位②：「自分の望みどおりの生活をしたい」という強い希望。外出・帰宅・豪華な食事など、生き

がいや楽しみの確保。 

● 優先順位③：Q さんの自立心・プライドを活かし、できることを維持・拡大していく支援（リハビリ・自

立支援）。 

 

項目番号 情報の解釈・関連づけ・統合化 課題（優先順位） 

10, 13, 16, 

21, 27, 28 

Q さんは自立心が強く、「自分でできることはできるだけ自分でしたい」とい

う思いが非常に強い。しかし、パーキンソン病による小きざみ歩行・手指振

戦・言語障害により、思うように身体が動かずストレスを感じている。電動車

いすの操作にも慣れておらず、転倒・接触事故のリスクがある。また、夜間の

ポータブルトイレ使用・排泄時の自立など、排泄に関して介護職に頼ることへ

の抵抗感が強い。安全を確保しながら、Q さんの自立心を尊重した支援が必要

である。 

パーキンソン病の症

状により思うように

動けず、意思疎通も

困難なことへのスト

レスが大きい。安全

を確保しながら自立

を支援する必要があ

る。 （優先順位

①） 

12, 17, 18, 

19, 25 

Q さんは「施設に入ったあとも頻繁に外出したり、帰宅したりしたい」「豪華

な食事を楽しみたい」「リハビリをもっと受けたい」「孫とメールしたい」な

ど、生活の質を高めたい、社会とつながりたいという強い意欲をもっている。

施設行事やレクリエーションに積極的に参加し、面会者との交流もある。これ

らの活動がリハビリや生きがいになっている。一方、嚥下機能低下のため食事

形態は制限されているが、特別な機会（面会時など）に工夫した対応ができな

いか検討する必要がある。 

外出・外食・リハビ

リ増加・孫との交流

など、Q さんらしい

生き生きとした生活

を実現するための支

援が必要。 （優先

順位②） 

11, 14, 16, 

27 

Q さんは毎朝のひげそり・整髪・服の選択など身だしなみに強いこだわりをも

っており、現在もほぼ自立している。入浴は週２回だが「もっと頻繁に入浴し

たい」という希望がある。また言語障害で意思が伝わりにくいため、筆談など

コミュニケーション手段の工夫が必要である。Q さんのプライドと自立心を尊

重しながら、できることを維持・拡大していく視点が大切である。 

身だしなみへのこだ

わり・入浴希望・コ

ミュニケーション改

善など、Q さんらし

さを保つための支援

が必要。 （優先順

位③） 

 

 



③ 介護計画書模範解答 

 

長期目標（期間：12 か月）：安全に施設生活を送りながら、自分らしく生き生きと過ごすことができる。 

 

課題 短期目標・期間 援助内容 具体的な援助方法 頻度 

❶ パーキンソン病の

症状により思うように

動けず、意思疎通も困

難なことへのストレス

が大きい。安全を確保

しながら自立を支援す

る必要がある。 

転倒なく安全に

移動・排泄がで

きる。（６か

月） 

①電動車いす

操作の練習・

安全確認 ②夜

間ポータブル

トイレの適切

支援 ③筆談・

コミュニケー

ション支援 

①電動車いすで移動する際は、操

作を見守り、危険がないか確認す

る。廊下の広い時間帯に練習機会

を設ける。 ②夜間のポータブルト

イレ使用時は、転倒リスクを考慮

して安全な環境を整え、Q さんが

自力で使用できるよう見守る。 

③Q さんの発語が聞きとりにくい

場合は、筆談や選択肢を示すなど

コミュニケーション方法を工夫

し、意思確認を行う。 

随時（夜間含む） 

❷ 外出・外食・リハ

ビリ増加・孫との交流

など、Q さんらしい生

き生きとした生活を実

現するための支援が必

要。 

月１回以上の外

出・帰宅がで

き、楽しみのあ

る生活を送るこ

とができる。

（６か月） 

①外出・帰宅

の計画・調整 

②食事の楽し

みの確保 ③ワ

ープロ・孫と

の交流支援 

①次男夫婦と連携し、月１回程度

の帰宅・外出を計画する。外出時

は電動車いすや歩行器を活用し安

全を確保する。 ②面会時に知人が

パック寿司を持参することを把握

し、嚥下状態に合わせたきざみ対

応など、食事の楽しみを確保す

る。 ③ワープロ入力を通じた孫と

の文通を継続支援する。将来のパ

ソコン導入についても情報提供す

る。 

月１回以上（外

出）・随時（ワープ

ロ） 

❸ 身だしなみへのこ

だわり・入浴希望・コ

ミュニケーション改善

など、Q さんらしさを

保つための支援が必

要。 

身だしなみを自

分で整え、週３

回の入浴ができ

る。（６か月） 

①入浴回数の

増加 ②身だし

なみ自立の継

続 ③リハビリ

機会の確保 

①現在の週２回から週３回への入

浴増加を検討・調整する。入浴時

は自立している部分を尊重し、必

要な介助のみ行う。 ②毎朝のひげ

そり・整髪・服の選択など、Q さ

んが自分でできていることを継続

的に支援し、できなくなった場合

は最小限の介助にとどめる。 ③理

学療法士によるリハビリの機会増

加について、施設スタッフ・理学

療法士と連携して検討する。 

週３回（入浴）・毎

朝（身だしなみ）・

週１回以上（リハビ

リ） 

 



4. 振り返りのポイント 

 

🔍  自分の答えと比較してみよう 

① Q さんの「自立したい」という強い思いを、アセスメント表（1）の「本人の思い」欄に適切に記入でき

たか？ 

② 「転倒リスク」と「自立心の尊重」という相反する要素を、どうバランスよく課題に反映したか？ 

③ パーキンソン病による言語障害がコミュニケーションと意欲の双方に影響していることを、情報の関連づ

けで示せたか？ 

④ 介護計画書の援助方法は具体的かつ実施可能な内容になっているか？（「声かけをする」だけでなく、ど

んな場面でどうするかまで書けたか） 

⑤ Q さんの「組合長としての誇り」「身だしなみへのこだわり」など、個人の価値観・生活歴をアセスメン

トに活かせたか？ 

 

📌  この演習のまとめ 

● Q さんの事例では、「自分のことは自分でしたい」という強い自立心が全ての課題の根底にあります。 

● パーキンソン病による複数の症状（運動障害・言語障害・嚥下障害）が互いに関連していることを、情報

の統合化で示すことが重要です。 

● 転倒リスクがある一方で、Q さんの自立心を損なわない支援が求められます。「安全」と「自立」のバラ

ンスが介護の専門性の核心です。 

● 組合長として地域をリードしてきた Q さんの誇りやプライドを尊重した介護が、生きがいの維持につな

がります。 

● 介護計画書の援助方法は、誰が読んでも同じ行動がとれるように具体的に記載することが大切です。 

● 演習で作成したアセスメント・計画書は、正解が一つではありません。根拠をもって考え、他者と意見を

交わすことで、専門的な思考力が深まります。 

 

 

͏  ᵒῐᵃ χ ᵫχם  

Ⱨ ͍ χΚϥ‰ χיּ χםᾝτΰΪθ◦כ 

˲ ˳ 

ם̔ ᾆיּ ᴿ πᶘϭι ꜡ʾṪ Ϭᶎםτ ΰʺᶨ πΦϥʻ 

̔ ꜡ʾṪ Ϭ › τᶨ ΰʺ χיּ χ ệ τᴂαοᵒῐᵃ Ϭ ᵫΰʺὉ σᵒῐ

ˢϯЈІЮрЕʺᵒῐὓᵊ ӛʺם☼ʺЯИЌзрϽʺᵒῐὓᵊχᾋ ΰ ˣϬ ằπΦϥʻ 



̔ᵒῐὓᵊϬ ϘΠʺӗ ᶎ ʾⱧᾮ ♁ʺᴪ ρχ ὀʾ◦כʺ ʺ Ṑḩρχ ὀϬ“Ξά

ρΥπΦϥʻ 

̔ ꜡ʾṪ Ϭ › τᶨ ΰʺ χיּ χ ệ τᴂαθᵒῐϬ“ΞάρΥπΦϥʻ 

 

χήϘίϘσיּ .͍ ϣΰρᵒῐᵃ χ ᵫ 

 

 ᶨβϥάρχӪ ʼ χ ήʼᵒῐ χ▫Ⱨχ  

χ ϣΰψʺζχ σϤχ ᶨ Ϟ ᶨ ʺᴣ Ḣʺ ӽχ ᴟ ʺꜛ ḕẽʺ Ϭ︡Ϥ᷊Ψיּ

ḕẽʺ χיּ ʾ ệσςΥ ╛τΤϣϙ›μοʺζχ σϤχ ϣΰΥ Ϥ μοΜϘ

βʻιΤϣάζʺ χήϘίϘσיּ ϬӪ τ ΰʺζχ χӪ ˢζχ τρμοיּ χ

Ӫ ˣϬ ᵔΰʺḩ τṓξΦʺ ›ᴟΰοΜΨάρπʺψαϛοζχ χᾤ χ ᶨᴿ Υ ϣΤτσ

ϤϘβʻ 

͏ πψʺάχϢΞτᾤ Υ‰ΨʺΤΪΥΠχσΜ τṄϤ μθכ Ϭ“Ξᵒῐ ιΤϣάζ ϥ

άρΥπΦϥʺ ᶨβϥάρχӪ Ϟ χ ήʺᵒῐ ρΰοχ▫Ⱨχ Ϭ ΠθΜρχ◘ΜΤϣʺ͐

νχⱧ Ϭ︡Ϥ ΫϘΰθʻ 

ἇ σⱧ χσΤΤϣʺ ᵒῐ ρΰοχṓξΦχ ήʺ ᵒῐ Υ βϥ χ ϞלτϢμοϯ

ЈІЮрЕχὫᴮΥ ϩμοΨϥάρʺ ϯЈІЮрЕχὫᴮΥ χיּ ᶨχלτ ΦσֲốϬΣϢϖβ

άρʺσςϬᶘϭπΨιήΜʻ 

 ᵒῐṪ χם☼ρ ᴣ 

ᵒῐ ψᵒῐ◦כ ԌˢϾϯЫКЅа˔ˣρӸΜʺЀ˔ДϰК˔ЕṐ ˢ ϞЂ˔РІיּ ằṐḩσς

χ ʾ ˣΥϜμρϜẐϛϣϦοΜϥϩΪπψσΨʺ σכ ρΰοʺӗיּ ρᵙ ήτ ΰ

θᵒῐṪ χם ϬτσΞ ΥΚϤϘβʻζχθϛʺᵒῐᵃ χ ᵫτΚθμοψʺˮϯЈІЮрЕ˯Ϟ

ˮὓᵊχ ӛ˯ψϜκϧϭπβΥʺˮם☼˯χ τΣΜοᵒῐὓᵊτϜρξΜθᵒῐϬם☼βϥάρΥ

τσϤϘβʻ 

ζάπ ͏ πψʺζϦηϦχⱧ έρτʺ χיּ τᴂαθἹπχᵒῐϬςχϢΞτם☼βϦωϢΜ

ΤτνΜοϘρϛοΜϘβʻ 

θρΠω Ⱨχᵒ ρΜμοϜʺ χיּ ʾ ệχϕΤʺḕẽ χӸΜτϢμοϜζχ

Ϟ︣ ψήϘίϘπβʻ ͏ τἿ∏ΰοΜϥⱧ ρם ᴿ Ϭ αοʺ χיּ τᴂαθᵒῐϬם

☼ʾ ᴣΰοϙϘΰϡΞʻ 

σΣʺṁ σᵒῐṪ χ Ϟ︣ τνΜοψʺ Єз˔Їχˮ ͎᷊ ᵒῐ ˯χ ͐ ΣϢό ͑

τΣΜοᵔ ΰοΜϘβʻ 

 

͎. ͏ π︡Ϥ ΫϥⱧ χ  

 

 Ⱨ ͍ˮ χΚϥ‰ χיּ χםᾝτΰΪθ◦כ˯ 

 

⅍ˢ̠p.221╥ ˣτϢϤ֒ τσϤʺ χ πΚμθ͐ χ ╥ϤϬ ΰοΜθ͖ή

ϭχ χםᾝτΰΪθ◦כχⱧ πβʻάχⱧ Τϣψʺᵒῐ τψʺˮ ΥΚϥΤϣ˯ˮ “Υ ӗ

ιΤϣ˯ρʺˮπΦσΜ ˯Ϭ ΰοΚΦϣϛοΰϘΞχπψσΨʺ τ χᴦיּ χםᾝτΰΪθ



ϯрГЗϬ Ϥʺ χיּ ∕ σ ϬԏΦ βάρΥẐϛϣϦοΜϥάρΥϩΤϤϘβʻ 

 

ם .͏ χ ϛ  

 

 ᵒῐᵃ χ ᵫ 

 

͏ π︡Ϥ Ϋϥ͐νχⱧ ψʺβϓοẶ ΰθ  τσμοΜϘβʻ 

Ⱨ χ τψʺˮᵒῐ Υ ΰθ τḩβϥיּ ˯ΥϘρϛϣϦοΜϘβʻἇ τψʺ יּ

χФкТϰ˔иʺ ᴪ   ΣϢό ᶨ ʺ ᾝ∕χ ệʺ ТϴϱІЄ˔ЕΥζϦτΚθϤϘβʻ 

άϦϣχ Ϭ‮ έρτ ΰ ΰθϜχΥϯЈІЮрЕ (1)πβʻάχϯЈІЮрЕ (1)ψʺ͛͘͞

χ  πΚϥˮ χ ʾ   ˯ˮὲῴ ˯ˮᶨ ˯ˮ╥ᴥ˯ˮḕẽԍ◓˯ˮᾤ ԍ◓˯Ϭ

ΦḊΠοʺ π 32ᾤχϯЈІЮрЕ‮ τ ΰθἹτσμοΜϘβʻ 

ᵒῐ ψʺϯЈІЮрЕ (1)τ╩ϤωϛϣϦοΜϥ Ϭᵔּתΰʺḩ ξΪοʺ ›ᴟΰϘβʻνϘϤʺ

Ϧ τỆϬΤΪοʺ τρμοχᴿיּ Ϭ ᶎᴟβϥϩΪπβʻζχρΦτ ΜϥχΥϯЈІЮрЕ

(2)τσϤϘβʻάάϘπΥᵒῐᵃ τΣΪϥϯЈІЮрЕχ ᵬπβʻ 

ϯЈІЮрЕ (2)Ϭ⌠ ΰο ϣΤτσμθ τρμοχᴿיּ ψʺ ӡτ ΰοᵒῐὓᵊ τṜ

ΰϘβʻζΰοʺᴿ έρτ Ϭ ΰʺ Ϭ βϥθϛχἇ σכ ʾ Ϭ Ϝḯϛ

ο ΰϘβʻάχ⌠ỘΥʺᵒῐᵃ τΣΪϥὓᵊχ ӛχ ᵬπβʻ 

ᵒῐᵃ πψʺᵒῐὓᵊϬ ӛΰθΚρτם☼ρ ᴣϬ“ΞϩΪπβΥʺם☼ ệρζχ ᴣψם☼ ᴣ

τṜ ΰϘβʻ 

ӟ χϢΞτʺ͐νχⱧ Ϭ αοᵒῐᵃ ϬṮⱨ ᾓΰοΨιήΜʻ Υיּ χ τΜϥϩΪπψΚϤ

Ϙδϭΰʺ Ϝ ΰ ΠθράϧΤϣχІЌ˔ЕτσϤϘβΥʺם∑χ ệϬ ΰοˮ χᵔּתʾ

ḩ ξΪʾ ›ᴟ˯Ϟˮᴿ χ ᶎᴟ˯ʺζΰοˮᵒῐὓᵊχ ӛ˯ϬἩ βϥάρψ τ πβʻ 

 

 ᵒῐṪ χם☼ρ ᴣ 

͐νχⱧ τψʺΩῇτˮם ˯Υ ΪϣϦοΜϘβʻⱧ ͍πψӱ ʾӱ ʺⱧ ͎πψ Ⱨʺ ιΰσ

ϙʺ ʺⱧ ͏πψӱ ʾӱ ʺ ʺⱧ ͐πψӶ χ ʺ ρΜΞϢΞτʺⱧ τ βϥ

τיּ ΰοζϦηϦχᵒῐϬ“ΞάρˢᵒῐṪ χם☼ˣϬ ΰοΜϘβʻ 

ם χᴿ ψʺ έρτיּ ӛήϦθᵒῐὓᵊ τ Ϥ₅ϘϦοΜϥˮἇ σכ ʾ ˯τϜρ

ξΜοΜϘβʻνϘϤʺם Ϭ“Ξάρπʺᵒῐᵃ χΞκχˮם☼˯ ᵬϬ ᾓβϥϩΪπβʻᵒῐṪ

Ϭם☼ΰθΚρτψʺᶎ ʾ ᴣ‮ Ϭ╥―τΰοʺ γᵒῐṪ χ ᴣϬ“ΜϘΰϡΞʻ 

 



 

Ⱨ ͍ χΚϥ‰ χיּ χםᾝτΰΪθ◦כ 

 

 χФкТϰ˔иיּ 

 

♃  ͖ήϭ 

  

 72⅞ 

ᶨḕẽ 
ᵒῐ ὲ☼ ˢ͎ΤὮῇχ∕ ṑϬ τзМРзГ˔ЄдрϬם

☼ ˣ 

ᵒῐ  ᵒῐ͎ 

Ὦ ̓̓ ̘Ὦ 

‰ χיּ

ᶨꜛ  
ψσΜʻ 

ᵲ‰ χיּ ᶨ

ꜛ  
͖͍ 

 

 ᴪ   ΣϢό ᶨ  

 

 ṍΤϣ Ϙπ 

 

ʾ ͐ ΦϡΞιΜˢ◑ʾἳʾ ˣχⱳ ρΰοʺ ᾭ ᵤχ ήσ πӾκʺ ψ Ộρ ẞ͎ χ

ϬְϭπΜθʻ 

ʾ ᶨψἂΰΤμθΥʺᴪ ◘ΜπΚμθʻ 

ʾ ˑ ρ Ϭ︣ ΜσΥϣ ᶘ Ϭ Ộΰʺ χ χ ᶘ Ⱳ ψ σςχϯиНϱЕϬΰσ

Υϣ Ộΰθʻ 

ʾ ᶘ Ộῇψʺ ΦσΥϣựᾉχ ḧ‰ τ Μʺ ḧ ᶘϬ Ộΰθʻ 

ʾ ζχΚρʺΰωϣΨψựᾉχ Ⱶᴪχ ϬΰοΜθΥʺ30⅞πṑ ΰʺ῝ּזτ ΰθʻ 

 

 ὫₒΤϣ ῇϘπ 

 

ʾ Ὣₒΰοԁ ╣ ϬϜΞΪθΥʺ ψ ῇ͍ ḧπ♂ ΰθʻ 

ʾ 45⅞χρΦτ ῇ͍ ḧπ Ψσμθ χằ χθϛʺ55⅞χρΦτψ χθϛτʺẈᴭϬ

ΰσΥϣ◌⁯ у χˮ ╥Ϥ˯Ϭΰθʻ 

ʾ 58⅞χρΦτʺ χὲῴ π‰ὬӊϬ◙ ήϦʺựΨχ ᴬӺԚϬ ΰθράϧʺ‰Ὤӊ ρ

ήϦθʻ το ΜΚΜιὬӊψЀрЕк˔иπΦοΜθʻ 

ʾ ̔̀ τỠϛοΜϥρΦψʺϘαϛπΚϤʺᴪזּ πϜᾗᶊσ πΚμθʻ 



ʾ 60⅞π ΰθΚρψʺᴪ ρה∂ ϤϬ ρΰοᶚΰϭπΜθϕΤʺ65⅞χρΦʺ Ψσμ

θ◑Ϟ χθϛτ͏ χˮ ╥Ϥ˯Ϭΰθʻ 

ʾ ︣ ΥṀ πΚϤʺ ϤḙτῬ ϬᴥΠϥάρϜΚμθʻϘθʺᴪ ϬϜκʺθΨήϭχה∂ ∂Ϭ

ᶏΰοΜθʻ 

ʾ ᴪ πה∂ ᶏΰθϜχϞʺ μοΦθậϬꜛ π ϓθϤʺᴪ τ ϓοϜϣΞχΥᶚΰϙιμθʻ 

 

 ⅍Ϭ ΰοӟ‭ 

 

ʾ ͒ ΤὮ ʺᴪ ΤϣṑμθΚρʺṓה∂ ΥӂΨσϤ ʻ τЕϱйτ“άΞρ◘μθΥ֒ Υΰ

όϦο οσΤμθʻ 

ʾ ʺ◕ χ ԚϬ ΰ ⅍ρ ήϦʺζχϘϘ Ԛʻ 

ʾ ͎ ΤὮḧʺⱵ ρзМРзГ˔ЄдрϬ Ϊʺע ψ “Ṁπ ΪϥϢΞτσμθΥʺῇӹ ρΰο

Φ︣ χ ˢ֒ ˣρὖ χ ᴝ ᵲΥ▪μθʻ 

ʾ ꜛ ψ ₯Ϝ ΨʺβΩτ ϥάρψϚγΤΰΜθϛʺ∕ ṑχ πʺꜛ ựΨτΚϥᵒῐ

ὲ☼ τ ρσμθʻ 

ʾ 75⅞τσμθϣʺꜛ ρᴪ χθϛτ Ωῇχˮ ╥Ϥ˯ϬβϥχΥ πΚμθΥʺ͐ χ

╥Ϥψ ΰθʻ 

 

 ᾝ∕χᴪ χ ệ 

 

ʾ ⅎψ Ộ︠ πΚϤʺᴪⱧψβϓο“μοΜϥʻ 

ʾ ͏ χ◓ςϜχΞκʺ ψ χ◕τʺ╣ ψ α◕ τ ϭπΜϥʻ 

ʾ ⱳ ψ 20 τ ₒΰοםᴪτṑμοΣϤʺᾝ∕Ϝ͖ήϭ ρ ạΰοΜϥʻⱳ ψᵓּזỠϛϬΰ

οΜϥʻ 

ʾ ⅎψⱳ Ϭ ϤτΰοΣϤʺⱳ Υβϓοχ︣ ΦσςϬ“μοΜϥʻ 

ʾ ╣ χᴪ ˢ╣ ʺ ʺ ˣψᵒῐτẸ πΚϥʻ 

 

 ᾝ∕χ ệ 

 

 ὲῴ  

 

ˢ1ˣԁ  

ʾ ᴛʿ36.0˙36.3̆ 

ʾ ᾦẊʿ18˙20ᵕ˗  

ʾ ʿ62ᵕ˗  

ʾ Ὤӊʿ135˗85mmHg  

ˢ2ˣ ᵲχ ệ 

ʾ ⅍χῇӹ ρΰοʺ֒ ρ ᴝ ᵲΥΚϥʻ 

ˢ3ˣᾝ∕χΣϜσכḆ 

ʾ ‰Ὤӊ ˢὬӊ‭ᴞ−Ϭ ˣ 

 



ˢ4ˣṌᴁ  

ʾ ⅍ 

ˢ5ˣ♪  

ʾ χ︣ ϬΰοΣϤʺ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

 ᶨχ ệ 

 

ˢ1ˣӱ  

ʾ ὲ ˢ₮ ˣχ Ϭ ΰοṞΦ ΥϤʺ ℅ӡτσϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ Ԛ ῇψ “ṀϬ► ΰο ΜοΜθΥʺ ͍ΤὮχзМРзГ˔ЄдрτϢϤ ᴞ♥ ἇϬνΪ

οʺ50m χ “Υᴦ ρσμθʻ 

ʾ ₯ϬׇΠϥρΦτ ΰώϣνΨθϛʺᾋ︢ϤΥ πΚϥʻ 

ˢ2ˣ αθΨ 

ʾ ⱦϙΥΦʺΞΥΜʺ ψꜛ ΰοΜϥʻ 

ʾ ΩựψϕρϭςЕй˔З˔Ϭ οΜϥχπʺ Ӷψꜛ ΰοΜϥʻ 

ʾ ἚᴞϬψΨχτⱲḧΥΤΤϥθϛʺⅎΥΜϥρΦψᵒ ΰοϜϣμοΜϥʻ 

ʾ ЩЌрψꜛ πρϛϥάρΥπΦϥʻ 

ˢ3ˣ Ⱨ 

ʾ ᾝ∕ψʺβϓο☼ χ Ⱨˢᾚת ˣπΚϥʻ 

ʾ ͍ π ⱧϬβϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ ậσςχ ϬϕΩβάρψ₉ ιΥʺΚϣΤαϛϕΩΰοΣΨρʺ֒︣τ χ ΜІФ˔рϬⱱμο

ϓϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ ψΚϤʺᴡπϜΣΜΰΨ ϓοΜϥʻ 

ˢ4ˣ  

ʾ ψꜛ πЕϱйτ“ΪϥΥʺ ḧψώϣνΨάρΥΚϥχπʺЦАЖπ ṀϬ► ΰοΜϥʻ 

ʾ χᵕ ψʺ͍ ͒˙͓ᵕˢζχΞκ ḧ͍ᵕˣπΚϥʻ 

ʾ ψ͍ ͍ᵕΚϥΥʺ ΥΤθΨʺϘθ ΥσΜρṓτσϥθϛʺ ῇʺ ϬϞϩϣΤΨβ

ϥθϛχ ˢ▒ᴟЫϽКЄϳЭˣϬ ΰοΜϥʻ 

ʾ ψ τρϦοΜϥʻ 

ˢ5ˣ ʾ Ὡ ⱱ 

ʾ ԁ πʺԁ ᵒ τϢϤ ΰοΜϥʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ψ ῨπΚϥʻ 

ˢ7ˣЀЬвИϾ˔Єдр 

ʾ ὖ χ ᴝ ᵲΥΚϤʺψμΦϤ ᴝπΦσΜάρΥΚϥΥʺϠμΨϤ ᴝβϦωʺꜛ χӪ◘Ϭ ︣

τ ΠϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ ⅎρⱳ ψ ᵓτ οΣϤʺ͎ ρ ΰοΜϥρΦψᶚΰζΞπΚϥʻ 

 



ˢ8ˣЂ˔РІχ ệ 

ʾ o ῐ ὲ☼ τ ΰοΜϥʻ 

ʾ ạעψ͎ ᴒπʺᴀτӡ βϥЦАЖϬ ΰοΜϥʻ 

ʾ ЕϱйψạעχựΨτΚϥʻ 

 

 Ὂↄ ệ 

 

ʾ ̔̀ Ⱳזּ Τϣχ Ỳρ ῇχ ỲΥΚϤʺ ᶨτψ₉μοΜσΜʻ 

 

 ᶊ 

 

ʾ ώιϭψΣιϞΤπΚϤʺ ρ ϬβϥάρΥῨΦπΚϥʻ 

ʾ ḹᾧσ ΥΚϤʺԁ ὨϛθάρψΩῇϘπΥϭωϥʻ 

 

 ͍ χᵃέΰ  

 

ʾ ψ͑ⱲτṞ ʺ21Ⱳτ βϥʻ 

ʾ ῂ χзМРзГ˔Єдрρʺ χꜛ σ ᴞχ “ψὧΤήσΜʻ 

 

 ͖ήϭϞᴪ σςχ◘Μ 

 

ʾ ͖ ήϭψʺˮ ϦθρΦψϜΞ ΨάρψπΦσΜρ◘μοΜθχτʺάϭστ ΨάρΥπΦϥϢΞ

τσμθʻзМРзГ˔ЄдрϬ“μοꜛ τṑϤʺꜛ ΰθ ᶨϬΰθΜʻ͍Τ πϜϢΜΤϣΣ

ήϭτ“ΦθΜ˯ρ ΰοΜϥʻ 

ʾ ζϦτ ΰοⅎϞⱳ Ϝʺˮꜛ τṑμοʺ Ԛ χϢΞσ ᶨϬΰοϜϣΜθΜʻ τϜ“ΪϥϢΞ

τσμοϕΰΜʻϘθʺꜛ πϢΜΤϣΜμΰϡτΣ τ“ΦθΜ˯ρḻμοΜϥʻ 

ʾ ӱ τḩΰοψʺˮᵰϜӗ τӱ ΰθΜ˯ˮ∩Ϟᵬ Ϝʺ Ϭ►μοӱ πΦϥϢΞτσϤθΜ˯

ˮ ᴞ♥ ἇϬνΪγʺώνΞχἚϬψΜο ΦθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ΜνϜάχϢΞσ ΰΤ οΜσΜΤϣΚϭϘϤקΨϒψ“ΤϭχϢ˯ρᾠμθάρΥΚϥʻ

ψʺˮ ΰΣΰϝϦϬΰοᵰ ΰθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ⱧτνΜοψʺˮΣΜΰΨ ϓθΜ˯ˮ Ⱨ ψ︢ϤθΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ʺ ῇτ ΥΚϥρʺζχ ψᵙ πΚϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ᴪτṑμοꜛ χ τʺ ʺ ϥ τ ϤθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ΩμβϤ ϥάρΥπΦοΣϤʺ ΰοΜϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ρ ΰοΜϥρΦψᶚΰΜ˯ρḇαοΜϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ τṑϤʺ ΨάρΥπΦϦωʺ͍Τ πϜϢΜΤϣΣ ήϭτ“ΦθΜ˯ˮᴪπρϦθΦϟΞ

ϤψΣΜΰΤμθ˯ˮ₈έϧψ̓̓Υ Ϧϥχτ˯σςʺᴪ Ϟה∂ ϤΥ◘Μ ήϦʺ™ Ϟμοϙ

θΜρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ☼ χσΤτӤ῍Τ ṎϬβϥ ΥΜϦωʺΜμΰϡτϞϤθΜΥʺζΞΜΞ ψΜσΜ˯ρᾠμο

Μϥʻ 



ʾ ˮ ᶚΰΜ◘Μ ΥϢϙΥΠϥάρψσΜ˯ρᾠμοΜϥΥʺΚΦϣϛΦϦοΜσΜʻ 

ʾ ˮ ╣ χᴪ ΥϢΨ ϬΰοΨϦϥχπʺΞϦΰΜ˯ˮⅎψ‰ σχπʺ ϬήδϣϦσΜ˯ρᾠ

μοΜϥʻ 

 

 Ωựχ ◓ 

 

ʾ ͎ ΤὮῇχ∕ ṑϬ τʺῂ ʺзМРзГ˔Єдрτ τ︡Ϥ ϭπΜϥʻ 

ʾ ψꜛ τ☼ χ ᴞϬ ΜοΜϥʻϕΤχⱲḧψʺ ᵓτ θ ρ ΰθϤʺГйРϬᾋθϤ

ΰοΜϥʻϘθʺйϼзϵ˔ЄдрτϜⱲˑ╥ᴥΰοΜϥʻ 

ʾ ͍ ḧ τʺ☼ χựΨχ╘ ˢ◌⁯ у χΣⱬχ͍νˣτⱳ χּכπ ΤΪʺּכΜβπΣ╥Ϥ

ΰθρΦʺ τϘπϙθˮợχΣ╘˯ϬΜθιΦḇὣΰοΜθʻ 

ʾ ˮ ợχΣ╘ϬψαϛοᾋθΥʺῶ ◖ ΥψΫϘΰοʺᾋ︢μοΨϦοΜϥϢΞι˯ρ ΩϭπΜ

θʻ 

ʾ Ⱳˑ╣ χᴪ ρʺṓ Ḋτּכπᵰ βϥάρΥΚϥʻ 

ʾ ˮ ϜΞԁ Σ ήϭτ“ΪϥιϧΞΤ˯ρⱲˑνϐϞΨʻ 

ʾ  

 ͖ήϭχТϴϱІЄ˔Е 

 

♃  ͖ήϭ 

  

 72⅞ 

ʾὮ ̓̓ ̘Ὦ 

τΜθμθ  

͒ΤὮ ʺᴪ ΤϣṑμθΚρʺṓה∂ ΥӂΨσϤ ʻ τЕϱйτ

“άΞρ◘μθΥ֒ ΥΰόϦο οσΤμθʻ ʺ◕ χ ԚϬ ΰ

⅍ρ ήϦʺζχϘϘ Ԛΰθʻ 

͎ΤὮḧʺⱵ ρзМРзГ˔ЄдрϬ Ϊʺע ψ “Ṁπ ΪϥϢΞτ

σμθΥʺῇӹ ρΰο Φ︣ χ ˢ֒ ˣρὖ χ ᴝ ᵲΥ▪

μθʻꜛ ψ ₯Ϝ ΨʺβΩτ ϥάρψϚγΤΰΜθϛʺ∕ ṑχ

πʺꜛ ựΨτΚϥᵒῐ ὲ☼ τ ρσμθʻ75⅞τσμθϣʺ

ꜛ ρᴪ χθϛτ Ωῇχˮ ╥Ϥ˯ϬβϥχΥ πΚμθΥʺ͐

χ ╥Ϥψ ΰθʻ 

ᴪ  

ⅎψ Ộ︠ πΚϥʻ͏ χ◓ςϜχΞκʺ ψ χ◕τʺ╣ ψ α◕

τ ϭπΜϥʻϘθʺⱳ ψ 20 τ ₒΰοםᴪτṑμοΣϤʺᾝ∕Ϝ

͖ήϭ ρ ạΰοΜϥʻⱳ ψᵓּזỠϛϬΰοΜϥʻⅎρⱳ ψʺ

ᵓτ οΜϥʻ╣ χᴪ ˢ╣ ʺ ʺ ˣΥᵒῐτẸ πΚϥʻ 

Ϻ˔О˔Њр ⱳ  

χ ᶨ ệ 
͐ ΦϡΞιΜˢ◑ʾἳʾ ˣχⱳ ρΰοʺ ᾭ ᵤχ ήσ πӾκʺ

ψ Ộρ ẞ͎ χ ϬְϭπΜθʻ ᶨψἂΰΤμθΥʺᴪ ◘Μ



πΚμθʻ ˑ ρ Ϭ︣ ΜσΥϣ ᶘ Ϭ Ộΰʺ χ χ ᶘ Ⱳ

ψ σςχϯиНϱЕϬΰσΥϣ Ộΰθʻ ᶘ Ộῇψʺ Φσ

Υϣựᾉχ ḧ‰ τ Μʺ ḧ ᶘϬ ỘΰθʻζχΚρʺΰωϣΨψự

ᾉχ Ⱶᴪχ ϬΰοΜθΥʺ30⅞πṑ ΰʺ῝ּזτ ΰθʻ 

Ὣₒΰοԁ ╣ ϬϜΞΪθΥʺ ψ ῇ͍ ḧπ♂ ΰθʻ45⅞χρΦ

τ ῇ͍ ḧπ Ψσμθ χằ χθϛʺ55⅞χρΦτψ χθϛ

τʺẈᴭϬ ΰσΥϣ◌⁯ у χˮ ╥Ϥ˯Ϭΰθʻ58⅞χρΦ

τʺ χὲῴ π‰ὬӊϬ◙ ήϦʺựΨχ ᴬӺԚϬ ΰθρά

ϧʺ‰Ὤӊ ρ ήϦθʻ το ΜΚΜιὬӊψЀрЕк˔иπΦ

οΜθʻ῝ּזτỠϛοΜϥρΦψʺϘαϛπΚϤʺᴪ πϜᾗᶊσ πΚ

μθʻ60⅞π ΰθΚρψʺᴪ ρה∂ ϤϬ ρΰοᶚΰϭπΜ

θϕΤʺ65⅞χρΦʺ Ψσμθ◑Ϟ χθϛτ͏ χˮ ╥Ϥ˯Ϭΰ

θʻᴪ πה∂ ᶏΰθϜχϞʺ μοΦθậϬꜛ π ϓθϤʺᴪ τ

ϓήδθϤβϥχΥᶚΰϙιμθʻ 

τΣΪϥ ʾ

ᴪ σςχ  

͖ήϭχ ʿ ϦθρΦψϜΞ ΨάρψπΦσΜρ◘μοΜθχτʺά

ϭστ ΨάρΥπΦϥϢΞτσμθʻзМРзГ˔ЄдрϬ“μοꜛ τ

ṑϤʺꜛ ΰθ ᶨϬΰθΜʻ͍Τ πϜϢΜΤϣΣ ήϭτ“ΦθΜʻ 

ⅎϞⱳ χ ʿꜛ τṑμοʺ Ԛ χϢΞσ ᶨϬΰοϜϣΜθΜʻ

τϜ“ΪϥϢΞτσμοϕΰΜʻϘθʺꜛ πϢΜΤϣΜμΰϡτΣ

τ“ΦθΜʻ 

ζχ   

 

 ͖ήϭχϯЈІЮрЕ (1)  

 

͍. χ ệˢ Ṑ ʾ   ˗ὲῴ ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

1 
ᵒῐ Ỹ ˗ ᵲ

ẘ 
ᵒῐ͎ 

2 
‰ χיּ ᶨꜛ

 
ψσΜʻ 

3 
ᵲχ ệˢ ʾ ʾ

ˣ 

ᵲ‰ χיּ ᶨꜛ ʿ͖͍ ⅍χῇӹ ˢ֒

ʺ ᴝ ᵲˣ 

4 ᾝ∕χΣϜσכḆ ‰Ὤӊ  

5  
Ὤӊ‭ᴞ−ʺ ϬϞϩϣΤΨβϥθϛχ ˢ▒ᴟЫϽКЄϳ

Эˣ 

6 Ṍᴁ  ⅍ 

7 ⱲχНϱЌиЂϱр ᴛʿ36.0˙36.3̆ʺᾦẊʿ18˙20ᵕ˗ ʺ ʿ62ᵕ˗



ʺὬӊʿ135˗85mmHg  

8 ζχ  ♪ ʺ ʿρϜτ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

͎. ᶨχ ệˢᶨ ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

9 ᴪⱧ ᴪⱧψⅎΥβϓο“μοΜϥʻ  

10 ӱ  

ὲ ˢ₮ ˣχ Ϭ ΰοṞΦ

ΥϤʺ ℅ӡτσϥάρΥπΦϥʻ

Ԛ ῇψ “ṀϬ► ΰο Μο

ΜθΥʺ ͍ΤὮχзМРзГ˔Є

дрτϢϤ ᴞ♥ ἇϬνΪοʺ

50m χ “Υᴦ ρσμθʻ

ΰΤΰʺ ₯ϬׇΠϥρΦτ ΰώ

ϣνΨθϛʺᾋ︢ϤΥ πΚϥʻ 

ˮᵰϜӗ τӱ ΰθΜ˯ˮ∩

Ϟᵬ Ϝʺ Ϭ►μοӱ πΦ

ϥϢΞτσϤθΜ˯ˮ ᴞ♥

ἇϬνΪγʺώνΞχἚϬψΜ

ο ΦθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

11 αθΨ 

ⱦϙΥΦʺΞΥΜʺ ψꜛ ΰο

ΜϥʻΩựψϕρϭςЕй˔З˔Ϭ

οΜϥχπʺ Ӷψꜛ ΰοΜ

ϥʻθιΰʺἚᴞϬψΨχτⱲḧΥ

ΤΤϥθϛʺⅎΥΜϥρΦψᵒ ΰ

οϜϣμοΜϥʻЩЌрψꜛ πρ

ϛϥάρΥπΦϥʻ 

ˮΜνϜάχϢΞσ ΰΤ ο

ΜσΜΤϣΚϭϘϤקΨϒψ“

ΤϭχϢ˯ρᾠμθάρΥΚ

ϥʻ ψʺˮ ΰΣΰϝϦϬ

ΰοᵰ ΰθΜ˯ρ◘μοΜ

ϥʻ 

12 Ⱨ 

ᾝ∕ψʺβϓο☼ χ Ⱨˢᾚת

ˣπΚϥʻ͍ π ⱧϬβϥάρ

ΥπΦϥʻậσςχ ϬϕΩβάρ

ψ₉ ιΥʺΚϣΤαϛϕΩΰοΣ

Ψρʺ֒︣τ χ ΜІФ˔рϬⱱ

μο ϓϥάρΥπΦϥʻ ψΚ

ϤʺᴡπϜΣΜΰΨ ϓοΜϥʻ 

ᴪ πה∂ ᶏΰθϜχϞʺ

μοΦθậϬꜛ π ϓθϤʺ

ᴪ τ ϓοϜϣΞχΥᶚΰϙ

ιμθʻᾝ∕ψʺ ⱧϬˮΣΜ

ΰΨ ϓθΜ˯ˮ Ⱨ ψ︢

ϤθΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

13  

ψꜛ πЕϱйτ“ΪϥΥʺ

ḧψώϣνΨάρΥΚϥχπʺЦА

Жπ ṀϬ► ΰοΜϥʻ χᵕ

ψʺ͍ ͒˙͓ᵕˢζχΞκ ḧ

͍ᵕˣπΚϥʻ ψ͍ ͍ᵕΚϥ

Υʺ ΥΤθΨʺϘθ Υσ

Μρṓτσϥθϛʺ ῇʺ ϬϞ

ϩϣΤΨβϥθϛχ ˢ▒ᴟЫϽК

ЄϳЭˣϬ ΰοΜϥʻ ψ

τρϦοΜϥʻ 

ˮ ʺ ῇτ ΥΚϥ

ρʺζχ ψᵙ πΚϥ˯ρᾠ

μοΜϥʻ 

14 ʾ Ὡ ⱱ ԁ πʺԁ ᵒ τϢϤ ΰο ˮᴪτṑμοꜛ χ τʺ



Μϥʻ ʺ ϥ τ ϤθΜ˯ρ◘μ

οΜϥʻ 

15  ῨπΚϥʻ 

ˮΩμβϤ ϥάρΥπΦοΣ

Ϥʺ ΰοΜϥ˯ρᾠμοΜ

ϥʻ 

16 ЀЬвИϾ˔Єдр 

 ᴝ ᵲΥΚϤʺψμΦϤ ᴝπΦ

σΜάρΥΚϥΥʺϠμΨϤ ᴝβ

Ϧωʺꜛ χӪ◘Ϭ ︣τ Πϥά

ρΥπΦϥʻⅎρⱳ ψ ᵓτ

οΣϤʺ͎ ρ ΰοΜϥρΦψ

ᶚΰζΞπΚϥʻ 

ˮ ρ ΰοΜϥρΦψᶚΰ

Μ˯ρḇαοΜϥʻ 

 

͏. Τήˢ╥ᴥˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

17 Ӫ ʾ ΦΥΜ 

͎ΤὮῇχ∕ ṑϬ τʺῂ

ʺзМРзГ˔Єдрτ τ︡

Ϥ ϭπΜϥʻ ψꜛ τ☼

χ ᴞϬ ΜοΜϥʻ 

ˮꜛ τṑϤʺ ΨάρΥπΦ

Ϧωʺ͍Τ πϜϢΜΤϣΣ

ήϭτ“ΦθΜ˯ˮᴪπρϦ

θΦϟΞϤψΣΜΰΤμθ˯

ˮ₈έϧψ̓̓Υ Ϧϥχτ˯

σςʺᴪ Ϟה∂ ϤΥ◘Μ

ήϦʺ™ ϞμοϙθΜρ◘μ

οΜϥʻ 

18 ᴭχᵃέΰ  

ψꜛ τ☼ χ ᴞϬ Μ

οΜϥʻϕΤχⱲḧψʺ ᵓτ θ

ρ ΰθϤʺГйРϬᾋθϤΰο

ΜϥʻϘθʺйϼзϵ˔ЄдрτϜ

Ⱳˑ╥ᴥΰοΜϥʻ 

ˮ☼ χσΤτӤ῍Τ ṎϬβ

ϥ ΥΜϦωʺΜμΰϡτϞϤ

θΜΥʺζΞΜΞ ψΜσΜ˯

ρᾠμοΜϥʻ 

19 ᶤˢᴪ  ᵓˣזּ˗

τỠϛοΜϥρΦψʺϘαϛπזּ῝

ΚϤʺᴪ πϜᾗᶊσ πΚμ

θʻ ῇψʺᴪ πה∂ ᶏΰθ

ϜχϞʺ μοΦθậϬꜛ π ϓ

θϤʺᴪ τ ϓοϜϣΞχΥᶚΰ

ϙιμθʻ 

ˮᶚΰΜ◘Μ ΥϢϙΥΠϥά

ρψσΜ˯ρᾠμοΜϥΥʺΚ

ΦϣϛΦϦοΜσΜʻ 

20 ζχ  

͍ ḧ τʺ☼ χựΨχ╘ ˢ◌

⁯ у χΣⱬχ͍νˣτⱳ

χּכπ ΤΪʺּכΜβπΣ╥Ϥΰθ

ρΦʺ τϘπϙθˮợχΣ╘˯Ϭ

ΜθιΦḇὣΰοΜθʻ 

ˮợχΣ╘ϬψαϛοᾋθΥʺ

ῶ ◖ ΥψΫϘΰοʺᾋ︢

μοΨϦοΜϥϢΞι˯ρ Ω

ϭπΜθʻ 

 



͐. ḕẽˢḕẽԍ◓ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

21 ᶨḕẽ 

ᵒῐ ὲ☼ τ ΰοΜϥʻ

ạעψ͎ ᴒπʺᴀτӡ βϥЦ

АЖϬ ΰοΜϥʻЕϱйψạע

χựΨτΚϥʻ 

 

22 ᶨτ σ ἇ 
ʺ ᴞ♥ ἇʺ Ⱨχθϛχ χ

ΜІФ˔рσςʻ 
 

23 Ὂↄ ệ 
Ⱳזּ῝ Τϣχ Ỳρ ῇχ Ỳ

ΥΚϤʺ ᶨτψ₉μοΜσΜʻ 
 

24 ᴪ ḩἰ 

ⅎψ Ộ︠ πΚϥʻ͏ χ◓ςϜ

χΞκʺ ψ χ◕τʺ╣ ψ

α◕ τ ϭπΜϥʻϘθʺⱳ ψ

20 τ ₒΰοםᴪτṑμοΣ

Ϥʺᾝ∕Ϝ͖ήϭ ρ ạΰοΜ

ϥʻⱳ ψᵓּזỠϛϬΰοΜϥʻⅎ

ρⱳ ψʺ ᵓτ οΜϥʻ╣

χᴪ ˢ╣ ʺ ʺ ˣΥᵒῐτ

Ẹ πΚϥʻ 

ˮ╣ χᴪ ΥϢΨ Ϭΰο

ΨϦϥχπʺΞϦΰΜ˯ˮⅎψ

‰ σχπʺ ϬήδϣϦσ

Μ˯ρᾠμοΜϥʻ 

25 
Ђ˔РІˢ ˣχ

ệ 
ᵒῐ ὲ☼ τ ΰοΜϥʻ  

26 ζχ    

 

͑. ζχ ˢᾤ ԍ◓ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

27 ᴣ Ḣʾ Ḉ 

ᶨψἂΰΤμθΥʺᴪ ◘ΜπΚμθʻᾝ∕ʺᵒῐ ὲ☼ π

ψʺ͎ΤὮῇχ∕ ṑϬ τʺῂ ψзМРзГ˔Єдрτ

τ︡Ϥ ϭπΜϥϕΤʺ ψꜛ τ☼ χ ᴞϬ ΜοΜϥʻ 

28 ᶊˢᾤ ˣ 
ώιϭψΣιϞΤπΚϤʺ ρ ϬβϥάρΥῨΦπΚϥʻḹᾧσ Υ

ΚϤʺԁ ὨϛθάρψΩῇϘπΥϭωϥʻ 

29 ᶨ ʾ  

͐ ΦϡΞιΜχⱳ ρΰοʺ ᾭ ᵤχ ήσ πӾκʺ ψ Ộ

ρ ẞ͎ χ ϬְϭπΜθʻ ḧ ᶘϬ Ộῇʺ Ⱶᴪ ϬὊο

τזּ῝ ʻԁ ╣ ϬϜΞΪʺ ῇψᴪ ρה∂ ϤϬ ρΰο

ᶚΰϭπΜθʻằ Ϟᴪ χθϛτ◌⁯ ╥ϤϬὓ͏ᵕ“μθʻᴪ

πה∂ ᶏΰθϜχϞʺ μοΦθậϬꜛ π ϓθϤʺᴪ τ ϓο

ϜϣΞχΥᶚΰϙιμθʻ 



30 Ṫ 
︣ ΥṀ πΚϤʺ ϤḙτῬ ϬᴥΠϥάρϜΚμθʻϘθʺᴪ ∂

ϬϜκʺθΨήϭχה ∂Ϭ ᶏΰοΜθʻ 

31 ͍ χᵃέΰ  
ψ͑ⱲτṞ ʺ21Ⱳτ βϥʻῂ χзМРзГ˔Єдрρʺ

χꜛ σ ᴞχ “ψὧΤήσΜʻ 

32 ζχ  
Ⱳˑ╣ χᴪ ρʺṓ Ḋτּכπᵰ βϥάρΥΚϥʻϘθʺˮϜΞ

ԁ Σ ήϭτ“ΪϥιϧΞΤ˯ρⱲˑνϐϞΨʻ 

 

 ͖ήϭχϯЈІЮрЕ (2)  

 

ϯЈІЮрЕ

‮ ‹ 
 χᵔּתʾḩ ξΪʾ ›ᴟ ᴿ  

ӡ 

10, 12, 17, 19, 

30 
 

͖ήϭψʺᴪ πה∂ ᶏΰθϜχ

Ϟʺ μοΦθậϬꜛ π ϓθ

Ϥʺᴪ τ ϓοϜϣΞχΥᶚΰϙ

ιμθτϜΤΤϩϣγʺ ⅍π

χ ԚρσμοΰϘμθʻꜛ τ

ṑμοʺᴪ Ϟה∂ Ϥτ“Ψτ

ψʺᾝ∕χ “ϞώϣνΦχ π

ψ πΚϥρΚΦϣϛοΰϘμο

ΜϥχπψσΜΤʻϘθʺᴪ ה∂

Ϟ ϤϬΚΦϣϛγτṆ ϬϜνά

ρτϢμοʺ͖ήϭχ ᶨϒχӪ

Υ ϥχπψσΜΤʻήϣτψʺꜛ

χ Ϥ ἇϬʺ︣χзМРзГ˔

ЄдрϜέφο︣ ϦβϥάρτϢ

μοʺᶚΰϙτνσΥϥχπψσΜ

Τʻ 

χᴪ Ϟה∂ ϤϬΚ

Φϣϛγτ“Ξάρπʺ

ᶨϒχӪ Ϭ︡Ϥ β

ΥΚϥʻ 

 

10, 17, 20, 27, 

31, 32 
 

͖ήϭψʺ͎ΤὮῇχ∕ ṑϬ

τʺῂ зМРзГ˔Єдрτ

︡Ϥ ϭπΜϥʻϘθʺ ψꜛ

τ☼ χ ᴞϬ ΜοΜϥʻΰ

Τΰʺ͖ήϭχṆ πΚϥΣ ╥

Ϥτ“ΪϥϢΞτσϥθϛτψʺϜ

μρӗ πʺӗ ΰθ “ρʺώϣ

νΤσΜ◒ Ϭ νάρΥ τσ

ϥρ◘ϩϦϥʻ₈ψ “Ἡ Ϭβϥ

άρτϢϤᵰ Υᴦ ρ◘μοΜϥ

Υʺ╘ ψ╦ᴀτΚϥάρΥ Μʻ

ζχθϛτψʺּכΜβχ ϒכּʺ

χ ‭ʺӱ χּכ πχ℅ӡ

Σ τ“Ψθϛτψʺּכ

Μβχ ΜβכΤϣּכּʺ

ϒχӱ ˢּכϒχ ‭ˣʺ

ӱ χּכ πχ℅ӡ

ⱱʺ ʾᵬ ʾ╦ χ

“σςΥ τσϥʻ 

 



ⱱʺ ʾᵬ ʾ╦ χ “σςΥ

τσϥʻϘθʺΣ ╥Ϥτ“

ΨρΦʺΣ╘Ϭ ΪϥϢΞτ֒︣χ

Ἡ Ϝ πΚϥʻ 

3, 16, 20  

͖ήϭτψ ᴝ ᵲΥΚϤʺψμΦ

Ϥ ᴝπΦσΜάρΥΚϥΥʺϠμ

ΨϤ ᴝβϦωʺꜛ χӪ◘Ϭ ︣

τ ΠϥάρΥπΦϥʻΣ╥Ϥχ∑

τꜛ π בֿ ὊϬρσΠϥάρτ

ϢϤʺϢϤ ḇϞάάϧχ κ

ΦϬ ϣϦʺᾠ῎Ἡ τϜνσΥϥ

χπψσΜΤʻ 

╥ Ⱳτ ḇϞάάϧχ

κ ΦϬ ϥθϛτψʺ

בֿ ὊϬꜛ πρσΠϥ

ΥΚϥʻ 

 

4, 5, 13  

͖ήϭψʺ ψꜛ πЕϱйτ“

ΪϥΥʺ ḧψώϣνΨάρΥΚϥ

χπʺЦАЖπ ṀϬ► ΰοΜ

ϥʻ ψ͍ ͍ᵕΚϥΥʺ ΥΤ

θΨʺϘθ ΥσΜρṓτσ

μοΰϘΞʻ ΥṓτσϥΚϘ

ϤʺΚϘϤếΨΜΦϚρὬӊ τ

ϜνσΥϥᴦ ΥΚϥʻᾝ∕ʺ

ϬϞϩϣΤΨβϥθϛχ ˢ▒ᴟЫ

ϽКЄϳЭˣϬ ΰοΜϥΥʺ

ⱧχḚ ρ ︡ϜԏΦνξΦ

“Μʺ ṛ ΰΜ ḈϬ

νΪϥάρΥ πψσΜΤʻ 

ϬϞϩϣΤΨβϥθϛχ

Ϭ ΰοΜϥΥʺ Ⱨ

χḚ ρ ︡ϜԏΦν

ξΦ “Μʺ ṛ

ΰΜ ḈϬνΪϥάρ

Υ πΚϥʻ 

 

11, 19, 20  

͖ήϭψ χᴪ ϬΚΦϣϛה∂

γṆ ϬϜμοΜϥʻᾝ∕ψЕй˔

З˔Ϭ οΜϥΥʺ ψˮ ΰΣ

ΰϝϦϬΰοᵰ ΰθΜ˯ρΜΞ◘

ΜΥΚϥʻ͍ ḧ τʺ☼ χựΨ

χ╘ τⱳ χּכπ ΤΪʺּכΜβ

πΣ╥ϤΰθρΦʺ τϘπϙθ

ˮợχΣ╘˯Ϭ ΪοḇὣΰοΜ

θʻ 

ḻΜϬΤσΠϥθϛτꜛ

πΣ╘Ϭ Ψ ΥΚϥʻ 
 

 



 

 ͖ήϭχᵒῐὓᵊ  

 

♃ ʿ       ͖ήϭ 

 

ṍ ˢṍḧʿ͒ΤὮˣ 

ӗ πӗ ΰθ “ΥπΦʺΣ τ“ΨάρΥπΦϥʻ 

 

ᴿ  
ṍ  

 
ṍḧ ἇ σכ ʾ   

Σ τ“Ψθϛτ

ψʺּכΜβχ Τכּʺ

ϣּכΜβϒχӱ ʺӱ

χּכ πχ℅ӡ ⱱʺ

ʾᵬ ʾ╦ χ “

σςΥ τσϥʻ 

ρ ᴞ

♥ ἇπ

ʺ30cm

χᵬ

ʺ∩Ϭ

ΨάρΥπ

Φϥʻ 

͏ΤὮ

ˢ̞ˣ 

“χᵒ  Ἡ Ϟע ᴞ

σςπψʺ χ “Ϭ

ΰθϤМРзГ˔Єдр

Ϭ“ΞʻϘθʺἩ χע

30cm χᵬ ʺІк˔Ф

σςϬ ΰοʺᵬ Ϟ∩

Ϭ ΰθзМРзГ˔Є

дрϬ“Ξʻᵒῐ ψʺ☼

χϘϩϤϬ╩ βϥ∑

τʺ͖ήϭΥ ΰσΜϢ

Ξτ “χᵒ Ϭ“Ξρρ

Ϝτʺꜛ ϬᶚΰϚᾠ Τ

ΪσςϬ“Ξʻ 

 

 

ϒχכּ

‭ΥπΦ

ϥʻ 

͏ΤὮ

ˢ̞ˣ 

ӱ χᵒ  Ἡ σςע

πʺּכΜβϬ► ΰθӱ

χᵒ Ϭ“ΞˢάϦψʺΚ

ΨϘπϜʺ╘ ϬΣ╥Ϥβ

ϥ∑χᵒ Ϭ ΰο“Ξ

ϜχπΚϤʺώιϭΤϣּכ

Μβχ► Ϭ ρβϥϜ

χπψσΜˣʻ 

 

 

ӱ χ

χכּ πӗ

ΰθ℅ӡ

Ϭρϥάρ

ΥπΦϥʻ 

͏ΤὮ

ˢ̞ˣ 

πχᵰכּ כ ˢᴪ ϒ

χӢ ˣ ╣ χᴪ χẸ

Ϭ σΥϣʺ͖ήϭΥᵰ

βϥ∑τʺᴪ τϜה∂

Ϧο“μοϜϣΞʻ ᶏπ

ΦϥϜχΥΚϦωʺ͖ήϭ

τρμοϜϣΞʻ 

Ⱳ 

ḻΜϬΤσΠϥθϛτ

ꜛ πΣ╘Ϭ Ψ Υ

Κϥʻ 

Σ╘Ϭ Ψ

άρΥπΦ

ϥʻ 

͏ΤὮ

ˢ̞ˣ 

Ṝˢ ⱫϬ Ψˣχᵒ  

͖ήϭτ ṜϬ Μοϙϥ

άρϬββϛϥʻ ⱫϬ

ΜοϜϣΞ∑τψʺβϓϤ

τΨΨʺ ӊΥֿפΨοϜ

Ϊϥ Чрσςχ Ṝ ἇ

 



Ϭ Ӫβϥʻ 

╥ Ⱳτ ḇϞάά

ϧχ κ ΦϬ ϥθϛ

τψʺ בֿ ὊϬꜛ π

ρσΠϥ ΥΚϥʻ 

בֿ ὊϬ

ρσΠϥά

ρΥπΦ

ϥʻ 

͎ΤὮ 

ΣὊϬρσΠϥάρχᾋ︢

Ϥ Ṟ Ⱳτ͍ᵕϠμΨϤ

בֿ ὊϬρσΠοϜϣΞʻ

Ω ψΜβτ℅μθ π

ρσΠοϜϣΜʺ◒ Υӗ

ΰοΦθϣ ˑτ μο

“μοϜϣΞʻϘθʺᴪ

Υ ᵓτ θρΦτψʺᴪ

ρΜμΰϡτρσΠοϜ

ϣΞʻ 

 

ϬϞϩϣΤΨβϥθ

ϛχ Ϭ ΰοΜϥ

Υʺ ⱧχḚ ρ

︡ϜԏΦνξΦ “

Μʺ ṛ ΰΜ

ḈϬνΪϥάρΥ

πΚϥʻ 

Υ

ΚϤʺβμ

ΦϤρΰθ

ṓⱱκπΜ

ϥάρΥπ

Φϥʻ 

͍ΤὮ 

χᵒ  ήϦθ

ˢ▒ᴟЫϽКЄϳЭˣϬΦ

κϭρ πΦοΜϥΤς

ΞΤϬᶎ ΰʺṜ βϥʻ 

ⱧΣϢόῢ‘Ͼϯ Ⱨ

χ Ϟ ʺ χ ︡

σςϬᶎ ΰʺṜ βϥʻ

Ϙθʺ ⱧΥ ϩμοΤϣ

ῢ‘ϾϯϬ“Ξʻζχ∑ʺ

֒ τ ▪ ΥσΜΤτ

ṓϬνΪϥʻ χᵒ  

ᶨ Ḉρΰοʺ ῇτ

Еϱйτ“Φʺ ΰοϜ

ϣΞϢΞτכ βϥʻ 

 

χᴪ Ϟה∂ Ϥ

ϬΚΦϣϛγτ“Ξάρ

πʺ ᶨϒχӪ Ϭ︡Ϥ

β ΥΚϥʻ 

ᴪ ה∂

τ“Φʺ

Ϭβϥά

ρΥπΦ

ϥʻ 

͎ΤὮ 

ᴪ ϒχה∂ “ˢᴪ

ϒχӢ ˣ ╣ χᴪ χẸ

Ϭ σΥϣʺ͖ήϭΥᵰ

βϥ∑τʺᴪ τϜה∂

Ϧο“μοϜϣΞʻ ᶏ

πΦϥϜχΥΚϦωʺ͖ή

ϭτρμοϜϣΞʻ 

Ⱳ 

 

Ϥχ

ἇσςϬ︣

Ϧβϥά

ρΥπΦ

ϥʻ 

͎ΤὮ 

Ϥ ἇχ︣ Ϧχכ  

ᴦ πΚϦωʺᴪ Υ ᵓ

τ ϥ∑ʺ Ϥ ἇχԁ

Ϭ☼ τⱱμοΦοϜϣ

Μʺ͖ήϭΥῨΦσρΦτ

︣ ϦπΦϥϢΞτβϥʻ

ᵒῐ ψʺζχ︣ ϦϬᾋ

︢ϤσΥϣʺᾠ ϬΤΪ

ϥʻ 

Ⱳ 

 

ˢ̞ˣ ṍ τνΜοʿ͖ήϭψ͎ΤὮῇχ∕ ṑϬϛίΰοΜϥΥʺ ῇϜ͖ήϭχ ϬΤσΠϥθϛτ ӽ

ᶧϾϯЄІГЭϬᶨ ΰʺ ᵒῐˢДϱЂ˔РІˣʺ зМРзГ˔Єдрχ Ϭβϥʻ ψᵒῐ◦כ

ԌρϢΨ ΰ›Μʺ ῇϜὋ βϥθϛʺṍḧϬ͏ΤὮρΰθʻ 

 



 

 ͖ήϭχם☼ ᴣ  

 

♃יּ ʿ ͗ˢᵒῐ ♅●ˣ 

 

☼ם ệ  ᴣ 

Σ τ“ΨάρΥπΦϥρΜΞṆ ΥπΦʺ “

Ϝӗ ΰοΦθʻᴪ χẸ Ϝ οᵰ βϥάρϜ

Ψσμθʻᵰ Ⱳψ ӗΥΚϥθϛτּכΜβϬ► ΰ

οΜϥΥʺ Υ Μράϧπψˮꜛ π Ψ˯ρᾠ

μοꜛ ΰο “βϥʻΣⱬχ ψ ₯Υ ΜΥʺ

ΰγν Ψẩ Ϭ ΨΰοΜϥʻ 

ϕρϭςΚΦϣϛοΜθΣ τ“ΪϥρΜΞ Υπ

Φθ͖ήϭχ ψ ϥΨσϤʺ╣ ρᵰ ΰθΚ

ρʺ☼ τṑμοΨϥρʺζχρΦχ ◓ϬϢΨ ΰ

οΨϦϥϢΞτσμθʻ 

ΚϥΣⱬπ͖ήϭψʺ τϘπϙθợχΣ╘ϬΜθ

ιΜθʻˮῶ ◖ ΥψΫϘΰοʺᾋ︢μοΨϦο

ΜϥϢΞι˯ρ ΩϭπΜθʻζϦΤϣψϕρϭς╣

χᴪ Υ οΨϦϥ Ϭ κτβϥϢΞτσμ

θʻᵰ χ ◓σςϬ Ṝτ ΜοΜϥΥʺⱫΥ ΰ

γν πΦϥϢΞτσμοΦοΜϥʻ 

ợχΣ╘ϬΜθιΜθρΦψˮ ΦοΜοϢΤμθ

˜˜˯ρḇὣΰοΜθʻάϦπϘβϘβΣ ϒχ

ΥᾝםτσμθχπψσΜιϧΞΤʻ 

͖ήϭχạעψ͎ ᴒπΚϥθϛʺḧעχ τṓ

ϬνΤΜʺ ᴞχЦрЎτ℅μο בֿ ὊϬρσΠϥ

άρΥΚϥʻϠμΨϤρʺ͏ᵕΩϣΜτ ΪορσΠ

οΜϥʻΩựψ ΦσώϣνΦϜσΨʺ℅ӡϜӗ ΰ

οΦοΜϥʻ 

Ⱳτψ χ Υʺ͖ήϭρΜμΰϡτיּ ᴞχЦр

Ўτ℅μο בֿ ὊϬρσΠοΜϥάρΥΚϥʻ ρ

ϬβϥάρΥῨΦσ͖ήϭτρμοψʺϢΜЀЬв

ИϾ˔ЄдрχṐᵓρσϥρ◘ϩϦϥʻ 

χ ψꜛᾪḚ πΦοΜϥʻ ῇτЕϱйτ

“ΨάρϜ ḈτσϤʺЕϱйπχ℅ӡϜӗ ΰοΜ

ϥʻΰΤΰʺ χσΜ ψṐόΥΚϘϤϢΨσΜʻ

Ϙθʺ ψЕϱйτ“μθΚρʺ γ ẚβϥρὨ

ϛοם“ΰοΜϥʻὬӊψӗ ΰοΜϥʻ 

͏˙͐ τ͍ᵕΩϣΜχ πʺ χσΜρΦΥΚ

ϥʻἇ τψʺ10 ḧ Еϱйπ℅μοΜϥ

ΥʺζϦӟ τσϥρὬӊρ◒ χӗ Ϭ― ΰο

βϥʻ 

╣ ρᵰ βϥρΦʺᴪ τṄϥάρΥה∂ Ψσ

μθʻ ∂ΥםμοΜϥρʺּכΤϣ‭ϤορμοΜ

ϥʻζχρΦψ Ḻπʺ╣ τⱱμοṑϥϢΞτᾠΞ

ζΞπΚϥʻσΣʺ Ϥ ἇψϘι☼ τⱱμο ο

ΜσΜʻ͖ήϭϜʺ︣ ϦϬβϥ ΥσΜρΜΞά

ρπΚϥʻ 

χ ρϤψᴪ τ◙ꜘϬΰοΜϥΥʺЕЫЕΥπΦ

οΜθρΦψʺ◘ϩγ͍ν ϓοʺˮΣΜΰΜ˂˯ρ

νϐϞΜθρχάρπΚϥʻ 

 

ṓξΜθάρˢ θ

σᴿ Ϟᴦ ˣ 

1. ϜΞԁ ΦθΜρ◘μοΜθρΦρʺợχΣ╘ϬΜθιΜθΚρπψ Υ

ӸΞϕΤʺᶚΰϭπ “Ἡ ϬΰοΜϥʻιϭιϭρΜϧΜϧσάρΥᾝםτ

σμοΜΨάρψ θσ τνσΥϥʻ 

2. ᵰ χ Υ╣ χΣ ήϭτΣḻΜβϥάρΥ ΨσμοΜϥʻ 

3. ꜛ χ τΰΤμο ΰοΜϥΥʺйϼзϵ˔Єдрτψᾠ ΤΪϬΰσ

Μρ╥ᴥΰσΜάρΥΚϥʻ 

4. χΚϥ  ρχΤΤϩϤτρϘςμοΜϥϢΞπΚϥʻיּ

 



 

 ˲ᵔ ˳͖ήϭχᵒῐᵃ τνΜο 

͖ήϭψʺˮ ϦθρΦψϜΞ ΨάρψπΦσΜρ◘μοΜθχτʺάϭστ ΨάρΥπΦϥϢΞτσ

μθʻзМРзГ˔ЄдрϬ“μοꜛ τṑϤʺꜛ ΰθ ᶨϬΰθΜ˯ρʺ͎ΤὮῇχ∕ ṑϬ τ

ớ τзМРзГ˔ЄдрτψΫϭπΜϘβʻ 

ΚϥρΦʺᵒῐ Υ “χ ϬΰοΜϥ͖ήϭτʺˮ͖ήϭχ ψᴡπβΤˁςΞΰοζϭστΥϭωϥ

άρΥπΦϥχπβΤˁ˯ρ ΜθράϧʺάϦϘπ Ψσμθ ◓Ϟ ʺ◑Ϟ χθϛτ͏ ʺ◌⁯

у χ ╥ϤϬΰοΦθάρʺⱳψꜛ Ϟᴪ χθϛτ╥ϧΞρ◘μοΜθ τʺάχ ṓτσμ

οΰϘΜʺᾝ∕ψ ΨάρΥϞμρσχπʺ πΚμθ͐ χ ╥Ϥψ ιρΚΦϣϛοΜϥΥʺ͍

Τ πϜϢΜΤϣΣ ήϭτ“ΦθΜρ◘μοΜϥάρϬ ΰοΨϦϘΰθʻ 

Ϙθʺ͍ ḧ τʺⱳ Υ͍Τ ιΪπϜΣ╥ϤΰϢΞρʺ☼ χựΨχ╘ ˢ◌⁯ у χΣⱬχ͍

νˣτּכπ Ϧο“Φʺẽ ϒψּכΜβπΣ╥ϤΰθάρʺζχρΦʺ τϘπϙθˮợχΣ╘˯ϬΜθι

ΜοḇὣΰθάρϬọ ṓ τ ΰοΨϦϘΰθʻ 

άχρΦʺˮợχΣ╘ϬψαϛοᾋθΥʺῶ ◖ ΥψΫϘΰοʺᾋ︢μοΨϦοΜϥϢΞι˯ρʺ Ω

ϭπΜθάρΤϣʺжϱТм˔ϼπΚϥ ╥ϤϬΚΦϣϛγτΜϥάρΥϩΤϤϘΰθʻ 

͖ήϭχ Ϭ Μθᵒῐ ψʺˮ͖ήϭψʺ◕ χ╘ ιΪπϜΣ╥ϤϬΰθΜρ◘μοΜϥχπψσΜ

Τ˯ˮ₈ᵕψꜛ Ϟᴪ χθϛτΣ╥Ϥβϥ πΚμθχπʺρΨτάιϩμοΜϥχπψσΜΤ˯ρ◘

Μʺζχ χϾϯϸрТϮйрІπ ⁮ʾ ΰοϙϘΰθʻ 

ϾϯϸрТϮйрІπψʺˮꜛ τṑϥάριΪπσΨʺ ╥ϤϬ ρβϥάρπʺ ῇχϢϤἇ

σ ὓΥπΦϥχπψσΜΤ˯ˮ₈χ͖ήϭχ ◓πΚϦωʺ “ ϬΣ╥Ϥβϥ ϜΚϥχπψ

σΜΤ˯ρΜΞӪᾋπϘρϘϤϘΰθʻ 

ϜρϜρψˮ∕ ṑ˯Ϭ ρΰοʺϾϯФжрˢ☼ Ђ˔РІὓᵊˣϞᵒῐὓᵊϬ οοʺзМРзГ

˔ЄдрϬ τ“μοΜϘΰθΥʺ₈ᵕʺˮ͖ήϭχ πΚϥ͐ χ ╥ϤϬםᾝήδϥάρ˯Ϭ

τᴥΠʺζχθϛτ σάρϬ͖ήϭρΜμΰϡτᾁ ΰϘΰθʻ 

Ϙγʺ͖ήϭψʺ☼ π ϣσ ᴞϬ ΨἩ ρꜛ χ ₯ϬׇΠϣϦϥ χἩ ΰΤ“μοΜϘδ

ϭʻΰΤΰʺΣ╥ϤϬβϥθϛτψʺΤσϤ‰Μ ₯Ϟ₳ Ϭӗ τ ΨάρΥπΦϥ ΥΚϤϘβʻ 

ήϣτʺϕρϭςχΣⱬψ╦χσΤτΚϥθϛʺἱּהΥᾗΰΨʺσΣΤνᵬ τψ︣βϤΥσΜ ›Υϕρ

ϭςπβʻẽ χᵬ Ϝ͍ χ‰ήΥ‰ΜθϛʺΤσϤχᴞ♥Ừ ρНжрІḇᶐΥ πΚϥάρΥ―Π

ϣϦϘΰθʻ 

ϘθʺΣ╥ϤϬβϥθϛτψʺΣ╘Ϭ ΤσΪϦωσϤϘδϭʻ͖ήϭψ Φ︣πΚϥ֒︣τ ΥΚϤʺ

ꜛ ήψΚϤϘβΥʺ͖ήϭχṆ τϢϤ֒︣π ⱫϬ Ψ Ϭ“ΞάρτΰϘΰθʻ 

╘ ḧχӱ τνΜοψʺ͖ήϭχ╣ χᴪ ΥּכϬ Ӫΰο “βϥάρτσϤϘΰθʻˮ͍ ˯Τϣχ

ςΣϤπψΚϤϘδϭΥʺϘγψự χ╘ ΤϣΣ╥ϤβϥάρτΰϘΰθʻ 

άϦϣχάρϬώϘΠοᵒῐ ψʺ͖ήϭχ χםᾝτΰΪοʺⱳχ͏νχᴿ Ϭ ϣΤτΰϘΰθʻ 

5. Σ τ“ΨθϛτψʺּכΜβχ ΜβϒχӱכΤϣּכּʺ ˢּכϒχ ‭ˣʺӱ χּכ πχ℅

ӡ ⱱʺ ʾᵬ ʾ╦ χ “σςΥ τσϥʻ 

6. ḻΜϬΤσΠϥθϛτꜛ πΣ╘Ϭ Ψ ΥΚϥʻ 

7. ╥ Ⱳτ ḇϞάάϧχ κ ΦϬ ϥθϛτψʺ בֿ ὊϬꜛ πρσΠϥ ΥΚϥʻ 

͍ΤὮ ΰθὫᴮʺ͖ήϭψʺḻΜϬάϛοΣ╘Ϭ☼ם ΨάρΥπΦϥϢΞτσϤϘΰθʻΣ╘Ϭꜛ

π ΨρΜΞάρψʺζϦϬ τ ΰοϜꜛ ΥΣ╥Ϥΰθχρ αӪ ΥΚϥρΜϩϦοΜϘβʻ 

Ϙθʺᴞ♥Ừ ρ Υ τνΜοʺ30 ḧ ΜοϜ ϦσΨσϤϘΰθʻήϣτʺᵬ χ ‭τΣΜ



οϜʺ Ϟ︣βϤϬ ︣τ►ΠϥϢΞτσϤϘΰθʻ︣βϤχσΜράϧχᵬ πψʺḆ ˢ֒ ˣΤϣχ

ᵒ Υ τσϤϘβΥʺᴪ Ϝꜛ τπΦϥϢΞτσϤϘΰθʻ 

Ἡ Ϭ◐ϛο͍ΤὮ ῇχ ʺ͖ήϭψⱳ ρ╣ τ Φ ϩϦοʺ◕ χ╘ τΣ╥Ϥτ“μοϙϘ

ΰθʻάχΣⱬψ τΚϥθϛʺ͖ήϭψᴡχ ϜσΨΣ╥ϤβϥάρΥπΦϘΰθʻροϜ ΰʺ

άϦϘπχἩ χ ᴮϬםḇβϥάρΥπΦοʺꜛ τϜσϤϘΰθʻ 

͎ΤὮῇʺ͖ήϭψ ςΣϤ ΰϘΰθʻꜛ τ μθ͖ήϭψʺ ʺ χ◕χΣⱬτΣ╥Ϥΰθρ

χάρπΰθʻ ⁮χψΥΦτψʺΰμΤϤΰθⱫπʺˮ χθϛʺּכΜβρὲῴ ᾑ Ϭⱱμο“ΦϘΰ

θ˯ρ ΤϦοΜϘΰθʻ 

͖ήϭχ ϬΤσΠϥθϛτψʺ ῇϜ ṍ ʾ ṍ Ϭ βϥ ΥΚϤϘβʻζχθϛʺᵒῐ

כ◦ Ԍρ ΰʺ︠ⱵӺχ ԚπʺὮ ʾ χ ᵒῐˢДϱЂ˔РІˣρᴲ ʾỲ χ

χ зМРзГ˔ЄдрϬ ΰοʺзМРзГ˔ЄдрϬβϥϢΞτᵒῐὓᵊ Ϭ⌠ ΰϘΰθʻ 

 

 

ם ˙͖ήϭχꜛ τΰΪθᵒῐχם∑ˢӱ ʾӱ χᵒῐˣ˙ 

 

ᴿ ͍ 

ᴪ χẸ Ϝ οʺᵰ βϥάρϜ Ψσμθ͖ήϭʻ₈ ψʺ ḻπΚμθΣⱬτΣ╥Ϥβϥάρ

τσϤϘΰθʻ 

͖ήϭψʺ☼ ԌΥ֫ βϥꜛ τכּ μοʺ☼ χựΨτΚϥΣⱬτ ΰϘΰθʻꜛ Τϣכּ

Μβτӱכּ ΰοʺΣⱬχ Ϙπ ϥᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞˢσΣʺꜛ ℅χכּ ψʺΜβϬ ΰϘ

βˣʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

͖̓ήϭψ֒ ρὖ χ ᴝ ᵲΥΚϤϘβʻ 

͖̓ήϭψ ᴞ♥ ἇϬνΪοΜϘβˢϱжІЕπψ ᴞ♥ ἇϬ ΰοΜϘβˣʻ 

̓Σⱬχ Ϙπχ ψʺ₳ πΚμθϤʺ ₯Ϭ ΥμθϤβϥράϧΥΚϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

8. ᵒῐ ψʺ͖ήϭχ ϬᾦόʺΚΜήνϬΰο͖ήϭχ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

 ͖ήϭρ♪ Ϭ›ϩδʺΣ╥ϤπΦϥάρχḿόϬẶḇβϥάρϜ πβʻ 

9. ᵒῐ ψʺּכΜβϬ ΰ ᾁΰϘβˢЌϱбχἋṓӊʺУй˔ϺϕΤˣʻ 

10. o ῐ ψʺ͖ήϭτʺάϦΤϣּכΜβτӱ βϥάρϬ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

11. o ῐ ψʺּכΜβϬ σӡ τ ΰϘβʻ 

 ͖ήϭχὲ ˢ₮ ˣτּכΜβϬựξΪϘβʻ 

ΜβχУй˔ϺϬΰμΤϤΤΪʺТАЕЂЪ˔ЕϬכּ  ΫϘβʻ 

12. ͖ ήϭψּכΜβτӱ ΰϘβʻ 

 ὲ ᴞ♥πΰμΤϤ Ϭ◦Πʺϯ˔ЭЂЪ˔ЕϬΰμΤϤτΧμοϜϣΜϘβʻ 

 άχρΦʺ Ψ℅Ϥʺὲ ᴞ♥ϬּכΜβχϕΞϒӱ ΰʺΣαΧϬβϥϢΞτ κ ΥμοϜϣΜϘβʻ 



 ᵒῐ ψʺ ϦϬ ♁ΰοʺ ӡτϢϥ κΨϣϙΥσΜΤᶎ ΰϘβʻ 

 ӡΥρϦθϣʺᵒῐ ψʺὲ ᴞ♥Ϭ꞊τּכΜβ ϒρⁿϬᵕ ήδϥχϬᵒ ΰϘβʻ 

 ᵕ ΥπΦθϣΣαΧϬβϥϢΞτʺⁿϬ ρΰσΥϣ℅ϥᵒ ϬΰϘβʻ 

 Ψ℅μοʺḆ ˢ֒ ˣΤϣТАЕЂЪ˔Еτ ϬχδϘβʻ 

13. o ῐ ψʺ ♥Υϯ˔ЭЂЪ˔Еχ τΚϥάρʺ ᶝΪϞ Υ ΤσςϬᶎ ΰϘβʻ 

14. o ῐ ψʺּכΜβϬᴃΰοʺΣⱬχ Ϙπӱ ΰϘβʻ 

 ₳ πψʺϺаІЌϬ ΫοּכΜβϬᴃΰϘβʻ 

 ₯Ϭ ΥϥρΦψʺ ΰΦτ ϙʺГϰАСрϽйН˔Ϭ ϭπϺаІЌϬ Ϋο τ δʺῇ Ϭᴃΰ

ΫϘβʻ 

 

ᴿ ͎ 

Σⱬχ τ ΜθρΦʺ͖ήϭψʺˮ Ϙπψ Ϭ►μο Μο“ΦθΜ˯ρΜΞӪ ϬꜘΰϘΰ

θʻͩⱫ Ϭ Μθ “ᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

̓ τ“Ψτψʺ Ϭ ΜθΚρʺᵬ Ϭ ΥϥάρτσϤϘβʻ 

̓ πψʺ͏ ⌠ “Ϭ“ΜϘβʻ 

̓ πΣ╥ϤϬβϘδθΚρψʺᵬ ϬᴞϤϥάρτσϤϘβʻ 

̓Σⱬχᵬ ψʺ ₯Υ‰Μ ›ΥΚϥχπ ӪΥ πβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

15. o ῐ ψʺ͖ήϭτᵒ Ϭ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

16. ͖ ήϭψΒⱫ Ϭ►μοʺ͏ ⌠ “τϢϤ Ϭ ΦϘβʻ 

 ᵒῐ ψʺ͖ήϭχḆ ˢ֒ ˣ ῇ τӡ ΰϘβʻḆ χ Ϭ◦Πʺԁ χ︣ψⁿτζΠο Ϭ◦Π

Ϙβʻ 

 ͩⱫ χ ήρӗ Ϭ ᾁΰϘβʻ 

 ͖ήϭψΩ τ Ϭ₮ּהϛ τ ΰϘβʻ 

 ⱳτḆ χ Ϭ͍ τ ΰϘβʻ 

 Ωῇτὲ ˢ₮ ˣχ Ϭ͍ τ ΰϘβʻ 

17. ͖ ήϭψΒⱫ Ϭ►μοʺᵬ Ϭ ΥϤϘβʻ 

 ᵒῐ ψʺ͖ήϭχḆ ˢ֒ ˣῇ τӡ ΰϘβʻḆ χ Ϭ◦Πʺԁ χ︣ψⁿτζΠο Ϭ◦ΠϘ

βʻ 

 ͖ήϭψΩ τ Ϭ τνΦϘβʻ 

 ⱳτὲ ˢ₮ ˣχ Τϣᵬ Ϭ ΥϤϘβʻ 

 ΩῇτḆ χ ϬζϧΠϘβʻ 

18. o ῐ ψʺṓ ΥӂΨσΜΤᶎ Ϭΰʺ͖ήϭχὲῴ τ ΰϘβʻ 

19. ͖ ήϭψΒⱫ Ϭ►μοʺᵬ ϬᴞϤϘβʻ 

 ᵒῐ ψʺ͖ήϭχḆ ˢ֒ ˣ τ ϬϘθΜπӡ ΰϘβʻḆ Ϭ◦Πʺԁ χ︣ψⁿτζΠο Ϭ

◦ΠϘβʻ 

 ͖ήϭψΩ τ Ϭᴞ τνΦϘβʻ 



 ⱳτḆ χ Τϣᵬ ϬᴞϤϘβʻ 

 Ωῇτὲ ˢ₮ ˣχ ϬζϧΠϘβʻ 

 

̙ ᶎ ʾ ᴣΰοϙϢΞ˂ 

 

ᶎ ʾ ᴣ‮  CHECK 

͖ήϭτ σᾠ ΤΪΥπΦϘΰθΤˢ ḻπΚμθΣ╥ϤΥπΦϥάρτẶḇβϥᾠ Τ

Ϊʺ Ϟ ӡτσμθρΦχώϣνΦχᶎ ʺάϦΤϣ“Ξᵒ χ ρ Ӫσςˣʻ 
 

͖ήϭχὲ ˢ₮ ˣΥᶨ πΦϥӡ τּכΜβϬ ΰϘΰθΤʻ  

ΜβχУй˔ϺϬΤΪʺТАЕЂЪ˔ЕϬכּ ΫοΣΦϘΰθΤʻ  

͖ήϭχὲ ˢ₮ ˣ ᴞ♥Ϭᶨ ΰοӗ τӱ πΦϘΰθΤʻ  

₳ πχּכΜβ “Υӗ τπΦϘΰθΤʻ  

Μβπכּ ₯Ϭӗ τׇΠϥάρΥπΦϘΰθΤʻ  

ͩⱫ Ϭ►μοʺ Ϭӗ τ “πΦϘΰθΤʻ  

ͩⱫ Ϭ►μοʺӗ τᵬ Ϭ ΥϥάρΥπΦϘΰθΤʻ  

ͩⱫ Ϭ►μοʺӗ τᵬ ϬᴞϤϥάρΥπΦϘΰθΤʻ  

Ϭ ΰο͖ήϭχꜛ τ ΰθכ ΥπΦϘΰθΤʻ  

 

 

͏  ᵒῐᵃ χ ᵫχם  

Ⱨ ͎ ∕ π ṍϬὝΠϥ‰ ρᴪיּ χ ᶨ◦כ 

Ⱨ ͎ ∕ π ṍϬὝΠϥ‰ ρᴪיּ χ ᶨ◦כ 

 

 χФкТϰ˔иיּ 

 

♃  ͘ήϭ 

  

 95⅞ 

ᶨḕẽ ꜛ  

ᵒῐ  ᵒῐ͑ 

Ђ˔РІ ᵫ◐ ʾ

Ὦ 
̓̓ ̘Ὦ 

‰ χיּ

ᶨꜛ  
ʹ 



ᵲ‰ χיּ ᶨ

ꜛ  
͎͘ 

 

 ᴪ   ΣϢό ᶨ  

 

 ṍΤϣ χ♂ Ϙπ 

 

ʾ םᴪψ ϬְϭπΜθʻ 

ʾ ͒ ΦϡΞιΜχ πʺᴪⱧϬϢΨ︣ Μʺ∆ ΥῨΦπάϘϛτ“μοΜθʻ 

ʾ ẛ ‰ ᶘ  Ộʻ23⅞χρΦ῝ Ԍχ ρὫₒʻ ԁ ϬϜΞΪθʻ 

ʾ Ὣₒῇψ Ộ︠ ρΰοᴪ Ϭ◦Πθʻ 

ʾ π χ ∂ϬӾοϥάρϬ ӪτΰοΜθϕΤʺ Υ ︣πʺּו ψ πΚμθʻ 

ʾ χὫₒῇʺ ρψψαϛΤϣ ạΰοΜθʻ 

ʾ ψρϜτ῝ Ԍρΰο ΜοΜθάρϜΚϤʺ͎ χ ψγμρ͘ήϭτΤϩΜΥϣϦοΜ

θʻ 

ʾ 15 ʺ͘ήϭΥ 80⅞χρΦτ Υ♂ ʻ 

ʾ ζχΚρʺᵰ βϥṐᵓϜᾚϤʺᴪ Τϣ ᵒῐˢДϱЂ˔РІˣχ ϬββϛϣϦθΥʺ Ϥṓ

πψσΨʺᴪπᴝᶚϬ ΜθϤʺ τᴸϬӾοθϤʺ ρЖжϱУϬΰθϤΰοᵃέΰοΜθʻ 

 

 άχ͍ ḧχ ◓ 

 

ʾ ┌ χ͍Ὦτ ⅍Ϭ ΰʺ Ԛʻ֒ ʺ ᴞ ᵲΥϙϣϦθʻ 

ʾ ͐ Ὦτ ԚβϥΥʺ͓ὮτЕϱйπ ΰʺ֒ ₃₃ ʻ︣ ῇʺ10Ὦτ Ԛʻ 

ʾ ₃ ψʺ Μ ΦϬΰοΜθΥʺ Ԛῇψ θΦϤρσϥʻ 

ʾ ζχΚρʺ12Ὦτ Ϭמ ΰο™ Ԛʻ 

ʾ ₈ χ͎Ὦʺ ˑΤϣ͘ήϭΥˮ χ π♂τθΜ˯ρᾠμοΜθάρϞꜛ σἹπ͘ήϭϬᵒῐΰʺ

Ḙ︡ϤθΜρΜΞᴪ χṆ π Ԛʻ 

ʾ ᵒῐ ϬὊοʺ ʺ Ḙῐʺ ᵒῐˢШ˔ЭХиФЂ˔РІˣʺ ᵒῐσςχЂ

˔РІϬ ΰσΥϣꜛ π ᶨβϥάρτσμθʻ 

 

 ᾝ∕χ ệ 

 

 ᾝ∕χᴪ χ ệ 

 

ʾ ˢρϜτ ˣρ ạΰοΜϥʻ 

ʾ ΣϜσᵒῐּיπΚϥ χⅎˢ62⅞ˣψᵒῐτ ớ πʺˮםψΣϚνῖḊΥΞϘΨπΦσΨο

˜˜˯ˮ ︣τ ϓοϜϣΠσΨο˜˜˯ρᵒῐ τ ϬϜκΤΪοΨϥʻ 

ʾ ˢ66⅞ˣϜʺꜛ χⅎΥᴪⱧϬΰοΜϥρΦψʺ͘ήϭχζωπ ΰΤΪθϤΰοΜϥʻ 

ʾ χ◓ςϜˢ͘ήϭχ ˣψʺԁ ˢ33⅞ˣԁ ˢ28⅞ˣʻρϜτ͘ήϭτΤϩΜΥϣϦοӾμθ

θϛΤʺ▫Ⱨχ“ΦṑϤτψʺ γ͘ήϭϬᾋ μο ϬΤΪοΜϥʻ 



ʾ ◓ψ ӡ ḊϬ ớ τ“μοΜϥʻ 

ʾ ψʺꜛ χ χᵒῐ ϬὖᾚβϥθϛʺᴪⱧτψẸ πΚϥʻ 

ʾ ͘ ήϭχ ˢ63⅞ˣψ ◕ τʺϘθʺⱳ ψ ᾉ τ ϭπΜϥʻ 

ʾ ͘ ήϭχ Ϝ χⅎϬṓξΤΜʺ Φχθϛχᵰ ϬββϛθϤʺⁿ ʾḜ χθϛτד

Ϭ ΪθϤΰοΜϥʻ 

ʾ ͘ ήϭχ ∕ζχϜχΥʺᴪ χϞβϣΧτσμοΜϥʻ 

 

 ὲῴ  

 

ˢ1ˣԁ  

ʾ ᴛʿ36.5˙36.8̆ 

ʾ ᾦẊʿ16˙18ᵕ˗  

ʾ ʿ75˙80ᵕ˗  

ʾ Ὤӊʿ130˗85mmHg  

ˢ2ˣ ᵲχ ệ 

ʾ ⅍χῇӹ ρΰοʺ֒ ʺ ᴞ ᵲΥϙϣϦϥʻ 

ˢ3ˣΣϜσכḆ 

ʾ ‰Ὤӊ ΥΚϤʺὬӊ‭ᴞ−Ϭ ῇτ͍ ΰοΜϥʻ 

ˢ4ˣṌᴁ  

ʾ ⅍ˢ┌ ͍Ὦˣʺ֒ ₃₃ ˢ┌ ͓Ὦˣʺ ┌ˢמ 12Ὦˣ 

ˢ5ˣ♪  

ʾ ᴟτρϜσΞ ᴞψΚϥϜχχʺ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ᴟτρϜσΞ ᴞψΚϥϜχχʺ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

 ᶨχ ệ 

 

ˢ1ˣӱ  

ʾ ϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ πᵃέΰοΜϥʻ 

ʾ ꜛ π ϤΥπΦσΜθϛʺ͎ⱲḧΣΦτ ӡ ḊϬ“μοΜϥʻ 

ʾ ꜛ Ϭӱ βϥρΦτψʺзϼжϱИрϽἷּכΜβϬ► ΰοΜϥʻ 

ˢ2ˣ αθΨ 

ʾ σςπψ ᵒ Υ πΚϥʻ 

ʾ ʺ χⅎΥ ϬρΤΰοΜϥʻ 

ʾ ◓ΥϢΜρΦψʺ Υῢ‏ϬνΪοΨϦϥʻ 

ʾ ˮ ΧϦΜτΰοΣΨάρψ ρΰοχθΰσϙι˯ρʺΜνϜ τᾠμοΜθʻ 

ˢ3ˣ Ⱨ 

ʾ Φίϙ Ϭ ᵒ πʺ͎ χ͍ ϓϥʻ 

ʾ ᴞ ᵲΥΚϥχπʺ ϓϥ ψ σΜʻ 



ʾ ẊΜԐϙϬ► ΰοԐϙ ϬԐϭπΜϥʻ 

ʾ χⅎψʺ ⱧϜπΦϥιΪᴪ ρΜμΰϡτ ϓϣϦϥϢΞτ ΰοΜϥʻ 

ʾ βϓοꜛ χⱦπΚϤʺῢ‘ χ Ὡψ θϦοΜϥʻ 

ˢ4ˣ  

ʾ ӪϞ ӪψσΜʻ 

ʾ ♠ΣϚνϬ ΰοΜϥʻ 

ʾ ΣϚνῖḊχθότˮψγΤΰΜ˯ˮ ΰ σΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ψ σΜʻ 

ʾ Ḙῐ◖Υ ͎ᵕʺ Ϭ“μοΜϥʻ 

ˢ5ˣ ʾ Ὡ ⱱ 

ʾ ᵒῐϬ ͍ᵕ ΰοΜϥʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ 21Ⱳτψ μοΜϥʻ 

ʾ χⅎΥ ϥ τˢ23ⱲέϧˣΣϚνϬῖḊΰοΜϥΥʺ ϬᶐϘΰοϜβΩτ οΜϥʻ 

ʾ Ωựʺ ḧϜϳЕϳЕβϥάρΥ Ψσμθʻ 

ˢ7ˣЀЬвИϾ˔Єдр 

ʾ ΜΤΪτΞϘΨ ῎πΦσΜρΦψʺ πṓⱱκϬΚϣϩβσςʺӪ◘ ꜘψπΦοΜϥʻ 

ʾ Ϭ ΰθϤʺ ΰΤΪϣϦθ Ϭ ΦρμθϤβϥάρψ πΦϥʻ 

ˢ8ˣЂ˔РІχ ệ 

ʾ ᵒῐˢ ͍ᵕˣ 

ʾ Ḙῐˢ ͎ᵕˣ 

ʾ ˢ ͍ᵕˣ 

ʾ ᵒῐˢ ͑ᵕˣ 

 

 Ὂↄ ệ 

 

ʾ χӹ Ỳˢ͍ΤὮΚθϤ 25 ˣϬד ẚΰοΜϥʻ 

ʾ o ῐ ᾑ ʺᵒῐ ᾑꜛᾪ ʺ♠ΣϚν σςψ Υ◦ μοΜϥʻ 

ʾ τρμοʺὊↄ τ₉ σ ệπψσΜʻ 

 

 ᶊ 

 

ʾ םᴪΥ ϬְϭπΜθθϛΤʺ◓ςϜχάϧΤϣΜνϜИЀИЀΰοΜθʻ 

ʾ ‰ τσμθ₈πϜʺ έϧΤϣιϦτ ΰοϜˮΚϤΥρΞ˯ρ ϬΤΪοΜϥʻ 

 

 ͍ χᵃέΰ  

 

ʾ ϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ πᵃέΰοΜϥʻ 



ʾ ṓ χϢΜρΦψʺϻаАЎЦАЖχ ϬṞάΰο ׇΰτ χᴸϬᾋθϤʺᴰϬ ΜθϤΰοΜ

ϥˢ ἋϋωϤχᴰΥῨΦπΚϥˣʻ 

ʾ ạḧτ βϥ ᴒτЦАЖΥΚϥθϛʺᴪ Τϣ τ ϬΤΪϣϦοΜϥʻ 

 

 ͘ήϭϞᴪ σςχ◘Μ 

 

ʾ ͘ ήϭψʺˮꜛ ϣΰΨ ϬϘμρΞπΦϥϢΞτ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϤʺσΤπϜʺῢΤϣ ϓϥά

ρτ ΰοếΜ◘ΜϬϜμοΜϥʻϘθʺˮ ԚπψσΨʺ χ π♂τθΜʻ♆Υ Ḻιρʺϙϭσ

Υᾕṓτσϥρʺ Φ ΥϢΨᾠμοΨϦοΜθʻάϦψ♆ϒχ Τϣχӹᾠι˯ρ τῢτΰοΜ

ϥʻ 

ʾ ΣϜσᵒῐּיπΚϥ χⅎψʺˮΣṰ ήϭτψ₈ϘπʺΜϧΜϧρϢΨΰοϜϣμθΤϣʺᴚ ΰ

ΰθΜʻπϜʺ ӗψΚϥ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ Υ ︣πʺּו ψ ρᾠϩϦοΜθάρϜΚϤʺνΨϦσΜᾝ ΥνϣΜϢΞπʺˮᴡϜπΦσ

Μ˯ˮ ΰ σΜ˯ρϢΨᾠΞʻ 

ʾ ˮ ӟ χϢΞτ ρᵰ ΰθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥΥʺᾝ πψϚγΤΰΜρΜΞάρϜϢΨϩΤμο

Μϥʻ 

ʾ ϵϯЫАЕϬ ΰϢΞρΰθΥʺ͘ήϭΥˮ ΥӂΜ˯ρχάρπ► ΰοΜσΜʻ 

ʾ ˮ ΩṍϘπꜛ χῢΤϣ ϓθΜ˯ρΜΞếΜ◘ΜΥΚϥτϜΤΤϩϣγʺ֒ τρϜσΞ Φ︣

ῖḊἩ ΥπΦοΜσΜθϛʺ ϓήδοϜϣμοΜϥάρτˮ ΰ σΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ χ◖ ρΰοΣ ϬΰοΜθάρϜΚϤʺˮ ΥԐϙθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥʻ 

ʾ τḩΰοψʺˮψγΤΰΜ˯ˮϜΞΣΰϘΜ˯ˮψαϛοᴩτΣϚνϬῖḊΰοϜϣμθρΦψ

Υ θ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ πΦϥιΪΣϚνῖḊχᵕ ϬᾚϣΰθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥʻ 

ʾ ˮ ʺ πḺϬ ΜθΜ˯ρ◘μοΜϥʻˮπϜʺ ϬΤΪϣϦσΜχπʺᴪ τψᾠΠσΜ˯

πΜϥʻ 

ʾ ˮ ϢΨ οΜϘβϢ˯ˮ μοΜϥΚΜιτ♂φθϣΜΜφ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ⱲḧψΤΤϥΥ ΠθΜάρψ ΠϣϦϥʻΰΤΰʺˮ₈χ ệψϜςΤΰΜ˯ˮΞϘΨᾠ Υ οά

σΜχψνϣΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ τ οᴸϬ ϙθΜϢΞπʺˮᴸψΜΜφʺṓⱱκΥϞβϣΩ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ D Ϭ ΜοΜϥρΦʺˮᴰψ♆ϬᾕṓτΰοΨϦϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ χӹ ỲΥΚϥάρψ Μτ ΤμοΜϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ͘ ήϭχ ΥṓὖτᵓΜτ οΨϦϥχψʺˮᴩΥϢΜ ιΤϣιʻ τψϜμθΜσΜ ι˯ρ

◘μοΜϥʻ 

ʾ ᶨḕẽτ ΰοψˮρΨτ ψσΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ᵒῐϬ ͍ᵕ ΰοΜϥάρΤϣʺˮᴪπΣ τ ϥάρΥπΦοΞϦΰΜ˯ˮΣ τ

μθΚρψṓⱱκΥΜΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

 

 Ωựχ ◓ 

 

ʾ αθΨʺ Ⱨʺ σςχ πʺπΦϥάρψꜛ σϤτ“ΣΞρΰοΜϥʻ 

ʾ ˮ ᴡϜπΦσΜ˯ˮ ΰ σΜ˯ρϢΨᾠΞΥʺᴡρΤπΦϥάρψΰθΜρԁ ὼ πΚϥʻ 



 

 ͘ήϭχТϴϱІЄ˔Е 

 

♃  ͘ήϭ 

  

 95⅞ 

Ђ˔РІ ᵫ◐

ʾὮ 
̓̓ ̘Ὦ 

Ђ˔РІ τΜθ

μθ  

┌ χ͍Ὦτ ⅍Ϭ ΰʺ Ԛʻ֒ ʺ ᴞ ᵲΥϙϣϦθʻ͐Ὦ

τ ԚβϥΥʺ͓ὮτЕϱйπ ΰʺ֒ ₃₃ ʻ︣ ῇʺ10Ὦτ

Ԛʻ₃ ψ Μ ΦϬΰοΜθΥʺ Ԛῇψ θΦϤρσϥʻζχΚρʺ

12Ὦτ Ϭמ ΰο™ Ԛʻ 

₈ χ͎Ὦʺ ˑΤϣ͘ήϭΥˮ χ π♂τθΜ˯ρᾠμοΜθάρϞꜛ

σἹπ͘ήϭϬᵒῐΰʺḘ︡ϤθΜρΜΞᴪ χṆ π Ԛʻ ᵒῐ

ϬὊοʺ ʺ Ḙῐʺ ᵒῐʺ ᵒῐσςχЂ˔РІϬ

ΰσΥϣꜛ π ᶨβϥάρτσμθʻ 

ᴪ  

ˢρϜτ ˣρ ạΰοΜϥʻΣϜσᵒῐּיπΚϥ χⅎ

ˢ62⅞ˣψᵒῐτ ớ πʺˮםψΣϚνῖḊΥΞϘΨπΦσΨο˜˜˯

ˮ ︣τ ϓοϜϣΠσΨο˜˜˯ρᵒῐ τ ϬϜκΤΪοΨϥʻ

ˢ66⅞ˣϜʺꜛ χⅎΥᴪⱧϬΰοΜϥρΦψʺ͘ήϭχζωπ ΰΤΪθ

ϤΰοΜϥʻ 

χ◓ςϜˢ͘ήϭχ ˣψʺԁ ˢ33⅞ˣԁ ˢ28⅞ˣʻρϜτ͘ήϭ

τΤϩΜΥϣϦοӾμθθϛΤʺ▫Ⱨχ“ΦṑϤτψʺ γ͘ήϭϬᾋ μ

ο ϬΤΪοΜϥʻ ◓ψ ӡ ḊϬ ớ τ“μοΜϥʻ ψʺꜛ

χ χᵒῐ ϬὖᾚβϥθϛʺᴪⱧτψẸ πΚϥʻ͘ήϭχ

ˢ63⅞ˣψ ◕ τʺⱳ ψ ᾉ τ ϭπΜϥʻ͘ήϭχ Ϝ χⅎ

ϬṓξΤΜʺ Φχθϛχᵰ ϬββϛθϤʺⁿ ʾḜ χθϛτד

Ϭ ΪθϤΰοΜϥʻ 

Ϻ˔О˔Њр χⅎ 

Ђ˔РІ χ

ᶨ ệ 

ᴪψם ϬְϭπΜθʻ͒ ΦϡΞιΜχ πʺᴪⱧϬϢΨ︣ Μʺ∆

ΥῨΦπάϘϛτ“μοΜθʻẛ ‰ ᶘ  Ộʻ23⅞χρΦ῝ Ԍχ

ρὫₒʻ ԁ ϬϜΞΪθʻ Ộ︠ ρΰοᴪ Ϭ◦Πθʻ π χ

∂ϬӾοϥάρϬ ӪτΰοΜθϕΤʺ Υ ︣πʺּו ψ πΚμ

θʻ χὫₒῇʺ ρψψαϛΤϣ ạʻ ψρϜτ῝ Ԍ

ρΰο ΜοΜθάρϜΚϤʺ͎ χ ψγμρ͘ήϭτΤϩΜΥϣϦοΜ

θʻ15 ʺ͘ήϭΥ 80⅞χρΦτ Υ♂ ʻζχΚρʺᵰ βϥṐᵓϜ

ᾚϤʺᴪ Τϣ ᵒῐˢДϱЂ˔РІˣχ ϬββϛϣϦθΥʺ Ϥṓ

πψσΨʺᴪπᴝᶚϬ ΜθϤʺ τᴸϬӾοθϤʺ ρЖжϱУϬΰθϤ

ΰοᵃέΰοΜθʻ 



Ђ˔РІ τΣΪ

ϥ ʾᴪ σςχ

 

͘ήϭχ ʿꜛ ϣΰΨ ϬϘμρΞπΦϥϢΞτΰθΜʻῢΤϣ ϓ

θΜʺ ԚπψσΨʺ χ π♂τθΜʻ 

χⅎχ ʿΣṰ ήϭτψ₈ϘπʺΜϧΜϧρϢΨΰοϜϣμθΤ

ϣʺᴚ ΰΰθΜʻπϜʺ ӗψΚϥʻ 

ζχ   

 

 ͘ήϭχϯЈІЮрЕ (1)  

 

͍. χ ệˢ Ṑ ʾ   ˗ὲῴ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

1 
ᵒῐ Ỹ ˗ ᵲ

ẘ 
ᵒῐ͑ 

2 
‰ χיּ ᶨꜛ

 
‰ χיּ ᶨꜛ ʿ ʹ 

3 
ᵲχ ệˢ ʾ ʾ

ˣ 

ᵲ‰ χיּ ᶨꜛ ʿ͎͘ ⅍χῇӹ ˢ֒

ʺ ᴞ ᵲˣ 

4 ᾝ∕χΣϜσכḆ ‰Ὤӊ  

5  Ὤӊ‭ᴞ−ˢ ῇτ͍ ˣ 

6 Ṍᴁ  
⅍ˢ┌ ͍Ὦˣʺ֒ ₃₃ ˢ┌ ͓Ὦˣʺ ┌ˢמ

12Ὦˣ 

7 ⱲχНϱЌиЂϱр 
ᴛʿ36.5˙36.8̆ʺᾦẊʿ16˙18ᵕ˗ ʺ ʿ75˙80ᵕ

˗ ʺὬӊʿ130˗85mmHg  

8 ζχ  
♪ ʺ ʿρϜτ ᴟτρϜσΞ ᴞψΚϥϜχχʺ

ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

͎. ᶨχ ệˢᶨ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

9 ᴪⱧ ᾝ∕ψ“μοΜσΜʻ 

ˮᴡϜπΦσΜ˯ˮ ΰ σ

Μ˯ρϢΨᾠΞʻ Υ ︣

πʺּו ψ ρᾠϩϦοΜθ

άρϜΚϤʺνΨϦσΜᾝ Υ

νϣΜʻ 

10 ӱ  ϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ ˮӟ χϢΞτ ρᵰ ΰθ



πᵃέΰοΜϥʻꜛ π ϤΥ

πΦσΜθϛʺ͎ⱲḧΣΦτ ӡ

ḊϬ“μοΜϥʻꜛ Ϭӱ βϥ

ρΦτψʺзϼжϱИрϽἷּכΜβ

Ϭ► ΰοΜϥʻ 

Μ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥΥʺᾝ

πψϚγΤΰΜρΜΞάρϜϢ

ΨϩΤμοΜϥʻ 

11 αθΨ 

σςπψ ᵒ Υ πΚϥʻ

ʺ χⅎΥ ϬρΤΰοΜ

ϥʻ ◓ΥϢΜρΦψʺ Υῢ‏

ϬνΪοΨϦϥʻ 

ˮ ΧϦΜτΰοΜΣΨάρψ

ρΰοχθΰσϙι˯ρʺ

ΜνϜ τᾠμοΜθʻ

ˮ ʺ πḺϬ ΜθΜʻ

πϜʺ ϬΤΪϣϦσΜχ

πʺᴪ τψᾠΠσΜ˯πΜ

ϥʻ 

12 Ⱨ 

Φίϙ Ϭ ᵒ πʺ͎ χ͍

ϓϥʻ ᴞ ᵲΥΚϥχπʺ ϓ

ϥ ψ σΜʻẊΜԐϙϬ► ΰο

Ԑϙ ϬԐϭπΜϥʻ χⅎψʺ

ⱧϜπΦϥιΪᴪ ρΜμΰϡτ

ϓϣϦϥϢΞτ ΰοΜϥʻβ

ϓοꜛ χⱦπΚϤʺῢ‘ χ Ὡ

ψ θϦοΜϥʻ 

ˮΩṍϘπꜛ χῢΤϣ ϓθ

Μ˯ρΜΞếΜ◘ΜΥΚϥτϜ

ΤΤϩϣγʺ֒ τρϜσ

Ξ Φ︣ῖḊἩ ΥπΦοΜσ

Μθϛʺ ϓήδοϜϣμοΜ

ϥάρτˮ ΰ σΜ˯ρ◘μ

οΜϥʻϘθʺ χ◖ ρΰ

οΣ ϬΰοΜθάρϜΚ

Ϥʺˮ ΥԐϙθΜ˯ρΜΞ

◘ΜΥΚϥʻ 

13  

ӪϞ ӪψσΜʻ♠ΣϚνϬ

ΰοΜϥʻΣϚνῖḊχθότˮψ

γΤΰΜ˯ˮ ΰ σΜ˯ρᾠμο

Μϥʻ ψ σΜʻ Ḙῐ◖Υ

͎ᵕʺ Ϭ“μοΜϥʻ 

ˮψγΤΰΜ˯ˮϜΞΣΰϘ

Μ˯ˮψαϛοᴩτΣϚνϬῖ

ḊΰοϜϣμθρΦψ Υ

θ˯ρᾠμοΜϥʻϘθʺˮπ

ΦϥιΪΣϚνῖḊχᵕ Ϭᾚ

ϣΰθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥʻ 

14 ʾ Ὡ ⱱ 
ᵒῐϬ ͍ᵕ ΰοΜ

ϥʻ 

ˮᴪπΣ τ ϥάρΥπΦ

οΞϦΰΜ˯ˮΣ τ μθ

ΚρψṓⱱκΥΜΜ˯ρ◘μο

Μϥʻ 

15  

21Ⱳτψ μοΜϥʻ χⅎΥ

ϥ τˢ23ⱲέϧˣΣϚνϬῖḊΰ

οΜϥΥʺ ϬᶐϘΰοϜβΩτ

οΜϥʻΩựʺ ḧϜϳЕϳЕβϥ

άρΥ Ψσμθʻ 

ˮϢΨ οΜϘβϢ˯ˮ μο

ΜϥΚΜιτ♂φθϣΜΜφ˯

ρᾠμοΜϥʻ 

16 ЀЬвИϾ˔Єдр 

ΜΤΪτΞϘΨ ῎πΦσΜρΦ

ψʺ πṓⱱκϬΚϣϩβσςʺ

Ӫ◘ ꜘψπΦοΜϥʻ Ϭ

ⱲḧψΤΤϥΥ ΠθΜάρψ

ΠϣϦϥʻΰΤΰʺˮ₈χ

ệψϜςΤΰΜ˯ˮΞϘΨᾠ



ΰθϤʺ ΰΤΪϣϦθ Ϭ Φ

ρμθϤβϥάρψ πΦϥʻ 

Υ οάσΜχψνϣΜ˯ρᾠ

μοΜϥʻ 

 

͏. Τήˢ╥ᴥˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

17 Ӫ ʾ ΦΥΜ 

αθΨʺ Ⱨʺ σςχ

πʺπΦϥάρψꜛ σϤτ“ΣΞ

ρΰοΜϥʻ 

ˮᴡϜπΦσΜ˯ˮ ΰ σ

Μ˯ρϢΨᾠΞʻΰΤΰʺᴡρ

ΤπΦϥάρψΰθΜρԁ ὼ

πΚϥʻ 

18 ᴭχᵃέΰ  

ϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ

πᵃέΰοΜϥʻṓ χϢΜρΦ

ψʺϻаАЎЦАЖχ ϬṞά

ΰο ׇΰτ χᴸϬᾋθϤʺᴰϬ

ΜθϤΰοΜϥˢ ἋϋωϤχᴰ

ΥῨΦπΚϥˣʻ 

ˮ τ οᴸϬ ϙθΜ˯ϢΞ

πʺˮᴸψΜΜφʺṓⱱκΥϞ

βϣΩ˯ρᾠμοΜϥʻϘθʺ

ᴰϬ ΜοΜϥρΦʺˮᴰψ♆

ϬᾕṓτΰοΨϦϥ˯ρᾠμο

Μϥʻ 

19 ᶤˢᴪ  ᵓˣזּ˗
͘ήϭχ ∕ζχϜχΥʺᴪ χϞ

βϣΧτσμοΜϥʻ 
 

20 ζχ    

 

͐. ḕẽˢḕẽԍ◓ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

21 ᶨḕẽ 
ạḧτ βϥ ᴒτЦАЖΥΚ

Ϥʺζάπ οΜϥʻ 

ˮρΨτ ψσΜ˯ρᾠμο

Μϥʻ 

22 ᶨτ σ ἇ 
ϻаАЎЦАЖʺзϼжϱИрϽἷ

Μβʺ♠ΣϚνϬכּ ΰοΜϥʻ 

ϵϯЫАЕϬ ΰϢΞρΰθ

Υʺ͘ήϭΥˮ ΥӂΜ˯

ρχάρπ► ΰοΜσΜʻ 

23 Ὂↄ ệ 

χӹ Ỳˢ͍ΤὮΚθϤ 25

ˣϬד ẚΰοΜϥʻᵒῐ ᾑ ʺ

ᵒῐ ᾑꜛᾪ ʺ♠ΣϚν σ

ςψ Υ◦ μοΜϥʻ

τρμοʺὊↄ τ₉ σ ệ

πψσΜʻ 

ˮ χӹ ỲΥΚϥάρψ

Μτ ΤμοΜϥ˯ρᾠμοΜ

ϥʻ 

24 ᴪ ḩἰ 

ρ ạΰοΜϥʻΣϜσᵒ

ῐּיψ χⅎπΚϥʻ χⅎψ

ᵒῐτ ớ πʺˮםψΣϚνῖḊ

ΥΞϘΨπΦσΨο˜˜˯ˮ ︣τ

ϓοϜϣΠσΨο˜˜˯ρᵒῐ

ˮ ΥṓὖτᵓΜτ οΨϦ

ϥχψʺᴩΥϢΜ ιΤϣιʻ

τψϜμθΜσΜ ι˯ρ

◘μοΜϥʻ 



τ ϬϜκΤΪοΨϥʻ

τψ͎ χ◓ςϜˢ͘ήϭχ ˣΥ

ΣϤʺρϜτ͘ήϭτΤϩΜΥϣϦ

οӾμθθϛΤʺ▫Ⱨχ“ΦṑϤτ

ψʺ γ͘ήϭϬᾋ μο ϬΤΪ

οΜϥʻϘθʺ͘ήϭχ ψ ◕

τʺⱳ ψ ᾉ τ ϭπΜϥʻ

͘ήϭχ Ϝ χⅎϬṓξΤ

Μʺ Φχθϛχᵰ Ϭββϛθ

Ϥʺⁿ ʾḜ χθϛτד Ϭ

ΪθϤΰοΜϥʻ 

25 
Ђ˔РІˢ ˣχ

ệ 

ᵒῐˢ ͍ᵕˣʺ

Ḙῐˢ ͎ᵕˣʺ ˢ ͍

ᵕˣʺ ᵒῐˢ ͑ᵕˣ 

 

26 ζχ    

 

͑. ζχ ˢᾤ ԍ◓ˣ 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

27 ᴣ Ḣʾ Ḉ 

ˮꜛ ϣΰΨ ϬϘμρΞπΦϥϢΞτ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϤʺσΤπ

ϜʺῢΤϣ ϓϥάρτ ΰοếΜ◘ΜϬϜμοΜϥʻϘθʺˮ Ԛπ

ψσΨʺ χ π♂τθΜʻ♆Υ ḺιρʺϙϭσΥᾕṓτσϥρʺ

Φ ΥϢΨᾠμοΨϦοΜθʻάϦψ♆ϒχ Τϣχӹᾠι˯ρ τ

ῢτΰοΜϥʻ 

28 ᶊˢᾤ ˣ 

ᴪΥם ϬְϭπΜθθϛΤʺ◓ςϜχάϧΤϣΜνϜИЀИЀΰο

ΜθʻϘθʺ‰ τσμθ₈πϜʺ έϧΤϣιϦτ ΰοϜˮΚϤΥ

ρΞ˯ρ ϬΤΪοΜϥʻ 

29 ᶨ ʾ  

ᴪψם ϬְϭπΜθʻ͒ ΦϡΞιΜχ πʺᴪⱧϬϢΨ︣

Μʺ∆ ΥῨΦπάϘϛτ“μοΜθʻẛ ‰ ᶘ  Ộʻ23⅞χ

ρΦ῝ Ԍχ ρὫₒʻ Ộ︠ ρΰοᴪ Ϭ◦Πʺ π χ ∂ϬӾ

οϥάρϬ ӪτΰοΜθϕΤʺ Υ ︣πʺּו ψ πΚμθʻ

χὫₒῇʺ ρψψαϛΤϣ ạʻ15 ʺ͘ήϭΥ 80⅞

χρΦτ Υ♂ ʻζχΚρʺᵰ βϥṐᵓϜᾚϤʺᴪ Τϣ ᵒῐ

χ ϬββϛϣϦθΥʺ ϤṓπψσΨʺᴪπᴝᶚϬ ΜθϤʺ τ

ᴸϬӾοθϤʺ ρЖжϱУϬΰθϤΰοᵃέΰοΜθʻ 

30 Ṫ 

ᴪⱧϬϢΨ︣ Μʺ∆ ΥῨΦπάϘϛτ“μοΜθʻ π χ ∂Ϭ

ӾοϥχϬ ӪτΰοΜθϕΤʺ Υ ︣πʺּו ψ πΚμθʻ

Ϙθʺ χ◖ ρΰοΣ ϬΰοΜθάρϜΚμθʻ 

31 ͍ χᵃέΰ  
ϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ πᵃέΰοΜϥΥʺṓ χϢΜρ

ΦψʺϻаАЎЦАЖχ ϬṞάΰο ׇΰτ χᴸϬᾋθϤʺᴰϬ



ΜθϤΰοΜϥˢ ἋϋωϤχᴰΥῨΦπΚϥˣʻϘθʺạḧτ

βϥ ᴒτЦАЖΥΚϥθϛʺᴪ Τϣ τ ϬΤΪϣϦοΜϥʻ 

32 ζχ   

 

 ͘ήϭχϯЈІЮрЕ (2)  

 

ϯЈІЮрЕ

‮ ‹ 
 χᵔּתʾḩ ξΪʾ ›ᴟ ᴿ  

ӡ 

12, 13, 17, 24, 

27, 30 
 

͘ήϭτψˮꜛ ϣΰΨ ϬϘμ

ρΞπΦϥϢΞτ˯ρΜΞ◘ΜΥΚ

ϤʺσΤπϜʺῢΤϣ ϓϥάρτ

ΰοếΜ◘ΜϬϜμοΜϥʻάχ

◘Μψᴪ πΚϥ χⅎϜ απ

ΚϤʺΣϜσᵒῐּיπΚϥ χⅎ

Ϝ ớ τᵒῐτΤΤϩμοΣϤʺ

πΦϥιΪ ⱧϬᴪ ρΜμΰϡτ

ϓϣϦϥϢΞτ ΰοΜϥϕ

Τʺˮ ︣τ ϓοϜϣΠσΨο

˜˜˯ρᵒῐ τ ϬϜκΤΪο

ΦοΜϥʻᾝ∕ʺ͘ήϭψʺΦίϙ

Ϭ ᵒ πʺ͎ χ͍ ϓο

Μϥʻ ᴞ ᵲΥΚϥχπʺ ϓϥ

ψ σΜʻσΣʺ Υ σΜά

ρΤϣʺ χ ︡ Υ σΜχπ

ψσΜΤρ―ΠϣϦϥʻ 

ˮΩṍϘπꜛ χῢΤϣ

ϓθΜ˯ρΜΞếΜ◘ΜΥ

ΚϥτϜΤΤϩϣγʺ Ⱨ

Ἱ ΥΦίϙ πΚμθ

Ϥʺ ᴞ ᵲΥΚμθϤβ

ϥθϛτʺ ϓϥ Υ σ

ΨσμοΜϥʻ ΰγνπ

Ϝӗ τ ϓοʺ Ϭρ

ϥάρΥ πΚϥʻ 

 

10, 13, 17, 24  

͘ήϭψʺ χ πʺπΦϥά

ρψꜛ σϤτ“ΣΞρβϥӪ Ϝ

Κϥʻάχ◘Μψᴪ Ϝ απΚ

ϥʻϕϖ θΦϤχ πΚϤʺЦ

АЖ πᵃέΰοΜϥάρτᴥΠ

οʺ ӪϞ ӪψσΜθϛτʺ♠Σ

ϚνϬ ΰοΜϥʻ͘ήϭψΣϚ

νῖḊχθότˮψγΤΰΜ˯ˮ

ΰ σΜ˯ρᾠμοΣϤʺπΦϥι

ΪΣϚνῖḊχᵕ ϬᾚϣΰθΜρ

◘μοΜϥʻϘθʺΣϜσᵒῐּיπ

Κϥ χⅎψˮםψΣϚνῖḊΥ

ΞϘΨπΦσΨο˜˜˯ρᵒῐ τ

ϬϜκΤΪοΦοΜϥʻ 

χⅎΥꜛ ϬϜμοΣ

ϚνῖḊΥπΦʺ͘ήϭΥ

ṓέφβϥάρσΨᾝ Ϭ

Ϊ ϦϥάρΥ ρσ

ϥʻ 

 

10, 11, 17  ͘ήϭτψˮ ΧϦΜτΰοΣΨά ˮΜνϜ ΧϦΜτΰοΜ  



ρψ ρΰοχθΰσϙι˯ρχ

Ӫ꜡ΥΚϥϕΤʺˮ ʺ πḺ

Ϭ ΜθΜʻπϜʺ ϬΤΪϣϦ

σΜχπʺᴪ τψᾠΠσΜ˯ρχ

◘ΜΥΚϥʻϘθʺ αθΨχ

πʺπΦϥάρψꜛ σϤτ“ΣΞ

ρβϥӪ ϜΚϥʻΰΤΰʺϕϖ

θΦϤχ πΚϤʺЦАЖ πᵃ

έΰοΜϥθϛʺ σςπψ ᵒ

Υ πΚϥʻ 

θΜ˯ρχ◘ΜψΚϥϜχ

χʺ σςχ αθΨτ

ψᵒ Υ πΚϥʻ 

10, 12, 14, 22  

͘ήϭψꜛ π ϤΥπΦσΜθ

ϛʺ͎ⱲḧΣΦτ ӡ ḊϬ“μο

Μϥʻ ᵒῐψ ͍ᵕτᾢϣ

ϦοΜϥϕΤʺ Ⱨχ ằϜᾢϣϦ

οΜϥάρσςʺӱ Ϟ ⱧχϕΤ

τϜΚϘϤ ΨσΜσςʺ χ

Υ ήϦϥʻσΣʺϵϯЫАЕ

ψʺˮ ΥӂΜ˯ρχ π►

ΰοΜσΜʻ 

Ϭ βϥθϛτʺ

Ὡτ ΰʺ σ ♅

ἇϬ► βϥ ΥΚϥʻ 

 

 

 ͘ήϭχ ᵒῐὓᵊ  

 

♃ ʿ       ͘ήϭ 

 

ṍ ˢṍḧʿ͒ΤὮˣ 

ΩṍϘπῢΤϣ ϓοʺ ΧϦΜτʺᴪ τᾋ︢ϣϦο Ḻπ ᶨπΦϥʻ 

 

ᴿ  
ṍ  

 
ṍḧ ἇ σכ ʾ   

ˮΩṍϘπꜛ χῢΤ

ϣ ϓθΜ˯ρΜΞếΜ

◘ΜΥΚϥτϜΤΤϩϣ

γʺ ⱧἹ ΥΦίϙ

πΚμθϤʺ ᴞ ᵲΥ

ΚμθϤβϥθϛτʺ

ϓϥ Υ σΨσμοΜ

ϥʻ ΰγνπϜӗ τ

ϓοʺ Ϭρϥάρ

Υ πΚϥʻ 

ΣΜΰΨ

οʺԐϙά

ϙϞβΜ

ⱧϬ ϓϥ

άρΥπΦ

ϥʻ 

͍ΤὮ 

ρ Ⱨχᵒ  

◕ χ‰ ЊТЕיּ Ϭᶨ

ΰθϤʺΦίϙ ψσΨ

ρϧϙϬνΪϥρΜμθ

χῬ ϬΰθϤʺԐϙά

ϙϞβΜ Ⱨτβϥʻσ

Σʺ χḢ Τϣʺ

πΦϥιΪֵ χНжрІ

Ϝ― βϥʻ Ⱨχᵒ τ

∑ΰοψʺὲ ˢ₮ ˣχ

ῢᶑΤϣ₯ΰ ΰʺῢτ

ϦοϜϣΞϢΞτβϥʻ 

Ⱳ 



ẚχᵒ  

ẊΜԐϙχϢΞτʺ ήσ

ὪχΚΜθώθϬνΪοʺ

Ԑϙ Υ ΰγν οΨϥ

Ῥ ϬΰοʺԐϙάϙϞβ

ΜϢΞτΰʺ ϬρϥϢ

ΞσβΥβϥʻ 

χⅎΥꜛ ϬϜμ

οΣϚνῖḊΥπΦʺ͘

ήϭΥṓέφβϥάρσ

Ψᾝ Ϭ Ϊ Ϧϥάρ

Υ ρσϥʻ 

ṓⱱκϢ

Ψʺṓέφ

σΨ Ϭ

Ϊ Ϧϥ

άρΥπΦ

ϥʻ 

͍ΤὮ 

ΣϚνῖḊχᵒ  

͘ήϭχ τΩ ᾢ

βϥρρϜτʺ ϬΤ

ΪσΜϢΞτΰοʺΣϚν

ϬῖḊβϥʻζχ∑ʺᶝΪ

ψʺ ϬΩ ᾢτβϥ

θϛιΪπσΨʺ ᴛτϜ

νσΥϥάρϬ Ӫβϥʻ 

Ⱳ 

Ϭ βϥθϛ

τʺ Ὡτ ΰʺ

σ ♅ ἇϬ► βϥ

ΥΚϥʻ 

τ ὩϬ

κʺ

ϬνΨϣσ

ΜϢΞτβ

ϥάρΥπ

Φϥʻ 

͍ΤὮ 

ԛ ρ χᵒ  

ΣϚνῖḊχθότʺԛ

ρ Ϭ“Ξʻԛ

πψʺ −χἋΦ

ṀτυϥϘ Ϭ Ϧοʺ

άϦϬ βϵ Ϭβϥάρ

τϢϤʺᴪ Ϝḛ τԛ

ΥπΦϥϢΞτσμθ

άρϬ◙ βϥʻ 

Ⱳ 

ˮΜνϜ ΧϦΜτΰ

οΜθΜ˯ρχ◘ΜψΚ

ϥϜχχʺ σςχ

αθΨτψᵒ Υ π

Κϥʻ 

ΜνϜ Χ

ϦΜτΰο

ΜϥάρΥ

πΦϥʻ 

͍ΤὮ 

χᵒ  

͘ήϭχ ΥϢΪϦωʺ

ЦАЖϬ 15 ϻаАЎ

ϯАФΰοʺḺϬ ΰЌϷ

иπ βϥʻϘθʺζχ

∑τ͘ήϭꜛ τ ϬρΤ

ΰοϜϣΞϢΞτᵒ β

ϥʻ 

Ⱳ 

 

 ͘ήϭχם☼ ᴣ  

 

♃יּ ʿ ͙ˢᵒῐ ♅●ˣ 

 

☼ם ệ  ᴣ 

◕ χ‰ ЊТЕיּ ψʺ ϓϞβήϞֵ σς

τ ήϦοΜϥΥʺ͘ήϭχῨϙπψσΤμθϢΞ

πΚϥʻˮԐϙάϙϞβή˯ιΪπσΨʺˮΣΜΰΨ

ϓϥ˯ρΜΞ τϜ ΰσΪϦωσϣσΜʻ 

Ⱨ ΥᾚμοΜϥ͘ήϭτ ΰοʺςχϢΞσ Ⱨ

ΥϢΜχΤϬ―ΠοΜΨάρψ σάρπΚϥʻ₈

ῇϜ͘ήϭτˮΣΜΰΨ ϓοϜϣΞ˯θϛτʺ͘ή

ϭχῨΦσ ϓ Ϭᴪ Τϣ ΦρϤʺϘθʺ͘ήϭ

Ϭ◦כβϥЎ˔ЭχЮрН˔πΚϥֵ ●τϜ ΰ



σΥϣʺ ⱧἹ ϬϢϤЊТЕτΰοΜΨάρπ͘ή

ϭχ Υ ϚϢΞτῬ ΰθΜρ―Πϥʻ 

ẊΜԐϙϬῬ ΰθάρτϢϤʺ γνπψΚϥ

Υʺԁ χ Ϭ ẚπΦϥϢΞτσμθʻ 

ẚχᵒ Ϭ ϛοΜϥσΤπʺ͘ήϭψʺΣϚ

νῖḊχᵕ ϬᾚϣΰθΜΥθϛτ ︡ϬϋΤΠ

οΜθάρΥϩΤμθʻᵒῐ ρΰοʺ χ ή

Ϭ ΰοΜΨάρπʺΣϚνῖḊϬṓτδγ Ϭ

ρμοϜϣΠϥϢΞσψθϣΦΤΪϬ“μοΜΨϢΞ

τβϥʻ 

θι ˑρ︣∑ϢΨ♠ΣϚνϬῖḊβϦωϢΜϩΪ

πψσΨʺ͘ήϭχ τΩ ᾢ ΰʺ τᾠ

ΤΪϬ“ΞϢΞτΰθʻἇ τψʺᶝΪ ϬΩ

ᾢτβϥθϛτᶝΪ Ϭ ῟τ► ΰθʻ 

♠ΣϚνϬῖḊΰοϜϣΞάρꜛ τψϘι Υ

ΚϥϢΞτ◘ϩϦϥΥʺ χⅎπψσΨʺᵒῐ τ

ῖḊΰοϜϣμοΜϥρΜΞṓⱱκχӸΜψΚϥϢΞ

πʺ♠ΣϚνϬῖḊΰοΜϥΩ ʺ κ Μθ Ϭ

βϥάρΥ Ψσμθʻ 

ԛ ρ ψʺπΦϥιΪ︣∑ϢΨʺ͘ήϭΥ

ϬḇασΜϢΞτ ΥΪθʻᵒ ϬΰθΚρʺ

͘ήϭψˮΚϤΥρΞ˯ρ ϚϢΞσΰΩήϬΰοΜ

θʻ 

−χἋΦ ṀτυϥϘ Ϭ ϦοʺάϦϬ

βϵ ϬβϥάρτϢϤʺᴪ Ϝḛ τԛ Υπ

ΦϥϢΞτσμθʻθιΰʺᴪ Υ“Ξάρπ͘ήϭ

χˮψγΤΰΜ˯ˮ ΰ σΜ˯ρΜΞṓⱱκΥ β

ᴦ ϜΚϥχπʺᴪ Υ“Ξ ψ ΰοὨϛϥ

άρρΰθʻ 

͘ήϭτψˮ πḺϬ ΜθΜ˯ρΜΞṆ Υ

ΚϥΥʺ ΰЌϷиρΜΞ πψΚϥΥʺ ΧϦΜ

τΰοΜθΜρΜΞ͘ήϭχ◘Μτζμθכ Ϭ“Ξ

άρΥπΦθʻ ϬϙσΥϣ ϜρΤβάρπʺ

αθΨϬ Πο ᶨβϥρΜΞ͘ήϭχ◘ΜψΤσμ

θʻ ζΞπΚϥʻ 

Ḻχ τψϕΤτϜ ΥΚϥρ◘ϩϦϥθϛʺή

ϣτ͘ήϭτᵒ Ϭ ΰʺ ӪϬ οΤϣ“Ξ

ϢΞτβϥʻ 

 

ṓξΜθάρˢ θ

σᴿ Ϟᴦ ˣ 

1. ∕ πχ ᶨϬὋ βϥθϛτψʺᾝ ϬπΦϥιΪӲⱱΰοΜΨ

ΥΚϥάρχᶎ ʻ 

2. ⱧἹ χᾁ ϬψαϛρβϥʺήϘίϘσ τΣΪϥ ρχ

ὀʻ 

 

 ˲ᵔ ˳͘ήϭχᵒῐᵃ τνΜο 

 

͘ήϭψʺˮꜛ ϣΰΨ ϬϘμρΞπΦϥϢΞτ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϤʺϘθʺˮ ԚπψσΨʺ χ

π♂τθΜʻ♆Υ ḺιρʺϙϭσΥᾕṓτσϥρʺ Φ ΥϢΨᾠμοΨϦοΜθʻάϦψ♆ϒχ Τϣ

χӹᾠι˯ρ τῢτΰοΜϘβʻ 

ԁ ʺᴪ τρμοϜʺ͘ήϭχ ∕ζχϜχΥᴪ χϞβϣΧτσμοΜϥθϛʺ Ῠσᴪ ḩἰχσΤ

πʺζϦηϦΥ ᶤ ϬϜμο͘ήϭχᵒῐτΚθμοΜϘΰθʻΰΤΰʺᴪ τϜπΦϥάρρπΦσ

ΜάρΥΚϤϘβʻם∑τʺΣϜσᵒῐּיπΚϥ χⅎψʺᵒῐτ ΰο ớ πΚϤσΥϣϜʺˮםψ

ΣϚνῖḊΥΞϘΨπΦσΨο˜˜˯ˮ ︣τ ϓοϜϣΠσΨο˜˜˯ρΜΞ ӗϬ ΠοΜϘΰθʻ 

ṍτΣΜοψʺΩṍϬςάπςχϢΞτὝΠϥχΤϬ ꜛיּ ΥὨϛϣϦϥϢΞτכ βϥάρΥ

πβʻζΰοʺ͘ήϭχϢΞτꜛ πΩṍϬὝΠϥάρϬ Ϛ ›τψʺζϦϬ◦Πϥᴪ χẸ Ϝ



τσϤϘβʻΰθΥμοʺᵒῐ τψᴪ Ϭ◦כβϥάρϜẐϛϣϦϘβʻ 

ζάπᵒῐ ψʺϯЈІЮрЕϬ αοʺⱳχ͐νχᴿ Ϭ ϣΤτΰϘΰθʻ 

3. ˮΩṍϘπꜛ χῢΤϣ ϓθΜ˯ρΜΞếΜ◘ΜΥΚϥτϜΤΤϩϣγʺ ⱧἹ ΥΦίϙ πΚ

μθϤʺ ᴞ ᵲΥΚμθϤβϥθϛτʺ ϓϥ Υ σΨσμοΜϥʻ ΰγνπϜӗ τ ϓ

οʺ ϬρϥάρΥ πΚϥʻ 

4. χⅎΥꜛ ϬϜμοΣϚνῖḊΥπΦʺ͘ήϭΥṓέφβϥάρσΨᾝ Ϭ Ϊ ϦϥάρΥ

ρσϥʻ 

5. Ϭ βϥθϛτʺ Ὡτ ΰʺ σ ♅ ἇϬ► βϥ ΥΚϥʻ 

6. ˮΜνϜ ΧϦΜτΰοΜθΜ˯ρχ◘ΜψΚϥϜχχʺ σςχ αθΨτψᵒ Υ πΚ

ϥʻ 

άϦϣχᴿ ϬᵔὨβϥθϛχכ Ϭ αοʺᵒῐ ψʺᴪ Τϣ͘ήϭχῨΦσ ϓ ϬΚϣθϛο Φ

ρμθϤʺ ẚⱲχẊΜԐϙϞԛ ⱲχυϥϘ ϦϬῬ ΰθϤΰοʺᴪ ρχ Ặ ϬϢϤ

ϛοΜΦϘΰθʻ 

∕ τΣΪϥ ṍχᵒῐπψʺ יּ Ϟᴪ ρχ σ ΰ›ΜχϜρτʺᵒῐ ρΰοχ ᶤϬ

τᴮθβάρΥẐϛϣϦϘβʻ 

 

ם ˙͘ήϭχꜛ τΰΪθᵒῐχם∑ˢ Ⱨʺ ιΰσϙʺ χᵒῐˣ˙ 

 

ᴿ ͍ 

ῨΦχ͘ήϭΥʺˮ χЉз˔Ϭ ϓθΜ˯ρ ΰΤΪοΦϘΰθʻ Ⱨχᵒ Ϭ“ΜϘΰϡ

Ξʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

̓͘ήϭτψ Φ︣ ˢ֒ ˣχ ΥΚϥθϛʺꜛ π ϓϥάρψ₉ πβʻ 

̓͘ήϭτψ ᴞ ᵲΥΚϤϘβʻ 

̓͘ήϭψ χ◖ ϬΰοΜθάρϜΚϤʺ ΥԐϙθΜρχ◘ΜΥΚϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

7. ᵒῐ ψʺ͘ήϭτᵒ χ Ϭ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

 άχρΦʺṓ Ϟ χϕΤʺ͘ήϭΥΰμΤϤꜛᶐϛοΜϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

8. ᵒῐ ψʺ͘ήϭτρμοӗᶚσ◒ τ ΠϘβʻ 

 ЦАЖχ‰ήϬ ΰʺ͘ήϭχ ᴞτϼАЄдрσςϬ οϘβʻ 

 ЦАЖϬ 30 ϻаАЎϯАФΰʺ͘ήϭχ ϬṞάΰʺ σ℅ӡχӡ ρӗ Ϭᶎ ΰϘβʻά

χρΦʺ ΥβϓϣσΜϢΞτΰϘβʻ 

 ͘ήϭχ Υ ἱ◒ τσϥϢΞτ ϞϼАЄдрπ ΰϘβʻ 

 ЌϷиσςϬ οοʺ͘ήϭχ ӶϞ ἇΥϢέϦσΜϢΞτΰϘβʻ 

 ӗᶚσ◒ τσμοΜϥΤ͘ήϭτᶎ ΰϘβʻ 

9. ͘ήϭτ Љз˔Ϭ ϓοϜϣΜϘβʻ 



 ΣΰϖϤσςϬ ΰʺ︣ϬώΜοϜϣΜϘβʻ 

 ὲ ˢ₮ ˣΥᴞτσϥϢΞτ₮ ϬΰΜοϜϣΜϘβʻ 

 ˮ ΥΣῨΦπΰθφ˯ρʺם∑τ Љз˔ΥᾋΠϥӡ πᶎ ΰοϜϣΜϘβʻ 

 ὲ χῢᶑΤϣЉз˔Ϭ₯ΰ ΰʺῢτ ϦοϜϣΜϘβʻ 

 ͘ήϭχ ϓϥзЇЭτ›ϩδοʺΣΜΰΨ ϓοϜϣΠϥϢΞτʺ ϓϥЧ˔ІϞԁῢχ τ ӪΰϘβʻ 

 ῏ τϢϥ῏δσςΥṞάϣσΜϢΞτ ΰϘβʻ 

 ͘ήϭΥ ᴞΰθάρϬᶎ ΰϘβʻ 

10. o ῐ ψʺῇ ξΪϬΰϘβʻ 

 ΣΰϖϤσςπʺῢϜρϞ︣◙σςϬ ΰϘβʻ 

 ӶϞ ἇσςϒχ ϓάϖΰϬᶎ ΰʺЦАЖχϘϩϤϬ ΠϘβʻ 

 

ᴿ ͎ 

͘ήϭχ ᶐϛρ ιΰσϙτ ΰθʺḺχ ρ χᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

̓͘ήϭτψ֒ ΥΚϤϘβʻ 

̓͘ήϭψʺˮ ΧϦΜτΰοΣΨάρψ ρΰοχθΰσϙι˯ρΜνϜ τᾠμοΜϘβʻ 

̓ ◓ΥϢΜρΦψʺῢ‏Ϭ τνΪοϜϣμοΜϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

11. o ῐ ψʺ͘ήϭτᵒ χ Ϭ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

12. o ῐ ψʺᵒ ΰϞβΜЦАЖχ‰ήτΰϘβʻ 

13. o ῐ ψʺ͘ήϭχḺϬ ΰϘβʻ 

 ͘ήϭχ ΥϢΪϦωʺЦАЖϬ 15 ϻаАЎϯАФΰϘβʻ 

 ϛχΣ π ϣΰοʺΤθΨΰϖμθЌϷиϬ ΰϘβʻ 

 ͘ήϭχπΦσΜράϧϬᵒ ΰϘβʻЌϷиψ╣ν ϤτΰοΰμΤϤⱱκʺ Ϭ ΠσΥϣώΜοΜΦϘ

βʻ 

 ώΦ▪ΰΥσΜΤʺ͘ήϭχḺ σςϬᶎ ΰϘβʻ͘ήϭτϜᶎ ΰϘβʻ 

14. o ῐ ψʺ͘ήϭχ ϬρΤΰϘβʻ 

 ͘ήϭχ ΥϢΪϦωʺ ᴞτϼАЄдрσςϬ οο͘ήϭϬӗᶚσ◒ τΰϘβʻ ΥρΤΰϞβΜϢ

Ξτʺ͘ήϭχӪΰϬᶎ ΰσΥϣήϣτϻаАЎϯАФΰϘβʻάχρΦʺώϣνΦΥσΜΤσςϬᶎ ΰϘ

βʻ 

 ΨΰρỐϬ Ӫΰʺ͘ήϭτϜỐπ ἷϬᾋοϜϣΜσΥϣ ϬρΤΰϘβʻ Υ μθάρϬ ΠẶḇΰϘ

βʻ 

 ЦАЖχ‰ήϬᾕτ ΰʺ͘ήϭχ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

 

ᴿ ͏ 

ΜνϜχϢΞτ͘ήϭΥ ϬᶐϘΰϘΰθʻ ᶐϛϬΞσΥΰʺβμΦϤΰθṓⱱκπ ⱧΥπΦϥ

ϢΞτʺϘγψΣϚνῖḊρԛ χ ʾ Ϭ“Μʺ͘ήϭχ ὩϬ ⱱΰϘΰϡΞʻ 



 

άάτ Ӫ˂ 

̓͘ήϭτψ֒ ΥΚϤϘβʻ 

̓͘ήϭτψʺπΦϥιΪΣϚνῖḊχᵕ ϬᾚϣΰθΜρΜΞ◘ΜΥΚϤϘβʻ 

̓͘ήϭψʺ ΜΤΪτ ΰοΞϘΨ ῎πΦσΜ ›ʺ πṓⱱκϬΚϣϩΰοΜϘβʻ 

̓͘ήϭψОЅаЫϬ οΜϘβˢ ψ ᵫΦχЄаБʺᴞψЇЩрˣʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

15. o ῐ ψʺ͘ήϭχ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

 ͘ήϭρ♪ Ϭ›ϩδʺ ᶐϛϬΞσΥΰʺ Ϭᶎ ΰϘβʻβμΦϤΰθṓⱱκπ ⱧΥπΦϥϢΞτᾠ

ϬΤΪϥάρϜ πβʻ 

16. o ῐ ψʺ͘ήϭτᵒ Ϭ ΰʺ ӪϬ οʺЦАЖχ‰ήϬ ΰϘβʻ 

17. o ῐ ψʺ♠ΣϚνϬψγΰϘβʻ 

 ͘ήϭχ Ϭ ᴛΰ ϬΩ ᾢτβϥθϛʺНІЌϷиϬ τΤΪʺᶝΪ ψ ᾕτθθϙϘβʻ 

 ͘ήϭϬ₮ ᵋӡτΰοʺ Є˔БϬ ΦϘβʻ 

 ͘ήϭϬỔᵋӡτ ΰʺОЅаЫχЇЩрϬᴞϧΰϘβʻ 

 ͘ήϭχ Ϭ οʺ︣ Ϭ ΰʺˮﬞ ΰϘβ˯ρᾠ ϬΤΪσΥϣʺ♠ΣϚνϬψγΰϘβʻ 

 άχρΦʺ χ ρ χϕΤʺ͘ήϭχ χ ϬḢ╔ΰϘβʻ 

 ► ΰθ♠ΣϚνϬ︣ τԏΦ ΰʺϢέϦΥϜϦσΜϢΞτ τ ϤθθϙϘβʻ 

18. o ῐ ψʺԛ Ϭ ΰϘβʻ 

 ᵰԛ χϢέϦϞ ϬυϥϘ π Μ ΰϘβʻ 

 Ϲ˔Љτ ΪϭϬνΪο ︣πԛ ϬᵫΦ τ ΜϘβʻ 

 Ϲ˔ЉϬ Ϥ ΰο Ϝ ΜϘβʻ 

 χΰϩϬ ωΰσΥϣ“ΜϘβʻ 

 Ωῇτ ΪϭΥ▪ϣσΜϢΞτ τ Μ ΰϘβʻ 

19. o ῐ ψʺԛ Ϭ ΰϘβʻ 

 ΰЌϷиπ Ϭԛ Τϣ ϒΰΤμοώΦϘβʻḇ χθϛ ϐΦψδγʺЌϷиχ Ϭ Π

σΥϣʺ₈ ψ χ Ϭ γνϞήΰΨώΦϘβʻ 

 ᷃ΜθЌϷиπדϤṓϬώΦρϤϘβʻ 

 ₮ ᵋӡτ ӡϬ Ποʺ ʾ Ϭ ΰЌϷиπϞήΰΨ ΰʺ χ ϬḢ╔ΰϘβʻ 

 ᷃ΜθЌϷиπדϤṓϬώΦρϤϘβʻ 

 άχρΦʺϢέϦθ♠ΣϚνϬԏΦ ΰοʺױ Ϧτ Ϧʺ︣ ϬψγΰϘβʻ 

20. o ῐ ψʺ ΰΜ♠ΣϚντῖḊΰϘβʻ 

 ΰΜ♠ΣϚνχ Ϭ ₃ τ οοʺ♠ΣϚνχ Υ״ τ θϥϢΞτ₯ΰάϙϘβʻ 

 ͘ήϭϬỔᵋӡτϠμΨϤ ΰʺ♠ΣϚνχϻаЃ˔Ϭ οσΥϣʺ Ἲ τζϩδϘβʻ 

 ♠ΣϚνϬΰμΤϤԏΦ ΫοʺῲΫο οϘβʻϜϦϬ Ωθϛτʺ♠ΣϚνχϻаЃ˔Ϭ οʺ Ἲ τ

ΰμΤϤ οϘβʻ 

 ͘ήϭτʺΣσΤΥӊ ήϦοΜσΜΤϬᶎ ΰϘβʻ 

 ОЅаЫχЇЩрϬ Ϋʺ ӶϞЄ˔БχΰϩϬ ΠοʺЦАЖ χ͘ήϭΥӗ πΚϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

 



̙ ᶎ ʾ ᴣΰοϙϢΞ˂ 

 

ᶎ ʾ ᴣ‮  CHECK 

͘ήϭτ σᾠ ΤΪΥπΦϘΰθΤˢ ᶐϛϬΞσΥΰοβμΦϤΰθṓⱱκπ ⱧΥπΦ

ϥϢΞσᾠ ΤΪʺ χᶎ ʺάϦΤϣ“Ξᵒ χ ρ Ӫσςˣʻ 
 

͘ήϭχ ϬḢ╔ΰσΥϣʺϻаАЎϯАФτϢϤӗ σ Ⱨχ◒ ϬρϥάρΥπΦϘΰθ

Τʻ 
 

͘ήϭχὲ ˢ₮ ˣΤϣᵒ ΰσΥϣʺ Љз˔Ϭ ϓοϜϣΜϘΰθΤʻ  

͘ήϭΥӗ τ ᴞπΦοΜϥΤϬᶎ ΰϘΰθΤʻ  

͘ήϭχ ᶐϛρ ιΰσϙτ ΰʺḺχ ρ χᵒ ΥπΦϘΰθΤʻ  

͘ήϭχḆ ˢ֒ ˣτ ΰθˢḆ Ϭӊ ΰσΜˣ♠ΣϚνχῖḊΥπΦϘΰθΤʻ  

χ ρ ʺ ӤϬḢ╔ΰϘΰθΤʻ  

Ϭ βϥθϛτ χ ϬḢ╔ΰϘΰθΤʻ  

͘ήϭχ τ ΰʺԛ ʾ ΥπΦϘΰθΤʻ  

Ϭ ΰο͘ήϭχꜛ τ ΰθכ ΥπΦϘΰθΤʻ  

 

 

͏  ᵒῐᵃ χ ᵫχם  

Ⱨ ͏ ᵓτ Ϛԁ ϣΰχ‰ χיּ ᶨ◦כ 

Ⱨ ͏ ᵓτ Ϛԁ ϣΰχ‰ χיּ ᶨ◦כ 

 

 χФкТϰ˔иיּ 

 

♃  ͚ήϭ 

  

 91⅞ 

ᶨḕẽ ꜛ  

ᵒῐ  ᵒῐ͎ 

Ђ˔РІ ᵫ◐ ʾ

Ὦ 
̓̓ ̘Ὦ 

‰ χיּ

ᶨꜛ  
ψσΜʻ 

ᵲ‰ χיּ ᶨ

ꜛ  
͖͎ 



 

 ᴪ   ΣϢό ᶨ  

 

 ͚ήϭχ ᶨ  

 

ʾ ᶘ ỘϘπ ᾕπӾκʺ ᾑᵓּזτ χθϛ ẰʻζχΚρʺὫₒΰʺԁ ԁ ϬϜΞΪθʻ 

ʾ Ὣₒῇψ ỠΥΚϤʺ ˢᵤᵰσςˣΥ Τμθʻζχθϛʺḛ σᴪⱧψἂτσϣσΜʻ 

ʾ π ϬὝΠʺ ΰοΤϣ ψʺⅎρ͎ π χ︣ ϦϞ “σςϬᶚΰϭπΜθʻ 

ʾ ⅎχ ΥϭΥ “ΰοΜϥάρΥϩΤμοΤϣψᾅ τᵒῐΰʺ τΚϥꜛ ϜНзϯТз˔τᵠ

ΰθʻ 

ʾ ⅎΥ ΨσμοΤϣʺẍὣτṓ ρ Υ ᴞΰʺⅎχӹֲχ χΜβτ℅μοᵃέβάρΥ Ψσμ

θʻ 

ʾ ͚ ήϭχԁ ϣΰτ ӗϬḇαθ◓ςϜθκΥ ạϬ ΰ θΥʺˮꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰ

θΜ˯ρ μοΜϥʻ 

ʾ ΰωϣΨψ Υ μοΜθΥʺ ⅍πừẍ ԚΰθάρϜΚϤʺήϣτ Υ ᴞΰʺ τϜᵒ

Υ ρσμθʻ 

ʾ Υᵒῐ ᾑχ︣ ΦϬΰοЂ˔РІ τνσΥμθʻ 

 

 ᾝ∕χᴪ χ ệ 

 

ʾ ⅎΥ Ψσμοԁ ϣΰρσϤʺ͐ τσϥʻ 

ʾ ρ Ϝ τ ϭπΣϤʺ Υᴲ ρ τʺ Υ τ ϘϤτ οΜϥʻ 

ʾ Ив˔е˔ϼτ ϭπΜϥ Ϝʺṑ⁯βϥρḺϬᾋδϥʻ 

 

 ᾝ∕χ ệ 

 

 ὲῴ  

 

ˢ1ˣԁ  

ʾ ᴛʿ35.7̆ 

ʾ ᾦẊʿ14˙18ᵕ˗  

ʾ ʿ50˙60ᵕ˗  

ʾ Ὤӊʿ130˗80mmHg  

ˢ2ˣ ᵲχ ệ 

ʾ Ἱ ḩ τϢϥ ʺᴞ♥Ừ ᴞ 

ˢ3ˣᾝ∕χΣϜσכḆ 

ʾ Ἱ ḩ ˢͤẂʻ τϚΨϙΥΚϥˣ 

ʾ ᴍ ˢ₮ḴΥᾋΠτΨΨʺ₮֒χ♪ τ₯ΥΚϥʻϘθʺ♪ ỉ┘ΥΚϥΥʺḴỐϬΤΪϦω

ψ ϛϥˣ 

ˢ4ˣṌᴁ  



ʾ ⅍ˢάϦϘπτừẍ Ԛ͎ᵕˣ 

ʾ ⅍ΥṞάϥθότ Υ ᴞΰοΜϥʻ 

ˢ5ˣ♪  

ʾ ᴍ τϢϤʺ₮ḴΥᾋΠτΨΨʺ₮֒χ♪ τ₯ΥΚϥʻϘθʺ♪ ỉ┘ΥΚϥΥʺḴỐϬΤΪ

Ϧω ψ ϛϥʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

 ᶨχ ệ 

 

ˢ1ˣӱ  

ʾ ͎ χ͐ Ϭ►μοʺꜛ ϬϠμΨϤ Ψʻ 

ʾ ꜛ τψʺЕϱйʺ ʺ ᴞτ︣βϤϬ ΰοΜϥΥʺ ︣π͎ χ͐ Ϭ►ϩσΜρ Ϊ

σΜχπʺ ᴞχ︣βϤϬ►Ξάρψ σΜʻ 

ˢ2ˣ αθΨ 

ʾ ӶψЦАЖχ τⁿΤΪοʺⱲḧϬΤΪϦωꜛ π ΠϥάρΥπΦϥΥʺᴞӶψԏΦ ΫϥρΦ

τᵒ Υ τσϥʻ 

ʾ ʺ χ χЄам˔Ўϴϯτ℅Ϥʺ ʺϋΫζϤʺⱦϙΥΦϬʺϠμΨϤⱲḧϬΤΪο“μ

οΜϥʻ 

ʾ ϦοΜϥρΦψʺϋΫϬζϣσΜάρϜΚϥʻ 

ˢ3ˣ Ⱨ 

ʾ ψẚ Ђ˔РІϬ ΰοΜϥʻ 

ʾ ЍϱИрϽχ πʺГйРϬνΪοʺ Ϭ►μο ϓοΜϥʻ 

ʾ ⅍Υ ΜχπʺϠμΨϤϢΨΤϭπ ϓϥϢΞτΰοΜϥʻ 

ˢ4ˣ  

ʾ ӟ Τϣ χἱΰΥΚμθʻ 

ʾ ЦАЖχΚϥạעΤϣ͏mΨϣΜ ϦθᾜḩϩΦχЕϱйτ“ΦʺⱲḧψΤΤϥΥꜛ π ΰοΜ

ϥʻ 

ʾ ОрБτ ︡ϤОАЖϬ οοΜϥΥʺ ῇʺΞϘΨώΨάρΥπΦσΜθϛʺ ︡ϤОАЖτ

ΥνΜοΜϥάρΥΚϥʻ 

ʾ ḧψạעτ ΜοΚϥЪ˔ЌУиЕϱйϬ ΰοΜϥʻ 

ˢ5ˣ ʾ Ὡ ⱱ 

ʾ ͎ᵕʺ ρ Υ ϘϤτ ϥρΦˢᴲʾ ˣτ ΰοΜϥʻ 

ʾ ρ ӟᵰψꜛ π ΞάρΥπΦϥʻ 

ʾ ϬϘθΩρΦτώϣνΨάρΥΚϤʺЄам˔πβϘδϥάρϜΚϥʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ʺГйРϬᾋσΥϣϳЕϳЕΰοΜϥάρϜ ΜΥʺ ϦσΜρΜΞ ΠψσΜʻ 

ˢ7ˣЀЬвИϾ˔Єдр 

ʾ ΰοϕΰΜάρΥΚϥρΦψʺˮϜΰϢΤμθϣ̓̓ΰοΨιήΜ˯ρʺΣιϞΤτʺ ᶎτ βʻῢ

ψ σΜʻ 



 

ˢ8ˣЂ˔РІχ ệ 

ʾ Ḙῐ 

ʾ ᵒῐˢШ˔ЭХиФЂ˔РІˣˢ ͒ᵕˣ 

ʾ ẚ Ђ˔РІˢ ˣ 

 

 Ὂↄ ệ 

 

ʾ ⱱκᴪπʺ χ Πρῡ ỲΥΚϥʻ 

 

 ᶊ 

 

ʾ ΣιϞΤσσΤτϜ ρΰοʺꜛ χ︠ ϬΰμΤϤϜμοΜϥʻ 

ʾ г˔ЯϯχЈрІΥΚϥʻθρΠωʺ Ⱳτ Υˮ ςΞΰϘβˁˢ ψ♆Υ ΜϘβΤˁˣ˯ρ

θγφθράϧʺˮˢậχˣ ψ τΚΫοΨιήΜ˯σςρʺϘαϛσḺπήϣϤρг˔ЯϯχΚϥ

άρϬᾠΞʻ 

 

 ͍ χᵃέΰ  

 

ʾ ψ ṞΦπʺ Ϭ ϚάρϬᶚΰϙτΰοΜϥʻ 

ʾ ῂ ψʺЍϱИрϽχΜβπ ϞГйРχИв˔І ϬᾋθϤʺΞθθ ϬΰθϤΰοΜϥʻ 

ʾ ˢẚ Ђ˔РІˣῇψʺЦАЖχΚϥạעρГйРχΚϥЍϱИрϽχΚΜιχώβϘϬᵫΪοʺ

ЦАЖΤϣГйРϬᾋοΜϥʻ 

ʾ ạעχⅎχӹֲχ τΜβΥΚϤʺӹֲϬσΥϛσΥϣ℅μοΜϥάρϜΚϥʻ 

 

 ͚ήϭϞᴪ σςχ◘Μ 

 

ʾ ͚ ήϭψʺˮςάτϜ ΤΪθΨψσΜʻꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰθΜʻ◓ςϜθκτάϦӟ

χ ϬΤΪθΨσΜχπʺᵒῐ ᾑρᵒῐ ᾑӟᵰχЂ˔РІϬ ΰσΥϣʺꜛ χπΦϥράϧ

ψꜛ πΰθΜ˯ρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ ρ ψʺˮԁ ϣΰτ ӗψΚϥΥʺπΦϥιΪ χṆ τζΜθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ Υ Τμθθϛʺḛ σᴪⱧψἂτσϣσΜ˯ˮπΦϥιΪꜛ πΰθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚ

ϥʻ 

ʾ ӱ τḩΰοʺˮπΦϥιΪꜛ χ πӱ ΰθΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥʻ 

ʾ ˮ ⱲḧΥΤΤϥχπʺ ΠϥχΥΣμΨΞι˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ πΦϥιΪϞϩϣΤΨ ΰοϜϣΜθΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ήμϊϤβϥχπʺΣ ψᶚΰϙι˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ᶚσχπʺ ϜЦАЖπᴅτσμοГйРϬᾋοΰϘΜʺνΜϳЕϳЕβϥΥʺ Ϝ͎ᵕΨϣΜЕ

ϱйτṞΦϥϕΤψ Ϧϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ᴪϬḚ ΰʺ︢ϥάρΥ ᶤι˯ρ◘μοΜϥʻ 



ʾ ˮ Ὂↄ τ◓ςϜθκτ ϬΤΪθΨσΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ạעτЪ˔ЌУиЕϱйϬ ΜοΜϥχπʺ ḧχ Ϝӗ ι˯ρᾠμοΜϥʻ 

ʾ ˮ ХиО˔ήϭψϠμΨϤΰμΤϤρ Ϭ ΜοΨϦϥχπʺΦκϭρ ϬᾠΜϞβΜ˯ρ◘μοΜ

ϥʻ 

ʾ ˮ ᴞτ︣βϤψΚϥΥʺπΦϥιΪ͐ Ϭ►μο ΦθΜ˯ρ―ΠοΜϥʻ 

 

 Ωựχ ◓ 

 

ʾ χ ᵹτΚϥ͎ᵬὺο ˢⱱκᴪˣτ ϭπΜϥʻ 

ʾ ⅎχᵒῐϬΰοΜθάϧτНзϯТз˔τᵠ ΰʺ τ︣βϤΥνΜοΜϥʻ 

ʾ ᾝ∕ψ͍ᵬχ ΰΦχзРрϽϞЍϱИрϽʺЦАЖχΚϥạעπ ᶨΰοΜϥʻ 

ʾ ЕϱйψЦАЖχΚϥạעΤϣ͏mΨϣΜ ϦθᾜḩϩΦτΚϥʻ 

ʾ ︣ ϦχϠΦρςΜθ ΥΚϥʻ 

ʾ ◦Πσΰτ μοΜϣϦσΜθϛʺᴪⱧ τᵒ Υ πΚϥʻθιΰʺ ϓ ϩμθ Ṁψꜛ π

ΰτ֫όʺΜβτ℅μο μοΜϥʻ 

ʾ ∙Ϟ χ Μ ψβϓο Υ“μοΜϥʻ 

ʾ ᷆ ΥϤπʺΜνϜ φ ϬΰοΜϥʻ 

ʾ ʺ ΥΨϥχϬ μοΜϥʻ 

ʾ ⅎΥ τΰοΜθ χ ψʺ ṍ τ ◖τӢ ΰο︣ ϦϬΰοΜϥʻ 

ʾ ự ξΦΚΜϜσΨʺ Ϥ›ΜϜΜσΜθϛΤʺᾜḩΤϣᵰϒψϕρϭς σΜʻ 

ʾ ▫ⱧΩ π ṪψσΜρᾠΞΥʺֽ῎ψ᷿ πΚϥʻ 

 

 ͚ήϭχТϴϱІЄ˔Е 

 

♃  ͚ήϭ 

  

 91⅞ 

Ђ˔РІ ᵫ◐

ʾὮ 
̓̓ ̘Ὦ 

Ђ˔РІ τΜθ

μθ  

ⅎΥ ΨσμοΤϣʺẍὣτṓ ρ Υ ᴞΰʺⅎχӹֲχ χΜβτ℅

μοᵃέβάρΥ Ψσμθʻԁ ϣΰτ ӗϬḇαθ◓ςϜθκΥ ạ

Ϭ ΰ θΥʺˮꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰθΜ˯ρ μοΜϥʻΰω

ϣΨψ Υ μοΜθΥʺ ⅍πừẍ ԚΰθάρϜΚϤʺήϣτ

Υ ᴞΰʺ τϜᵒ Υ ρσμθʻ Υᵒῐ ᾑχ︣ ΦϬΰοЂ

˔РІ τνσΥμθʻ 

ᴪ  

ⅎΥ Ψσμοԁ ϣΰρσϤʺ͐ τσϥʻ ρ Ϝ τ ϭπ

ΣϤʺ Υᴲ ρ τʺ Υ τ ϘϤτ οΜϥʻϘθʺ

Ив˔е˔ϼτ ϭπΜϥ Ϝʺṑ⁯βϥρḺϬᾋδϥʻ 



Ϻ˔О˔Њр  

Ђ˔РІ χ

ᶨ ệ 

ᶘ ỘϘπ ᾕπӾκʺ ᾑᵓּזτ χθϛ ẰʻζχΚρʺὫₒ

ΰʺԁ ԁ ϬϜΞΪθʻὫₒῇψ ỠΥΚϤʺ ˢᵤᵰσςˣΥ

Τμθʻ π ϬὝΠʺ ΰοΤϣ ψʺⅎρ͎ π χ︣ Ϧ

Ϟ “σςϬᶚΰϭπΜθʻⅎχ ΥϭΥ “ΰοΜϥάρΥϩΤμοΤϣ

ψᾅ τᵒῐΰʺ τΚϥꜛ ϜНзϯТз˔τᵠ ΰθʻ 

Ђ˔РІ τΣΪ

ϥ ʾᴪ σςχ

 

͚ήϭχ ʿςάτϜ ΤΪθΨψσΜʻꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰ

θΜʻ◓ςϜθκτάϦӟ χ ϬΤΪθΨσΜχπʺᵒῐ ᾑρᵒῐ

ᾑӟᵰχЂ˔РІϬ ΰσΥϣʺꜛ χπΦϥράϧψꜛ πΰθΜʻ 

ρ χ ʿԁ ϣΰτ ӗψΚϥΥʺπΦϥιΪ χṆ τζ

ΜθΜʻ 

ζχ   

 

 ͚ήϭχϯЈІЮрЕ (1)  

 

͍. χ ệˢ Ṑ ʾ   ˗ὲῴ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

1 
ᵒῐ Ỹ ˗ ᵲ

ẘ 
ᵒῐ͎ 

2 
‰ χיּ ᶨꜛ

 
ψσΜʻ 

3 
ᵲχ ệˢ ʾ ʾ

ˣ 

ᵲ‰ χיּ ᶨꜛ ʿ͖͎ Ἱ ḩ τϢϥ

ʾᴞ♥Ừ ᴞ 

4 ᾝ∕χΣϜσכḆ 
Ἱ ḩ ˢͤẂʻ τϚΨϙΥΚϥˣʺᴍ

ˢ₮ḴΥᾋΠτΨΨ♪ ỉ┘ΚϤʻḴỐπ ψ ϛϥˣ 

5  σΰ 

6 Ṍᴁ  ⅍ˢάϦϘπτừẍ Ԛ͎ᵕˣ 

7 ⱲχНϱЌиЂϱр 
ᴛʿ35.7̆ʺᾦẊʿ14˙18ᵕ˗ ʺ ʿ50˙60ᵕ˗ ʺ

Ὤӊʿ130˗80mmHg  

8 ζχ  
⅍ΥṞάϥθότ Υ ᴞΰοΜϥʻ ψ ᶨτ

◦ ψσΜʻ 

 

 

 

 



͎. ᶨχ ệˢᶨ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

9 ᴪⱧ 

◦Πσΰτ μοΜϣϦσΜθϛʺ

ᴪⱧ τᵒ Υ πΚϥʻθι

ΰʺ ϓ ϩμθ Ṁψꜛ π ΰ

τ֫όʺΜβτ℅μο μοΜϥʻ

∙Ϟ χ Μ ψβϓο

Υ“μοΜϥʻ 

ˮ Υ Τμθθϛʺḛ

σᴪⱧψἂτσϣσΜ˯ˮπ

ΦϥιΪꜛ πΰθΜ˯ρΜΞ

◘ΜΥΚϥʻ 

10 ӱ  

͎ χ͐ Ϭ►μοʺꜛ ϬϠ

μΨϤ Ψʻꜛ τψʺЕϱйʺ

ʺ ᴞτ︣βϤϬ ΰοΜ

ϥΥʺ ︣π͎ χ͐ Ϭ►ϩσ

Μρ ΪσΜχπʺ ᴞχ︣βϤϬ

►Ξάρψ σΜʻ 

ˮπΦϥιΪꜛ χ πӱ ΰ

θΜ˯ρΜΞ◘ΜΥΚϥʻ 

11 αθΨ 

ӶψЦАЖχ τⁿΤΪοʺⱲḧ

ϬΤΪϦωꜛ π ΠϥάρΥπ

ΦϥΥʺᴞӶψԏΦ ΫϥρΦτᵒ

Υ τσϥʻϘθʺ ʺ

χ χЄам˔Ўϴϯτ℅Ϥʺ

ʺϋΫζϤʺⱦϙΥΦϬʺϠμΨ

ϤⱲḧϬΤΪο“μοΜϥˢ Ϧο

ΜϥρΦψʺϋΫϬζϣσΜάρϜ

Κϥˣʻ 

ˮⱲḧΥΤΤϥχπʺ Πϥ

χΥΣμΨΞι˯ρ◘μοΜ

ϥʻ 

12 Ⱨ 

ψẚ Ђ˔РІϬ ΰοΜ

ϥʻЍϱИрϽχ πʺГйРϬ

νΪοʺ Ϭ►μο ϓοΜϥʻ

⅍Υ ΜχπʺϠμΨϤϢΨΤϭ

π ϓϥϢΞτΰοΜϥʻ 

ˮπΦϥιΪϞϩϣΤΨ ΰ

οϜϣΜθΜ˯ρᾠμοΜϥʻ 

13  

ӟ Τϣ χἱΰΥΚμθʻ

ψʺЦАЖχΚϥạעΤϣ͏mΨϣ

Μ ϦθᾜḩϩΦχЕϱйτ“Φʺ

ⱲḧψΤΤϥΥꜛ π ΰοΜ

ϥʻ ОрБτ ︡ϤОАЖϬ ο

οΜϥΥʺ ῇʺΞϘΨώΨάρ

ΥπΦσΜθϛτʺ ︡ϤОАЖτ

ΥνΜοΜϥάρΥΚϥʻϘθʺ

ḧψạעτ ΜοΚϥЪ˔ЌУи

ЕϱйϬ ΰοΜϥʻ 

ˮạעτЪ˔ЌУиЕϱйϬ

ΜοΜϥχπʺ ḧχ Ϝӗ

ι˯ρᾠμοΜϥʻ 



14 ʾ Ὡ ⱱ 

͎ᵕʺ ρ Υ ϘϤτ ϥ

ρΦˢᴲʾ ˣτ ΰοΜ

ϥʻ ρ ӟᵰψꜛ π Ξά

ρΥπΦϥʻ ϬϘθΩρΦτώ

ϣνΨάρΥΚϤʺЄам˔πβϘ

δϥάρϜΚϥʻ 

ˮήμϊϤβϥχπʺΣ ψ

ᶚΰϙι˯ρᾠμοΜϥʻ 

15  

ʺГйРϬᾋσΥϣϳЕϳЕΰ

οΜϥάρϜ ΜΥʺ ϦσΜρ

ΜΞ ΠψσΜʻ 

ˮᶚσχπʺ ϜЦАЖπᴅ

τσμοГйРϬᾋοΰϘΜʺ

νΜϳЕϳЕβϥΥʺ Ϝ͎ᵕ

ΨϣΜЕϱйτṞΦϥϕΤψ

Ϧϥ˯ρᾠμοΜϥʻ 

16 ЀЬвИϾ˔Єдр 

ΰοϕΰΜάρΥΚϥρΦψʺˮϜ

ΰϢΤμθϣ̓̓ΰοΨιήΜ˯

ρʺΣιϞΤτʺ ᶎτ βʻῢ

ψ σΜʻ 

ˮХиО˔ήϭψϠμΨϤΰμ

ΤϤρ Ϭ ΜοΨϦϥχπʺ

Φκϭρ ϬᾠΜϞβΜ˯ρ

◘μοΜϥʻ 

 

͏. Τήˢ╥ᴥˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

17 Ӫ ʾ ΦΥΜ 

ʺ ΥΨϥχϬ μοΜϥʻ

ϘθʺⅎΥ τΰοΜθ χ

ψʺ ṍ τ ◖τӢ ΰο︣ Ϧ

ϬΰοΜϥʻ 

ˮᵒῐ ᾑρᵒῐ ᾑӟᵰχЂ

˔РІϬ ΰσΥϣʺꜛ χ

πΦϥράϧψꜛ πΰθΜ˯

ρ―ΠοΜϥʻ 

18 ᴭχᵃέΰ  

ῂ ψʺЍϱИрϽχΜβπ

ϞГйРχИв˔І ϬᾋθϤʺ

Ξθθ ϬΰθϤΰοΜϥʻ ῇ

ψʺЦАЖχΚϥạעρГйРχΚ

ϥЍϱИрϽχΚΜιχώβϘϬᵫ

ΪοʺЦАЖΤϣГйРϬᾋοΜ

ϥʻϘθʺạעχⅎχӹֲχ τΜ

βΥΚϤʺӹֲϬσΥϛσΥϣ℅μ

οΜϥάρϜΚϥʻự ξΦΚΜϜ

σΨʺ Ϥ›ΜϜΜσΜθϛΤʺᾜ

ḩΤϣᵰϒψϕρϭς σΜʻ 

ˮςάτϜ ΤΪθΨψσΜʻ

ꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰ

θΜ˯ρ―ΠοΜϥʻ 

19 ᶤˢᴪ   ᵓˣזּ˗
ˮᴪϬḚ ΰʺ︢ϥάρΥ ᶤ

ι˯ρ◘μοΜϥʻ 

20 ζχ    

 

 



͐. ḕẽˢḕẽԍ◓ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

21 ᶨḕẽ 

χ ᵹτΚϥ͎ᵬὺο

ˢⱱκᴪˣʻⅎχᵒῐϬΰοΜθά

ϧτНзϯТз˔τᵠ ΰʺ

τ︣βϤΥνΜοΜϥʻᾝ∕ψ͍

ᵬχ ΰΦχзРрϽϞЍϱИр

ϽʺЦАЖχΚϥạעπ ᶨΰοΜ

ϥʻЕϱйψЦАЖχΚϥạעΤϣ

͏mΨϣΜ ϦθᾜḩϩΦτΚϥʻ

︣ ϦχϠΦρςΜθ ΥΚϥʻ 

ˮςάτϜ ΤΪθΨψσΜʻ

ꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰ

θΜ˯ρ―ΠοΜϥʻ 

22 ᶨτ σ ἇ 

͐ ˢ͎ ˣʺЄам˔ЎϴϯϬ

ΰοΜϥʻꜛ τψʺЕϱ

йʺ ʺ ᴞτ︣βϤϬ ΰ

οΜϥΥʺ ︣π͎ χ͐ Ϭ►

ϩσΜρ ΪσΜχπʺ ᴞχ︣β

ϤϬ►Ξάρψ σΜʻ 

ˮ ᴞτ︣βϤψΚϥΥʺπΦ

ϥιΪ͐ Ϭ►μο Φθ

Μ˯ρ―ΠοΜϥʻ 

23 Ὂↄ ệ 
ⱱκᴪπʺ χ Πρῡ ỲΥ

Κϥʻ 

ˮὊↄ τ◓ςϜθκτ Ϭ

ΤΪθΨσΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

24 ᴪ ḩἰ 

ⅎΥ Ψσμοԁ ϣΰρσϤʺ

͐ τσϥʻ ρ Ϝ τ

ϭπΣϤʺ Υᴲ ρ

τʺ Υ τ ϘϤτ οΜ

ϥʻϘθʺИв˔е˔ϼτ ϭπΜ

ϥ Ϝʺṑ⁯βϥρḺϬᾋδϥʻ

∙Ϟ χ Μ ψβϓο Υ

“μοΜϥʻ 

ˮ◓ςϜθκτάϦӟ χ

ϬΤΪθΨσΜ˯ρ―ΠοΜ

ϥʻ 

25 
Ђ˔РІˢ ˣχ

ệ 

Ḙῐʺ ᵒῐˢ ͒

ᵕˣʺ ẚ Ђ˔РІˢ ˣ 
 

26 ζχ    

 

͑. ζχ ˢᾤ ԍ◓ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

27 ᴣ Ḣʾ Ḉ 
ʺ ΥΨϥχϬ μοΜϥʻϘθʺⅎΥ τΰοΜθ χ

ψʺ ṍ τ ◖τӢ ΰο︣ ϦϬΰοΜϥʻ 



28 ᶊˢᾤ ˣ 

ΣιϞΤσσΤτϜ ρΰοʺꜛ χ︠ ϬΰμΤϤϜμοΜϥʻг˔

ЯϯχЈрІΥΚϥʻθρΠωʺ Ⱳτ Υˮ ςΞΰϘβˁˢ

ψ♆Υ ΜϘβΤˁˣ˯ρθγφθράϧʺˮˢậχˣ ψ τΚΫο

ΨιήΜ˯σςρʺϘαϛσḺπήϣϤρг˔ЯϯχΚϥάρϬᾠΞʻ 

29 ᶨ ʾ  

ᶘ ỘϘπ ᾕπӾκʺ ᾑᵓּזτ χθϛ ẰʻὫₒῇψ

ỠΥΚϤʺ ˢᵤᵰσςˣΥ Τμθʻ π ϬὝΠʺ

ΰοΤϣ ψʺⅎρ͎ π χ︣ ϦϞ “σςϬᶚΰϭπΜθʻ

ⅎχ ΥϭΥ “ΰοΜϥάρΥϩΤμοΤϣψᾅ τᵒῐΰʺ

τΚϥꜛ ϜНзϯТз˔τᵠ ΰθʻ 

30 Ṫ ▫ⱧΩ π ṪψσΜρᾠΞΥʺֽ῎ψ᷿ πΚϥʻ 

31 ͍ χᵃέΰ  

ψ ṞΦπʺ Ϭ ϚάρϬᶚΰϙτΰοΜϥʻῂ ψʺЍϱИ

рϽχΜβπ ϞГйРχИв˔І ϬᾋθϤʺΞθθ ϬΰθϤ

ΰοΜϥʻ ˢẚ Ђ˔РІˣῇψʺЦАЖχΚϥạעρГйРχΚ

ϥЍϱИрϽχΚΜιχώβϘϬᵫΪοʺЦАЖΤϣГйРϬᾋοΜ

ϥʻϘθʺạעχⅎχӹֲχ τΜβΥΚϤʺӹֲϬσΥϛσΥϣ℅μ

οΜϥάρϜΚϥʻ 

32 ζχ   

 

 ͚ήϭχϯЈІЮрЕ (2)  

 

ϯЈІЮрЕ

‮ ‹ 
 χᵔּתʾḩ ξΪʾ ›ᴟ ᴿ  

ӡ 

6, 8, 12, 13  

͚ήϭψʺӟ Τϣ χἱΰΥΚ

ϤʺάϦϘπτ͎ᵕʺ ⅍πừẍ

ԚΰοΜϥʻζχθότ Υ

ᴞΰοΜϥʻ͚ήϭꜛ ϜʺϘθ

⅍ΥṞάϥάρϬ ΥμοΜοʺ

ⱧψϠμΨϤϢΨΤϭπ ϓϥϢ

ΞτΰοΜϥϕΤʺˮπΦϥιΪϞ

ϩϣΤΨ ΰοϜϣΜθΜ˯ρ

ΰοΜϥʻ 

χἱΰΥΚϤʺ ⅍

ϬṞάβθότ Υ ᴞ

ΰοΜϥ͚ήϭτρμο

ψʺ ⅍χ™ τΰ

Ϊθ︡Ϥ ϙΥ πΚ

ϥʻ 

 

4, 13  

͚ήϭψ ОрБτ ︡ϤОАЖϬ

οοΜϥΥʺ ῇʺΞϘΨώΨ

άρΥπΦσΜθϛτʺ ︡ϤОА

Жτ ΥνΜοΜϥάρΥΚϥʻ

Ἱ ḩ τρϜσΞͤẂρ

χϚΨϙτϢϤʺ Ⱳτӗ ΰθ

℅ӡΥ ⱱπΦσΜθϛʺΞϘΨώ

ΨάρΥπΦσΜϜχρ―ΠϣϦ

ϥʻ 

χ ὩϬ ν ΥΚ

ϥʻ 
 



9, 12, 17, 18, 

27, 31 
 

͚ήϭψ◦Πσΰτ μοΜϣϦσ

ΜθϛʺᴪⱧ τᵒ Υ πΚ

ϥʻΰΤΰʺˮπΦϥιΪꜛ πΰ

θΜ˯ρΜΞӪ◘ΥΚϥʻϘθʺ

Υ ΤμθδΜΤʺ ϓ ϩ

μθ Ṁψꜛ π ΰτ֫όʺΜβ

τ℅μο Ξσςʺḛ σᴪⱧψἂ

τσϣσΜʻζχԁ πʺˮςάτ

Ϝ ΤΪθΨψσΜʻꜛ χᴪπῨ

ΦσϢΞτ ϣΰθΜ˯ρϜΥμο

ΣϤʺ Ϟ ṍ τ ◖τӢ ΰ

ο χ χ︣ ϦϬΰθϤβϥӟ

ᵰψʺᾜḩΤϣᵰϒψϕρϭς σ

Μʻ 

ꜛ ππΦϥάρϬᾋνΪ

οʺζάΤϣ ᶨχЮ

зМзϞᶚΰϙϬῲΫοΜ

Ψ ΥΚϥʻ 

 

4, 10, 21, 22  

͚ήϭτψʺ Ἱ ḩ ρᴍ

ΥΚϥάρτϢϤʺ͎ χ

͐ Ϭ►μοꜛ Ϭ “ΰοΜ

οϜʺ γΰϜ “Υӗ ΰοΜϥ

ϩΪπψσΜθϛʺ χ

ΥΚϥʻᾝ∕ψ͍ᵬχ ΰΦχзР

рϽϞЍϱИрϽʺЦАЖχΚϥạ

πע ᶨΰοΜϥΥʺЕϱйψЦА

ЖχΚϥạעΤϣ͏mΨϣΜ Ϧθ

ᾜḩϩΦτΚϥθϛʺζάϘπ Μ

οΜΤσΪϦωσϣσΜʻσΣʺꜛ

τψʺЕϱйʺ ʺ ᴞτ

︣βϤϬ ΰοΜϥΥʺ ︣π͎

χ͐ Ϭ►ϩσΜρ ΪσΜχ

πʺ ᴞχ︣βϤϬ►Ξάρψ σ

Μʻ 

Ἱ ḩ ρᴍ

ΥΚϥάρτϢϤʺ͎

χ͐ Ϭ►μοꜛ

Ϭ “ΰοΜοϜʺ γΰ

Ϝ “Υӗ ΰοΜϥϩΪ

πψσΜθϛʺ χ

ΥΚϥʻ 

 

 

 ͚ήϭχ ᵒῐὓᵊ  

 

♃ ʿ       ͚ήϭ 

 

ṍ ˢṍḧʿ͒ΤὮˣ 

ꜛ πꜛ χЧ˔Іπ ϣΰσΥϣϜʺЮзМзχνΜθ ᶨΥπΦϥʻ 

 

ᴿ  
ṍ  

 
ṍḧ ἇ σכ ʾ   



χἱΰΥΚϤʺ

⅍ϬṞάβθότ

Υ ᴞΰοΜϥ͚ήϭτ

ρμοψʺ ⅍χ™

τΰΪθ︡Ϥ ϙΥ

πΚϥʻ 

χЀр

Ек˔иΥ

πΦϥʻ 

͍ΤὮ 

ʾ ϹІχ ệχᶎ

 

Ⱳτ γʺ Ϟ Ϲ

ІΥΚμθΤˢΚμθ ›

τψᴡ χᴡⱲέϧιμθ

ΤˣʺΣσΤχ ϤΥσΜ

ΤϬᶎ βϥʻ 

ẚχᵒ  

͍ τ 1000ml ӟ χ

Υᶎ πΦϥϢΞτὓᵊβ

ϥʻϘθʺ ḧχЕϱйχ

ᵕ Ϭ― ΰθΞΠπʺ

Ϙπτ ẚπΦϥϢ

Ξτᵒ βϥʻ 

χᵒ  

ᴟτӂΜϜχψ Ϊʺ

τ ΪϞβΜ Ӳˢ

ӲˣϬ ΨḯϚ

Ϭ︡Ϥ Ϧθᾅ Ϭ―

Πʺ βϥʻ 

χ ֫ χ  

ḩ ΥΚϥθϛʺЦА

Ж π Ϭ Τβ֫ Ϭ

ᾋ︢ϥʻϘθʺ Ϭ Ϟ

ήσΜϢΞτ ᴛτṓϬν

Ϊϥʻ 

Ⱳ 

Ἱ ḩ ρᴍ

ΥΚϥάρτϢ

Ϥʺ͎ χ͐ Ϭ►μ

οꜛ Ϭ “ΰοΜο

Ϝʺ γΰϜ “Υӗ

ΰοΜϥϩΪπψσΜθ

ϛʺ χ ΥΚ

ϥʻ 

ӱ ḕẽϬ

ΰʺ

Ϭ β

ϥʻ 

͏ΤὮ 

χθϛχḕẽ  

ᴞϬψαϛʺạעϞЍϱ

ИрϽσςχ τΚ

θμοψʺ τ κοΜϥ

βϓϤϞβΜ♠σςϬ

ΰθϤʺ Ϭ▪ήσΜϢ

ΞτΰθϤβϥάρτϜ

ΰθʻ 

Ϙθʺ͐ χ ᾁϬ“

Ξʻ 

Ⱳ 

χ ὩϬ ν

ΥΚϥʻ 

χ Ὡ

Ϭ νάρ

ΥπΦϥʻ 

͏ΤὮ 

χ Ὡ ⱱχᵒ  

︡ϤОАЖϬῖḊβϥ

∑ʺ χ ϬḢ╔ΰʺ

ϢέϦοΜθϣʺ ΰЌϷ

иπᴃΰϐΦϬβϥʻϘ

θʺ χᵒ Ϭ“Ξ∑

τʺ γ χ ϬḢ╔

βϥρρϜτʺ ῇψώ

Ψᵒ Ϭβϥʻ 

Ⱳ 



ꜛ ππΦϥάρϬᾋ

νΪοʺζάΤϣ

ᶨχЮзМзϞᶚΰϙϬ

ῲΫοΜΨ ΥΚϥʻ 

ˑχ ϣ

ΰτЮзМ

зϬνΪ

οʺΣιϞ

Ττᵃέβ

άρΥπΦ

ϥʻ 

͏ΤὮ 

͚ήϭτπΦϥάρϬΜμ

ΰϡτ ΰʺ“μοϜϣ

Ξʻ 

ˢ ψẚ Ђ˔Р

ІϬ ΰοΜϥθϛʺ

χ ρʺ χ

Ϭ ӪˣʺζΞαʺ

ʺ ḄΰσςϬ“Ξσ

Τπʺ͚ήϭΥϞμοϙθ

ΜάρϬᾋνΪοʺם∑τ

“μοϜϣΞʻζχ∑ʺπ

ΦθάρϬΜμΰϡτḿ

όʺḇּךχṓⱱκϬ Π

ϥʻ 

ӽρχῖ ρΜΞḢ

ΤϣʺᴡΤϞμοϙθΜά

ρΥΚϥΤʺΜμΰϡτ

βʻ 

Ⱳ 

 

 ͚ήϭχם☼ ᴣ  

 

♃יּ ʿ ͛ˢᵒῐ ♅●ˣ 

 

☼ם ệ  ᴣ 

Ⱳʺ γ Ϟ ϹІχ Ϭᶎ βϥϢΞτ

ΰθʻϘθʺ Ϟ ϹІΥσΨʺΣσΤΥ μθḇ

αΥΚμθ ›τψʺЂ˔РІ ằ ΣϢόיּ

Ḙῐ◖τ ⁮βϥάρρΰθʻ 

ᾝ∕χράϧʺ ⅍Υ™ βϥάρϜσΨʺ ψ

ЀрЕк˔иήϦοΜϥϢΞπΚϥʻ₈ῇϜὋ ΰο

כ ΰοΜΦθΜʻ 

ẚχᵒ πψʺ Ϟᴮ σςϜ›ϩδοʺ

͍ τ 1000ml ӟ χ Υᶎ πΦϥϢΞτὓᵊΰ

θʻϘθʺ τΚθμοψʺᵭ ʾάϭτϝΨʾέ

ϘʾρΞϜϧάΰσςχ ᴟχӂΜϜχϞʺέϖΞʾ

θΪχάʾώΦʾήρΜϜσςχ τ ΪσΜ

Ӳˢ ӲˣϬḯϚ ψ►ϩσΜϢΞτ

ΰθʻ 

 

ЦАЖ π Ϭ Τβ֫ Ϭ“μοϜϣμθʻ  

ᴞϬψαϛʺạעϞЍϱИрϽϬ βϥτ

Κθμοψʺ τ κοΜϥβϓϤϞβΜ♠σςϬ

ΰθϤʺ Ϭ▪ήσΜϢΞτΰθϤβϥάρτϜ

ΰθʻ ΰθʻ 

ḧτ ΥΤΤμοΦθ∑ʺΚϩοο ϢΞρΰο

НжрІϬΨγΰʺ₮χᶜτΤβϤ Ϭ Ξ ⱧΥ

Κμθʻ͚ήϭρ ΰ›Μʺ Ϭ Ψ Ϭ Πϥ

ρρϜτʺԏΦνξΦʺע χḕẽ Ϭ“Ξάρρ

ΰθʻσΣʺ͚ήϭχΤβϤ τνΜοψʺЂ˔РІ

ằ Ϭיּ αοᵒῐ◦כ Ԍτ ⁮ΰθʻ 

χ Ὡ ⱱτḩΰοψʺ χ χ ϬḢ ᾝ∕χράϧʺ χ Ὡψ θϦοΜϥϢΞπΚ



╔ΰʺ ệτᴂαοԛ Ϟ ΰЌϷиπχ σ

ςϬ“μθʻ 

ϥʻ₈ῇϜὋ ΰοכ ΰοΜΦθΜʻ 

͚ήϭΥꜛ ππΦϥάρτνΜοψʺάϦϘπρ

αϢΞτʺ ϓ ϩμθ ṀϬꜛ π ΰτ֫όʺ

Μβτ℅μο μοϜϣΞάρρΰθʻ 

͚ήϭψˮςάτϜ ΤΪθΨψσΜʻꜛ χᴪπῨ

ΦσϢΞτ ϣΰθΜ˯ρṆ ΰοΜϥθϛʺᾝ∕ψ

ζχṆ Ϭ βϥʻ 

 

ṓξΜθάρˢ θ

σᴿ Ϟᴦ ˣ 

ӽρχῖ τνΜοψʺϾϯЎ˔Э χ ὀχσΤπ  ΰοΜΨάρ

Υ πΚϥρ―Πϥʻ 

 

 ˲ᵔ ˳͚ήϭχᵒῐᵃ τνΜο 

 

͚ήϭψʺΣιϞΤσσΤτϜ ρΰοʺꜛ χ︠ ϬΰμΤϤϜμοΜϥ πβʻⅎΥ ΨσμοΤϣʺ

ẍὣτṓ ρ Υ ᴞΰʺⅎχӹֲχ χΜβτ℅μοᵃέβάρΥ ΨσμθϜχχʺԁ ϣΰτ

ӗϬḇαθ◓ςϜθκΥ ạϬ ΰ θρΦϜʺˮꜛ χᴪπῨΦσϢΞτ ϣΰθΜ˯ρᾠμοʺ ΰ

Ϭ ϤϘΰθʻ 

◓ςϜθκΥῖ π ͏ ϘϤτ οΜϘβΥʺάϦӟ ϬΤΪθΨσΜρΜΞṓⱱκΥΚϤʺᵒῐ

ᾑρᵒῐ ᾑӟᵰχЂ˔РІϬ ΰσΥϣʺꜛ χπΦϥράϧψꜛ πΰθΜρ◘μοΜϘβʻ 

͚ήϭχꜛ ψʺ χ ᵹχԁᾭὺοˢⱱκᴪˣπʺ χⱲṍΥ ΤμθάρϜΚϤʺự ξΦ

ΚΜψϕρϭςΚϤϘδϭʻ ⅍π͎ᵕχừẍ ԚϬΰοΤϣψ Υ ᴞΰοΰϘΜϘΰθʻζϦπ

ϜʺⅎΥ τΰοΜθ χ ψʺ ṍ τ ◖Ϭᾦϭπ︣ ϦϬΰοΜϘβʻ 

ˮ ϣΰνξΪθꜛ πʺάϦӟ ᴪ τ ϬΤΪϥάρσΨᵃέΰοΜΦθΜ˯ρṆ βϥ͚ήϭ

χ ᶨϬʺ ᵒῐτΣΜοςχϢΞτ◦ΠοΜμθϣϢΜΤʻᵒῐ ψʺϯЈІЮрЕϬ αοʺⱳχ͐

νχᴿ Ϭ ϣΤτΰϘΰθʻ 

1. χἱΰΥΚϤʺ ⅍ϬṞάβθότ Υ ᴞΰοΜϥ͚ήϭτρμοψʺ ⅍χ™

τΰΪθ︡Ϥ ϙΥ πΚϥʻ 

2. Ἱ ḩ ρᴍ ΥΚϥάρτϢϤʺ͎ χ͐ Ϭ►μοꜛ Ϭ “ΰοΜοϜʺ

γΰϜ “Υӗ ΰοΜϥϩΪπψσΜθϛʺ χ ΥΚϥʻ 

3. χ ὩϬ ν ΥΚϥʻ 

4. ꜛ ππΦϥάρϬᾋνΪοʺζάΤϣ ᶨχЮзМзϞᶚΰϙϬῲΫοΜΨ ΥΚϥʻ 

σΤπϜʺⅎτ θϦο ӽρχῖ ϜσΨʺᴪτ αάϜμοΜϥ͚ήϭχ ᶨχᶨ ᴟτΰΪοʺ

ӽρχ ὀϬώϘΠθ ớ σ ᶨ◦כχΚϤ Ϭ―Πϥάρψʺᵒῐ ρΰο σ♪ πβʻ 

ΰΤΰ͚ήϭψʺ ϬΰοΜθⱲṍΥ ΨʺάϦϘπχ Ϭ ӽχσΤπ ΦοΦθ πψΚϤϘ

δϭΰʺự τψ Ϥ›ΜϜΜσΜϢΞπβʻᾝ∕ψᴪπῨΦσϢΞτᵃέΰθΜρṆ ΰοΜϥθϛʺ͚

ήϭχ◘ΜϬ βϥάρρΰϘΰθʻ 

₈ῇχΤΤϩϤχσΤπ͚ήϭχ ᶨχᶚΰϙϬ ϤʺζχΞΠπ ᵓ╥ᴥτזּʺρχΤΤϩϤσςיּ β

ϥ◦כχΚϤ ϬϾϯЎ˔Э χ ὀχσΤπ  ΰοΜΨάρΥπΦθϣρ―ΠοΜϘβʻ 

 



 

ם ˙͚ήϭχꜛ τΰΪθᵒῐχם∑ˢӱ ʾӱ ʺ χᵒῐˣ˙ 

 

ᴿ ͍ 

͚ήϭψ ⅍ϬṞάΰοʺάϦϘπτ͎ᵕừẍ ԚΰοΜϘβʻ ⅍χ™ τΰΪοʺ͚ή

ϭτἇ σψθϣΦΤΪϬ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

͚̓ήϭꜛ ʺˮπΦϥιΪϞϩϣΤΨ ΰοϜϣΜθΜ˯ρχ ϬϜκʺ ⱧψϠμΨϤϢΨ

Τϭπ ϓοΜϘβΥʺάχάρΥ γΰϜ ⅍χ τνσΥϥρψᾢϤϘδϭʻ 

̓ ⅍χ τψʺІЭ˔Їσ ΥὧΤδϘδϭʻ 

̓ІЭ˔Їσ χθϛτψʺ σ ẚʺ ӲˢρΨτ Ӳˣχ ︡ʺ

χ ֫ χ ʺσςΥ τσϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

5. ᵒῐ ψʺ͚ήϭτ Ϟ χ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

τσμοΜσΜάρϬᶎ ΰϘβʻ 

Τϣ ⅍τσϣσΜϢΞτβϥάρϬ ΰϘβʻ 

χ ρ Ⱨ τḩβϥṜ Ϭ ΪϥϢΞτ ΰϘβʻ 

6. ᵒῐ ψʺ™ τνΜοʺ͚ήϭτπΦϥάρϬ―ΠϘβʻ 

Ӫ꜡ τΦκϭρψΤμο ϬρϤϘβʻ 

 ʾ1000ml χ Υᶎ πΦϥϢΞ Ṁτ ΰϘβʻ 

 ʾ ḧψЕϱйχᵕ Υ Πϥχπʺ Ϙπτ ϬρϥὓᵊϬ οϘβʻ 

ӲϬρϤϘβʻ 

 ʾ Ӳχ Μ ∙ρʺ͚ήϭχ ῨϬώϘΠθᾅ Ϭ―ΠϘβʻ 

 ʾ͚ήϭτ›μθ Ϭ―ΠϘβʻ 

χ ֫ χ χθϛτςχϢΞσ֫ Υ ΤϬ―Πʺם☼ΰϘβʻ 

 ʾ ḩ ΥΚϥθϛʺЦАЖ π Ϭ Τβ֫ ϬΰοϜϣΜϘβʻ 

 ʾ Ϭ ϞήσΜϢΞτ ᴛτṓϬνΪϘβʻ 

7. ᵒῐ ψʺ π―ΠθάρϬςχϢΞτם βϥΤʺ͍ χὓᵊϬ οϘβʻ 

8. ᵒῐ ψʺ ם ΰθάρϬφΧϣΜʺψΫϘΰϘβʻ 

 

ᴿ ͎ 

ψЕϱйπ Ϭ“μοΜϥ͚ήϭʻᴞ♥χỪ ᴞρ♪ ỉ┘σςτϢϤʺ χḾᾑ Υ‰

ΜθϛτʺЕϱйϘπχӱ ḕẽϬ Πϥ ΥΚϤϘβʻ 

͚ήϭχӗ τ ΰοЕϱйϘπӱ ΰʺ χᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

 



άάτ Ӫ˂ 

͚̓ήϭτψʺ Ἱ ḩ ˢͤẂρ χϚΨϙˣʺ₮֒χ♪ ₯ʺ♪ ỉ┘σςΥΚϤϘβʻ 

͚̓ήϭψ͎ χ͐ Ϭ►μοʺϠμΨϤ ΨάρΥπΦϘβʻ 

̓ЦАЖχΚϥạעΤϣ͏mΨϣΜ ϦθᾜḩϩΦτЕϱйΥΚϤϘβʻ 

͚̓ήϭψʺπΦϥιΪꜛ χ πӱ ΰθΜρΜΞ◘ΜΥΚϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

9. ᵒῐ ψʺ͚ήϭτЕϱйπ βϥάρϬᶎ ΰϘβʻ 

10. o ῐ ψʺЕϱйϘπ͐ Ϭ►μο Μο“ΨάρϬ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

11. o ῐ ψʺЕϱйϘπχ ᴞτ “ϬήϘθΫϥϜχΥσΜΤϬᶎ ΰϘβʻ 

Υ κοΜσΜΤτ ӪΰϘβʻ 

ϞРИ˔иσςΥ ΤϦοΜσΜΤσςτϜ ӪΰϘβʻ 

12. ͚ ήϭτ Φ ˢІзАОσςπβϓϣσΜϜχˣϬΦκϭρψΦʺ͐ π ӡϬρμοϜϣΜϘ

βʻ 

ϚΨϙΥΚϥχπ Φ χ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

͐ τψ֒ ρ₮ ΥΚϥχπ ӪΰϘβʻϘθʺ χӗ ᾁϬΰʺ‰ήτνΜοϜᶎ ΰϘβʻ 

ӡϬρμθρΦʺώϣνΦΥσΜΤϬᶎ ΰϘβʻ 

13. ͚ ήϭτЕϱйϘπϠμΨϤ “ΰοϜϣΜϘβʻ 

ЕϱйϘπχ ᴞΥΰμΤϤᾋΠοΜϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

₮ ῇ π͚ήϭχⁿτ︣ϬζΠοʺ Ϭ◦ΠϘβʻ 

χ ϙϬᶎ ΰϘβʻ 

14. o ῐ ψЕϱйτ ϤʺᴞӶϬΣϧβ ϬΰϘβʻ 

Ϭ Φʺ ︣π︣βϤϬΰμΤϤⱱμοϜϣΜϘβʻ 

︣βϤρ χ︣πᴞӶϬΣϧΰʺᵒῐּיψ ϘπΣϧβᵒ ϬΰϘβʻ 

15. ͚ ήϭτΣαΧϬβϥϢΞτΰο Ṁτ℅μοϜϣΜϘβʻ 

℅ӡΥӗ ΰοΜϥΤʺ᷆ΨσΜΤσςϬᶎ ΰϘβʻ 

Ϭ Ωθϛʺ ΤΪϬΤΪϘβʻ 

Еϱйχᵰτ οʺ Υ ϩϥχϬ κϘβʻ 

16. o ῐ ψʺ ῇʺῇ◐ ΥπΦθΤϬᶎ ΰϘβʻ 

ῇʺ Ӥχ Ὡʺ χ ρ Ϭᶎ ΰϘβʻάχρΦʺ Ψ℅ϤʺΣαΧϬΰοϜϣΜ Ӥ

Ϭ ὩτΰϘβʻ 

πΦοΜσΜρΦψ ᵒ ϬΰϘβʻ 

17. ͚ ήϭτ ӡτσμοϜϣΜʺӶ Ϭ Πʺ︣ ΜϬΰοϜϣΜϘβʻ 

18. ͚ ήϭτЦАЖϘπϠμΨϤ μοϜϣΜϘβʻ 

χ ϙϬᶎ ΰϘβʻ 

ЦАЖϘπχ ᴞΥΰμΤϤᾋΠοΜϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

ЦАЖτ℅μοϜϣΜʺ χϚΨϙϬḢ╔ΰϘβʻ 

Еϱйπ πΦθάρϬφΧϣΜϘβʻ 

 



ᴿ ͏ 

ḧψЪ˔ЌУиЕϱйϬ► ΰο Ϭ“μοΜϥ͚ήϭʻ͚ήϭχӗ τ ΰοЦАЖΤϣЪ

˔ЌУиЕϱйϒχӱ ρ χᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

͚̓ήϭτψʺ Ἱ ḩ ˢͤẂρ χϚΨϙˣʺ₮֒χ♪ ₯ʺ♪ ỉ┘σςΥΚϤϘβʻ 

̓ ḧψʺạעχ χІϱАЎΥϋϜπνσΫϣϦʺЦАЖχ ᾕτ ΨϢΞτσμοΜϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

19. o ῐ ψʺ͚ήϭτ χᶎ Ϭΰοʺ ϬνΪοϜϣΜϘβʻ 

20. ͚ ήϭτЦАЖτ ℅ӡτσμοϜϣΜʺЦАЖЂϱЖχ ệϬᶎ ΰϘβʻ 

Ъ˔ЌУиЕϱйΥ ᾕτ ΜοΚϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

ЦАЖ ︣βϤΥΦκϭρ ήϦοΜϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

Ъ˔ЌУиЕϱйχώθϬ︡Ϥʺ τ ʺ ׁʺЕϱйАЕЧ˔О˔Υ μοΜϥΤϬᶎ ΰϘβʻ 

21. ͚ ήϭτЦАЖ ︣βϤϬⱱμο ℅ӡΤϣ ӡτσμοϜϣΜʺЪ˔ЌУиЕϱйτ℅ϦϥϢΞτ

ӡϬ ΠοϜϣΜϘβʻ 

22. ͚ ήϭτʺᴞӶϬΣϧΰʺΣαΧϬβϥϢΞτЪ˔ЌУиЕϱйτ℅μοϜϣΜϘβʻ 

℅ӡΥӗ ΰοΜϥΤʺ᷆ΨσΜΤσςϬᶎ ΰϘβʻ 

χ τ ΰʺНІЌϷиσςπФжϱНЄ˔χ ῐρ ᴛτ ϛϘβʻ 

23. o ῐ ψʺ ῇʺῇ◐ ΥπΦθΤϬᶎ ΰϘβʻ 

ῇʺ Ψ℅μοϜϣΜʺ Ӥχ Ὡʺ χ ρ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

πΦοΜσΜρΦψ ᵒ ϬΰϘβʻ 

24. ͚ ήϭτ ӡτσμοϜϣΜʺώϣνΦσςχᶎ ϬΰʺӶ Ϭ ΠʺΣΰϖϤσςϬ Μο︣ Μ

ϬΰοϜϣΜϘβʻ 

25. ЦАЖχϕΞϒ͚ήϭχⁿϬᵕ ήδʺ ℅ӡτσμοϜϣΜϘβʻ 

χ ϙʺ χϚΨϙϬḢ╔ΰϘβʻ 

Ъ˔ЌУиЕϱйχ Ϭ ξΪʺᾕχӡ τ ΰϘβʻ 

26. o ῐ ψ Ϭ ΰοʺ͚ήϭτẈϭπϜϣΜϘβʻ 

 

̙ ᶎ ʾ ᴣΰοϙϢΞ˂ 

 

ᶎ ʾ ᴣ‮  CHECK 

͚ήϭτ σᾠ ΤΪΥπΦϘΰθΤˢ χᶎ ʺάϦΤϣ“Ξᵒ χ ρ Ӫσςˣʻ  

͚ήϭΥ ẚχ Ϭ ᵔΰθΞΠπʺ ϬρϥάρΥπΦϘΰθΤʻ  

⅍χ™ τΰΪοʺ χ ֫ ϬΞσΥβθϛχ֫ Ϭ͚ήϭτΰοϜϣΜϘΰθ

Τʻ 
 

͚ήϭΥЕϱйϘπӗ τӱ βϥθϛχḕẽ ΥπΦϘΰθΤʻ  



ЕϱйϘπӱ βϥτ∑ΰοʺ͚ήϭχ Ṑ ˢ♪ Ϟ♪ ʺ ḩ χ ϙʺͤẂϞ χϚΨ

ϙσςˣτ ΰϘΰθΤʻ 
 

χ ρ ʺ ӤϬḢ╔ΰϘΰθΤʻ  

͚ήϭΥ χῇ◐ ϬΰθάρϬᶎ ΰϘΰθΤʻ  

ḧʺ͚ήϭχЦАЖχ ᾕτʺЪ˔ЌУиЕϱйϬ ӪΰοΣΦϘΰθΤʻ  

ӗ τЪ˔ЌУиЕϱйτӱ ΰʺ χ◒ ϬρϥάρΥπΦϘΰθΤʻ  

Ϭ ΰο͚ήϭχꜛ τ ΰθכ ΥπΦϘΰθΤʻ  

 

 

͏  ᵒῐᵃ χ ᵫχם  

Ⱨ ͐ ᵒῐ ὲ☼ π ᶨβϥ  כ◦ϒχיּ

Ⱨ ͐ ᵒῐ ὲ☼ π ᶨβϥ  כ◦ϒχיּ

 

 χФкТϰ˔иיּ 
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ᶨḕẽ ᵒῐ ὲ☼  

ᵒῐ  ᵒῐ͏ 

ʾὮ ̓̓ ̘Ὦ 

‰ χיּ

ᶨꜛ  
ψσΜʻ 

ᵲ‰ χיּ ᶨ

ꜛ  
͖͍ 

 

 ᴪ   ΣϢό ᶨ  

 

 ṍΤϣὫₒʺ◓ӾοϘπ 

 

ʾ ͏ ΦϡΞιΜχ μ◓ρΰο ϘϦϥʻ 

ʾ ϥΨʺᶨ σ ᶊπ ᶘΤϣГИІϬ◐ϛʺ‰ πϜГИІ τ ΰᶨ ΰθʻ 

ʾ ᶘψʺ χΜϥựᾉχ῝ ᶘτ ᶘΰθʻ 

ʾ Ộῇʺ ᾕχỴ“τ ΰθʻ 

ʾ ּזᵓ τσμοϜ ṪρΰοГИІϬ Ϊʺ ᾕχГИІϼжУτ ΰʺ ϜθΨήϭΜθʻ 



ʾ 30⅞πʺ͏⅞ ᴞχ ρὫₒʻ 

ʾ ὫₒιμθθϛʺὫₒρ Ⱳτ ΰθʻ 

ʾ ζχΚρψʺ Ộ︠ ρΰο Ỡχ Μ Ϭ◦Πʺ͎ χ ◓ϬӾοθʻ 

ʾ Ỵ“ԌπΚϥ χ▫Ⱨχ ήψϢΨϩΤμοΜϥχπʺπΦϥιΪЂЪ˔Еΰο χ῞Ϭ ṉΰθ

ΜρḻμοΦθʻ 

 

 ΨϜ ᴞ ὬϬ ΰοӟ‭ 

 

ʾ ₈ χ͍Ὦʺ ΨϜ ᴞ Ὤπ Ϧʺ Ὂᵰᴬ Ԛτ͏ΤὮ Ԛΰθʻ 

ʾ ḅṐ ᵲϬρϜσΞ֒ Υ▪ϤʺּכΜβχ ᶨτσμθˢ ᵲּ︣י ͎ẘˣʻ 

ʾ ζχΚρʺзМРзГ˔ЄдрЈрЌ˔ϬὊοʺᾝ∕χᵒῐ ὲ☼ τ βϥάρρσμθʻ 

ʾ зМРзГ˔ЄдрχΣΤΫπʺ₈ψ◦ΠΥΚϦω κ ΥϤʺ͏˙͐ ΨάρΥπΦϥʻ 

 

 ᾝ∕χᴪ χ ệ 

 

ʾ ˢ55⅞ˣψỴ“Ԍρΰοʺ ͓Ⱳ τψ Ỡʻ ψ 20˙21Ⱳέϧτṑ βϥ ᶨϬ μοΜϥʻ 

ʾ χḩἰψ Ῠπʺ Ϝ͜ήϭρΜμΰϡτꜛ π ϣΰθΜρ◘μοΜϥΥʺ τᴦ ΤςΞΤ

ӗτ◘μοΜϥράϧΥΚϥʻ 

ʾ ˢ24⅞ˣψʺ ρ αỴ“Ԍρΰο ᾉπ ΜοΜϥˢ͜ήϭψԁ ϣΰχ χθϛτⱲˑ

ϯО˔ЕχζΞασςτϜ μοΜθˣʻ 

ʾ ⱳ ˢ21⅞ˣψ ᶘ͏ πʺϞψϤ ᾉπᴞ ᶨϬ μοΜϥˢάκϣτϜ ᶨ Ϟ σς

ϬⱲˑ μοΜθˣʻ 

 

 ᾝ∕χ ệ 

 

 ὲῴ  

 

ˢ1ˣԁ  

ʾ ᴛʿ36.3̆ 

ʾ ᾦẊʿ15˙20ᵕ˗  

ʾ ʿ50˙60ᵕ˗  

ʾ Ὤӊʿ130˗80mmHg  

ˢ2ˣ ᵲχ ệ 

ʾ ΨϜ ᴞ Ὤχῇӹ ρΰο֒ ʺὖ χᾠ῎ ᵲΥΚϥʻ 

ˢ3ˣᾝ∕χΣϜσכḆ 

ʾ ρΨτσΰʻ 

ˢ4ˣṌᴁ  

ʾ ΨϜ ᴞ Ὤˢ͐ΤὮ ˣ 

ˢ5ˣ♪  

ʾ ᶨτ◦ ψσΜʻ 



 

ˢ6ˣ  

ʾ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

 ᶨχ ệ 

 

ˢ1ˣӱ  

ʾ ֒ ΥΚϤʺὲ χ₮︣ Ϭ►μοּכΜβϬ ⌠ΰοΜϥʻ 

ʾ ☼ πχἩ τϢϤʺ ΥΚμοϜ Ϊο ϥάρΥπΦϥσςʺ ⌠τḈϦοΦοΜϥʻ 

ˢ2ˣ αθΨ 

ʾ Φ︣πΚϥ֒ τ ΥΚϥθϛʺⱲḧψΤΤϥΥʺ Ӷψꜛ π ΠϥάρΥπΦϥʻ 

ʾ ᴞӶψʺϳϵІЕχ τϋϜϬνΪϥσςχῬ ΥΚϦωꜛ π ΠϥάρΥπΦϥʻ 

ˢ3ˣ Ⱨ 

ʾ ₮︣πІФ˔рϬ►μο ⱧϬΰοΜϥʻ 

ʾ χ► χἩ Ϭ“μοΜϥʻ 

ˢ4ˣ  

ʾ ︣ βϤϬ►ΠωʺЕϱйπꜛ π πΦϥʻ 

ˢ5ˣ ʾ Ὡ ⱱ 

ʾ ☼ πψ ͏ᵕ ΰοΜϥʻ 

ʾ ψзТЕ πʺϕρϭςꜛ π Ϭ ΞάρΥπΦϥʻ 

ʾ ΜτΨΜ ϜʺςΞΰθϣϢΜΤ ớ τᵒῐ τθγφοῬ ΰοΜϥʻ 

ˢ6ˣ  

ʾ ʺзМРзГ˔ЄдрϞᴪⱧἩ τψΫϭπΜϥθϛʺṁ τψʺ ψϢΨ ϦοΜϥʻ 

ʾ θιΰʺⱲˑʺꜛ χ ᵲχάρϞʺ τꜛ π ρ ϣΰοΜΪϥχΤϬ―ΠοΰϘΞρʺ Ϧσ

ΜάρΥΚϥʻ 

ˢ7ˣЀЬвИϾ˔Єдр 

ʾ ֒ τρϜσμοὖΜᾠ῎ ᵲΥΚϥΥʺ ᵓ τΣΜοψ₯ΰ◦ΠϥϕςπψσΜʻ 

ʾ ϕΤχ ρϜϢΨיּ ϬΰοΜϥʻ 

ˢ8ˣЂ˔РІχ ệ 

ʾ o ῐ ὲ☼ τ ΰοΜϥʻ 

ʾ ꜛ τ μοΤϣψʺςχϢΞσЂ˔РІϬ ΰο ᶨΰοΜΨΤᾁ πΚϥʻ 

 

 Ὂↄ ệ 

 

ʾ ψᾝ χỴ“Ԍˢ ˣπΚϤʺ ḧπ 1000 Ϭד Πϥ ΥΚϥθϛʺὊↄ τψ σ

Μʻ 

 

 ᶊ 

 



ʾ ϥΨּזῖ σ ᶊπΚϥʻ 

ʾ ϘαϛπᴡπϜΦκϭράσζΞρβϥράϧΥΚϥʻ 

 

 ͍ χᵃέΰ  

 

ʾ ₈ψ☼ χ ᴿτζμο ᶨΰοΜϥΥʺꜛ πχ ᶨτΰΪοʺꜛ χ χϘϩϤχάρϬꜛ ππ

ΦϥϢΞτσϣσΪϦωρʺ ʺӪ τзМРзГ˔ЄдрτψΫϭπΜϥʻϘθʺ Ⱨχΰθ

Ψʺ ʺζΞασςʺᴪⱧ τνΜοʺ τἩ Ϭ“ΣΞρΰοΜϥʻ 

 

 ῇχꜛ χḕẽ 

 

ʾ ͍ ᵬψּכΜβπϜӱ ᴦ ιΥʺЄІГЭϺАЎрψּכΜβΥ ϣσΜθϛτ►ΠσΜʻ 

ʾ ₈χϘϘπψ ₯ΥΚϤʺ͍ πψ τ ϥάρϜʺᵰ βϥάρϜπΦσΜʻ 

 

 ͜ήϭϞᴪ σςχ◘Μ 

 

ʾ ͜ ήϭψʺˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθΰθΜʻζχθϛτψʺϘγ

χϘϩϤχάρϞᴪⱧψꜛ ππΦϥϢΞτσϤθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ζϦτ ΰο ψʺˮⅎΥꜛ τ ϥάρϬ ϭπΜϥΥʺςχ ᴦ πΚϥΤψᶎ ΥϜοσΜ˯

ρ―ΠοΜϥʻ 

ʾ o ῐ ὲ☼ πψʺᴪⱧἩ χḕẽΥΚϘϤ ΠϣϦοΜσΜχπʺᴪτṑμοΤϣ τπΦϥ

χΤςΞΤ ӗΥΚϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ ψ∩Υ Μθϛʺꜛ τṑμοΤϣψʺπΦϦωᾭᵰπψ ΜβϬ►ΜθΜ˯ρ◘μοכּ

Μϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ τṑμοϜꜛ π ΠϣϦϥϢΞτʺρΨτᴞӶψῬ ΰσΪϦω˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ᴡρΤ₮︣π Ϭ►ΜάσδϥϢΞτσϤθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ χЕϱйψ ꜠ЕϱйπψΚϥΥʺῇ◐ Υ₉ σχπʺꜛ π πΦϥ ϬῬ ΰσΪϦ

ω˯ρ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ χΣ πψ χ ϤΥ₉ σχπʺ τ ϬΤΪοΰϘΞχπψσΜΤ˯ρṓτΰοΜ

ϥʻ 

ʾ ϦσΜρΦψʺˮЂ˔РІϬ ︣τᶨ βϦωꜛ πχ ᶨϜᴡρΤσϥ˯ρ◘ΞϢΞτΰοΜϥʻ 

ʾ ϜρϜρ ΰῨΦιμθχπʺΞϘΨ βάρΥπΦσΜάρΥΚϥρʺϜςΤΰΨοʺ ΰΨσϥά

ρΥΚϥʻ 

ʾ ˮ Μ Бϯ˔σςτϜπΦϥιΪ╥ᴥΰθΜ˯ρ◘μοΜϥΥʺṐᵓΥ σΨο▪ τ◘μοΜϥʻ 

ʾ ˮ ΜβπϜπΦϥιΪכּ χ︣Ϭϩγϣϩδγʺ Ộ︠ ρΰοχ ᶤϬ︡Ϥ βθϛτʺꜛ χ ḕ

ẽϬᵠ ΰθΜ˯ρ ϭπΜϥʻ 

ʾ ˮ ꜛ π ᶨβϥτψςχϢΞσ ἇΥ σχΤʺςχϢΞσῬ ΥπΦϥχΤϬ ϤθΜ˯ρ◘μ

οΜϥʻ 

 



 

 ͜ήϭχТϴϱІЄ˔Е 
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ʾὮ ̓̓ ̘Ὦ 

τΜθμθ  

₈ χ͍Ὦʺ ΨϜ ᴞ Ὤπ Ϧʺ Ὂᵰᴬ Ԛτ͏ΤὮ Ԛΰθʻ

ḅṐ ᵲϬρϜσΞ֒ Υ▪ϤʺּכΜβχ ᶨτσμθˢ ᵲ

︣יּ ͎ẘˣʻζχΚρʺзМРзГ˔ЄдрЈрЌ˔ϬὊοʺᾝ∕χᵒῐ

ὲ☼ τ βϥάρρσμθʻ 

ᴪ  

ˢ55⅞ˣψỴ“Ԍρΰοʺ ͓Ⱳ τψ Ỡʻ ψ 20˙21Ⱳέϧτṑ

βϥ ᶨϬ μοΜϥʻ χḩἰψ Ῠπʺ Ϝ͜ήϭρΜμΰϡτꜛ

π ϣΰθΜρ◘μοΜϥΥʺ τᴦ ΤςΞΤ ӗτ◘μοΜϥρά

ϧΥΚϥʻ ˢ24⅞ˣψʺ ρ αỴ“Ԍρΰο ᾉπ ΜοΜϥˢ͜ή

ϭψԁ ϣΰχ χθϛτⱲˑϯО˔ЕχζΞασςτϜ μοΜ

θˣʻϘθʺⱳ ˢ21⅞ˣψ ᶘ͏ πʺϞψϤ ᾉπᴞ ᶨϬ μο

ΜϥˢάκϣτϜ ᶨ Ϟ σςϬⱲˑ μοΜθˣʻ 

Ϻ˔О˔Њр  

χ ᶨ ệ 

͏ ΦϡΞιΜχ μ◓ρΰο ϘϦϥʻ ϥΨʺᶨ σ ᶊπ ᶘΤϣГ

ИІϬ◐ϛʺ‰ πϜГИІ τ ΰᶨ ΰθʻ ᶘψʺ χΜϥựᾉ

χ῝ ᶘτ ᶘΰθʻ Ộῇʺ ᾕχỴ“τ ΰθʻּזᵓ τσμοϜ

ṪρΰοГИІϬ Ϊʺ ᾕχГИІϼжУτ ΰʺ ϜθΨήϭΜ

θʻ30⅞πʺ͏⅞ ᴞχ ρὫₒʻ ὫₒιμθθϛʺὫₒρ Ⱳτ

ΰθʻζχΚρψʺ Ộ︠ ρΰο Ỡχ Μ Ϭ◦Πʺ͎ χ ◓ϬӾο

θʻỴ“ԌπΚϥ χ▫Ⱨχ ήψϢΨϩΤμοΜϥχπʺπΦϥιΪЂ

Ъ˔Еΰο χ῞Ϭ ṉΰθΜρḻμοΦθʻ 

τΣΪϥ ʾ

ᴪ σςχ  

͜ήϭχ ʿ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθ

ΰθΜʻζχθϛτψʺϘγ χϘϩϤχάρϞᴪⱧψꜛ ππΦϥϢΞτ

σϤθΜʻ 

χ ʿⅎΥꜛ τ ϥάρϬ ϭπΜϥΥʺςχ ᴦ πΚϥΤψᶎ

ΥϜοσΜʻ 

ζχ   

 



 

 ͜ήϭχϯЈІЮрЕ (1)  

 

͍. χ ệˢ Ṑ ʾ   ˗ὲῴ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

1 
ᵒῐ Ỹ ˗ ᵲ

ẘ 
ᵒῐ͏ʺ ᵲּ︣י ͎ẘ 

2 
‰ χיּ ᶨꜛ

 
ψσΜʻ 

3 
ᵲχ ệˢ ʾ ʾ

ˣ 

ᵲ‰ χיּ ᶨꜛ ʿ͖͍ ΨϜ ᴞ Ὤχῇӹ

ˢ֒ ʺὖ χᾠ῎ ᵲˣ 

4 ᾝ∕χΣϜσכḆ ρΨτσΰʻ 

5  ρΨτσΰʻ 

6 Ṍᴁ  ΨϜ ᴞ Ὤˢ͐ΤὮ ˣ 

7 ⱲχНϱЌиЂϱр 
ᴛʿ36.3̆ʺᾦẊʿ15˙20ᵕ˗ ʺ ʿ50˙60ᵕ˗ ʺ

Ὤӊʿ130˗80mmHg  

8 ζχ  ♪ ʺ ʿρϜτ ᶨτ◦ ψσΜʻ 

 

͎. ᶨχ ệˢᶨ ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

9 ᴪⱧ 

ⱧχΰθΨʺ ʺζΞασςʺ

ᴪⱧ τνΜοʺ τἩ Ϭ“

ΣΞρΰοΜϥʻ 

ᵒῐ ὲ☼ πψʺᴪⱧἩ

χḕẽΥΚϘϤ ΠϣϦοΜ

σΜχπʺᴪτṑμοΤϣ

τπΦϥχΤςΞΤ ӗΥΚ

ϥʻ 

10 ӱ  

֒ ΥΚϤʺὲ χ₮︣ Ϭ►

μοּכΜβϬ ⌠ΰοΜϥʻ☼ π

χἩ τϢϤʺ ΥΚμοϜ

Ϊο ϥάρΥπΦϥσςʺ ⌠τ

ḈϦοΦοΜϥʻ 

ˮꜛ ψ∩Υ Μθϛʺꜛ

τṑμοΤϣψʺπΦϦωᾭ

ᵰπψ ˯ΜβϬ►ΜθΜכּ

ρ◘μοΜϥʻ 

11 αθΨ 

Φ︣πΚϥ֒ τ ΥΚϥθ

ϛʺⱲḧψΤΤϥΥʺ Ӷψꜛ π

ΠϥάρΥπΦϥʻᴞӶψʺϳ

ϵІЕχ τϋϜϬνΪϥσςχ

ˮꜛ τṑμοϜꜛ π Π

ϣϦϥϢΞτʺρΨτᴞӶψῬ

ΰσΪϦω˯ρ◘μοΜϥʻ 



Ῥ ΥΚϦωꜛ π ΠϥάρΥ

πΦϥʻ 

12 Ⱨ 

₮︣πІФ˔рϬ►μο ⱧϬΰο

ΜϥʻϘθʺ χ► χἩ Ϭ“μ

οΜϥʻ 

ˮᴡρΤ₮︣π Ϭ►Μάσδ

ϥϢΞτσϤθΜ˯ρ◘μοΜ

ϥʻ 

13  
︣βϤϬ►ΠωʺЕϱйπꜛ π

πΦϥʻ 

ˮꜛ χЕϱйψ ꜠Еϱйπ

ψΚϥΥʺῇ◐ Υ₉ σχ

πʺꜛ π πΦϥ ϬῬ

ΰσΪϦω˯ρ◘μοΜϥʻ 

14 ʾ Ὡ ⱱ 

☼ πψ ͏ᵕ ΰοΜϥʻ

ψзТЕ πʺϕρϭςꜛ π

Ϭ ΞάρΥπΦϥʻ ΜτΨ

Μ ϜʺςΞΰθϣϢΜΤ ớ

τᵒῐ τθγφοῬ ΰοΜϥʻ 

ˮꜛ χΣ πψ χ

ϤΥ₉ σχπʺ τ ϬΤ

ΪοΰϘΞχπψσΜΤ˯ρṓ

τΰοΜϥʻ 

15  

ʺзМРзГ˔ЄдрϞᴪⱧἩ

τψΫϭπΜϥθϛʺṁ τ

ψʺ ψϢΨ ϦοΜϥʻθιΰʺ

Ⱳˑʺꜛ χ ᵲχάρϞʺ τ

ꜛ π ρ ϣΰοΜΪϥχΤϬ―

ΠοΰϘΞρʺ ϦσΜάρΥΚ

ϥʻ 

ϦσΜρΦψʺˮЂ˔РІϬ

︣τᶨ βϦωꜛ πχ ᶨ

ϜᴡρΤσϥ˯ρ◘ΞϢΞτΰ

οΜϥʻ 

16 ЀЬвИϾ˔Єдр 

֒ τρϜσμοὖΜᾠ῎ ᵲ

ΥΚϥΥʺ ᵓ τΣΜοψ₯ΰ

◦ΠϥϕςπψσΜʻϕΤχ יּ

ρϜϢΨ ϬΰοΜϥʻ 

ϜρϜρ ΰῨΦιμθχπʺ

ΞϘΨ βάρΥπΦσΜάρ

ΥΚϥρʺϜςΤΰΨοʺ ΰ

ΨσϥάρΥΚϥʻ 

 

͏. Τήˢ╥ᴥˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

17 Ӫ ʾ ΦΥΜ 

ꜛ πχ ᶨτΰΪοʺꜛ χ χ

ϘϩϤχάρϬꜛ ππΦϥϢΞτ

σϣσΪϦωρʺ ʺӪ τз

МРзГ˔ЄдрτψΫϭπΜϥʻ

Ϙθʺ ⱧχΰθΨʺ ʺζΞα

σςʺᴪⱧ τνΜοʺ τἩ

Ϭ“ΣΞρΰοΜϥʻ 

ˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ

Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθ

ΰθΜʻζχθϛτψʺϘγ

χϘϩϤχάρϞᴪⱧψꜛ π

πΦϥϢΞτσϤθΜ˯ρ◘μ

οΜϥʻ 

18 ᴭχᵃέΰ  

ᴭⱲḧϜꜛ τṑϥθϛχзМР

зГ˔Єдрτ ΥσΜʻ Ⱨχ

ⱲḧϜʺπΦϥιΪ ӤτṓϬ

ˮ Μ Бϯ˔σςτϜπΦϥ

ιΪ╥ᴥΰθΜ˯ρ◘μοΜϥ

ΥʺṐᵓΥ σΨο▪ τ◘μ



Ϥʺ Ṁχ ξΪσςϬꜛ σϤτ

Ῥ ΰσΥϣ︣ μοΜϥʻρτΤ

Ψ ρχꜛ πχ ϣΰτ ϤθΜ

ԁ πʺᾢϣϦθ☼ ḕẽχσΤπ

ϜήϘίϘσ π ᾓϬῲΫʺῬ

ϬΰϢΞρ ΰοΜϥʻ 

οΜϥʻ 

19 ᶤˢᴪ  ᵓˣזּ˗

Ὣₒρ Ⱳτ ΰʺζχΚρψʺ

Ộ︠ ρΰο Ỡχ Μ Ϭ◦

Πʺ͎ χ ◓ϬӾοθʻᾝ∕ʺ☼

χσΤπψ ΥֿבΜχπʺϕΤ

χ τπΦϥιΪ︣Ϭיּ ΰοΜ

ϥʻ 

ˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ

Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθ

ΰθΜ˯ρ◘μοΜϥʻϘθʺ

ˮϕΤχ χיּ τ νάρ

ΥΚϦωᴡΤ︣ ΜθΜ˯ρ◘

μοΜϥʻ 

20 ζχ    

 

͐. ḕẽˢḕẽԍ◓ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ χ◘Μ 

21 ᶨḕẽ 

ᾝ∕ψʺᵒῐ ὲ☼ τ ΰ

οΜϥʻσΣʺ ῇτ ϥꜛ

ψʺ͍ᵬψּכΜβπϜӱ ᴦ ι

ΥʺЄІГЭϺАЎрψּכΜβΥ

ϣσΜθϛτ►ΠσΜʻϘθʺ₈χ

ϘϘπψ ₯ΥΚϤʺ͍ πψ τ

ϥάρϜʺᵰ βϥάρϜπΦσ

ΜʻσΣʺꜛ χ ψ∩Υ Μʻ 

ˮּכΜβπϜπΦϥιΪ χ︣

Ϭϩγϣϩδγʺ Ộ︠ ρΰ

οχ ᶤϬ︡Ϥ βθϛτʺꜛ

χ ḕẽϬᵠ ΰθΜ˯ρ

ϭπΜϥʻ 

22 ᶨτ σ ἇ ˢ₮︣ π ⌠ΰϞβΜˣּכΜβ 

ˮꜛ π ᶨβϥτψςχϢΞ

σ ἇΥ σχΤʺςχϢΞ

σῬ ΥπΦϥχΤϬ Ϥθ

Μ˯ρ◘μοΜϥʻˮꜛ

ψ∩Υ Μθϛʺꜛ τṑμο

ΤϣψʺπΦϦωᾭᵰπψ

ΜβϬ►ΜθΜ˯ρ◘μοΜכּ

ϥʻ 

23 Ὂↄ ệ 

ψᾝ χỴ“Ԍˢ ˣπΚ

Ϥʺ ḧπ 1000 Ϭד Πϥ Υ

ΚϥθϛʺὊↄ τψ σΜʻ 

ˮ₈χράϧὊↄ τψ σ

ΜΥʺꜛ χᵒῐχθϛτʺ

χ▫Ⱨτ◦ ϬΦθβάρψ

τ ΪθΜ˯ρ◘μοΜϥʻ 

24 ᴪ ḩἰ 
ψỴ“Ԍρΰοʺ ͓Ⱳ τψ

Ỡʻ ψ 20˙21Ⱳέϧτṑ βϥ

ˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ

Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθ



ᶨϬ μοΜϥʻ χḩἰψ

Ῠπʺ Ϝ͜ήϭρΜμΰϡτꜛ

π ϣΰθΜρ◘μοΜϥΥʺ

τᴦ ΤςΞΤ ӗτ◘μοΜϥρ

άϧΥΚϥʻ ψ ρ αỴ“Ԍ

ρΰο ᾉπ ΜοΣϤˢ͜ήϭψ

ԁ ϣΰχ χθϛτⱲˑϯО

˔ЕχζΞασςτϜ μοΜ

θˣʻϘθʺⱳ ψ ᶘ͏ πʺ

ϞψϤ ᾉπᴞ ᶨϬ μοΜϥ

ˢάκϣτϜ ᶨ Ϟ σςϬ

Ⱳˑ μοΜθˣʻ 

ΰθΜ˯ρ◘μοΜϥʻԁ

πʺꜛ Υ ᵲϬ μθάρ

πʺˮ χ χήϘθΫτσ

μοΰϘμθχπψσΜΤ˯ρ

ṓτΰοΜϥʻ 

25 
Ђ˔РІˢ ˣχ

ệ 

ᾝ∕ψʺᵒῐ ὲ☼ τ ΰ

οΜϥʻꜛ τ μοΤϣψʺςχ

ϢΞσЂ˔РІϬ ΰο ᶨΰο

ΜΨΤᾁ πΚϥʻ 

ˮ∕ π►ΠϥЂ˔РІψπΦ

ϥιΪᶨ ΰοʺ τΚϘϤ

ϬΤΪγτʺᴡρΤ ϣΰο

ΜΦθΜ˯ρ◘μοΜϥʻˮꜛ

τ ϥάρΥ χ τσϥ

χπψσΜΤ˯ρṓτΰοΜ

ϥʻ 

26 ζχ    

 

͑. ζχ ˢᾤ ԍ◓ˣ 

 

‹ 
χ⧵ᾝ  ‮ ệ 

27 ᴣ Ḣʾ Ḉ 

ˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθΰθΜʻ

ζχθϛτψʺϘγ χϘϩϤχάρϞᴪⱧψꜛ ππΦϥϢΞτσϤ

θΜ˯ρ◘μοΜϥʻỴ“ԌπΚϥ χ▫Ⱨχ ήψϢΨϩΤμοΜ

ϥχπʺπΦϥιΪЂЪ˔Еΰο χ῞Ϭ ṉΰθΜρḻμοΦθʻ

ΰΤΰʺꜛ Υ ᵲϬ μθάρπʺˮ χ χήϘθΫτσμοΰ

ϘμθχπψσΜΤ˯ρṓτΰοΜϥʻ 

28 ᶊˢᾤ ˣ 
ϥΨּזῖ σ ᶊπΚϥʻϘθʺϘαϛπᴡπϜΦκϭράσζΞρ

βϥράϧΥΚϥʻ 

29 ᶨ ʾ  

͏ ΦϡΞιΜχ μ◓ρΰο ϘϦϥʻ ϥΨʺᶨ σ ᶊπ ᶘΤ

ϣГИІϬ◐ϛʺ‰ πϜГИІ τ ΰᶨ ΰθʻ ᶘψʺ χ

Μϥựᾉχ῝ ᶘτ ᶘΰθʻ Ộῇʺ ᾕχỴ“τ ΰθʻּזᵓ

τσμοϜ ṪρΰοГИІϬ Ϊʺ ᾕχГИІϼжУτ ΰʺ

ϜθΨήϭΜθʻ30⅞πʺ͏⅞ ᴞχ ρὫₒʻ Ὣₒιμθ

θϛʺὫₒρ Ⱳτ ΰθʻζχΚρψʺ Ộ︠ ρΰο Ỡχ Μ

Ϭ◦Πʺ͎ χ ◓ϬӾοθʻ 



30 Ṫ ГИІ 

31 ͍ χᵃέΰ  

₈ψ☼ χ ᴿτζμο ᶨΰοΜϥΥʺꜛ πχ ᶨτΰΪοʺꜛ

χ χϘϩϤχάρϬꜛ ππΦϥϢΞτσϣσΪϦωρʺ ʺӪ

τзМРзГ˔ЄдрτψΫϭπΜϥʻϘθʺ ⱧχΰθΨʺ ʺ

ζΞασςʺᴪⱧ τνΜοʺ τἩ Ϭ“ΣΞρΰοΜϥʻ 

32 ζχ   

 

 ͜ήϭχϯЈІЮрЕ (2)  

 

ϯЈІЮрЕ

‮ ‹ 
 χᵔּתʾḩ ξΪʾ ›ᴟ ᴿ  

ӡ 

9, 10, 11, 12, 

13, 14 
 

͜ήϭψʺ☼ ρΜΞḕẽχσΤπ

ψʺΤσϤꜛ ΰο ϣΰοΜϥ

Υʺꜛ τṑμο ͍ πᵃέβ

άρϬ―ΠϥρʺЂ˔РІϬ ΰ

οϜʺΤσϤχῬ Ϟ Υ π

ΚϥʻσΤπϜʺꜛ χΣ πψ

χ ϤΥ₉ σχπʺ τ

ϬΤΪοΰϘΞχπψσΜΤρṓ

τΰοΜϥʻ 

∕ πχ ᶨϬπΦϥιΪ

ἇ τ ΰθΞΠπʺ

ᶨ πχ͖͙͡χ

ꜛ χ ϬῲΫοΜΨ

ΥΚϥʻσΤπϜʺ☼ ρ

ΦΨӰσϥ τν

Μοψʺζχḕẽ ρ

Ϥ χῬ Ϭᾁ βϥ

ΥΚϥʻ 

 

17, 19, 24, 25, 

27 
 

͜ήϭψʺˮ χθϛτϜΞԁ ʺ

ꜛ τ Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮ

θΰθΜʻζχθϛτψʺϘγ χ

ϘϩϤχάρϞᴪⱧψꜛ ππΦϥ

ϢΞτσϤθΜ˯ρ◘ΜσΥϣϜʺ

ԁ πʺζϦΥ τᴦ ΤςΞ

Τʺ χ τσμοΰϘΞχπψ

σΜΤρΜΞ ӗΥΚϥʻ 

∕ ṑῇʺˮ ʺ͍

πϜЂ˔РІϬ ΰσΥ

ϣᴪⱧΥ“Πϥ˯ρΜΞꜛ

ϬνΪʺ ӗϬὖᾚβϥ

ΥΚϥʻ 

 

17, 18, 19, 31  

͜ήϭψʺꜛ πχ ᶨτΰΪοʺ

ꜛ χ χϘϩϤχάρϬꜛ ππ

ΦϥϢΞτσϣσΪϦωρʺ ʺ

Ӫ τзМРзГ˔ЄдрτψΫ

ϭπΜϥʻϘθʺ ᴭⱲḧϜꜛ τ

ṑϥθϛχзМРзГ˔Єдрτ

ΥσΜʻρτΤΨ ρχꜛ πχ

ϣΰτ ϤθΜԁ πʺᾢϣϦθ

☼ ḕẽχσΤπϜήϘίϘσ

π ᾓϬῲΫʺῬ ϬΰϢΞρ

ΰοΜϥʻ 

☼ ᶨχσΤπχ ᶤϬ

νΨμθϤʺ ᴭᶨ τϜ

πΦϥιΪ╥ᴥΰθϤβϥ

σΤπʺּכΜβπχ ᶨ

ᾓχ ϬῲΫʺ τϜ

τϜꜛ ϬνΪϥ

ΥΚϥʻ 

 

 



 

 ͜ήϭχᵒῐὓᵊ  

 

♃ ʿ       ͜ήϭ 

 

ṍ ˢṍḧʿ͒ΤὮˣ 

πΦϥιΪꜛ πχ ϣΰϬϱЮ˔ЅΰσΥϣʺ͖͙͡χꜛ χ ϬῲΫοʺ Ộ︠ ρΰοχ

ᶤϬ︡Ϥ βάρΥπΦϥʻ 

 

ᴿ  
ṍ  

 
ṍḧ ἇ σכ ʾ   

∕ ṑῇʺˮ ʺ

͍ πϜЂ˔РІϬ

ΰσΥϣᴪⱧΥ“Πϥ˯

ρΜΞꜛ ϬνΪʺ ӗ

Ϭὖᾚβϥ ΥΚϥʻ 

Ộ︠ ρ

ΰοχ∕

ṑτΰΪ

θᴿ ᶎ

ʻϘθʺ

₈ῇ︡Ϥ

ϚϓΦ⌠Ộ

τνΜοχ

ᶎ ΥπΦ

ϥʻ 

͍ΤὮ 

Ộ︠ χ▫Ⱨχάσΰ

ϞʺάιϩϤχᶎ ʻϘ

θʺ₈ΤϣπϜπΦϥάρ

Ϭ ӛβϥʻϘθʺζϦϬ

ᾝβϥθϛχᴿם Ϟἇ

σ︡Ϥ ϙτνΜοχᶎ

ʻ 

Ⱨχ Ϟῇ ξΪϬ︠

χ▫ⱧρΰοΜμΰϡτ

“ΜσΥϣʺ Ộ︠ Ⱳ

χ Ϭ ΜοϙϥʻϘθʺ

₈ΤϣπϜπΦϥάρϬ

ӛβϥʻ 

 

∕ πχ ᶨϬπΦϥ

ιΪἇ τ ΰθΞ

Ππʺ ᶨ πχ

͖͙͡χꜛ χ ϬῲΫ

οΜΨ ΥΚϥʻσΤ

πϜʺ☼ ρ ΦΨӰσ

ϥ τνΜοψʺ

ζχḕẽ ρ Ϥ χ

Ῥ Ϭᾁ βϥ ΥΚ

ϥʻ 

ꜛ χ ᶨ

Ϭἇ τ

ΰʺӱ

ʺ αθ

Ψʺ Ⱨʺ

σςχ

πʺꜛ

ππΦϥ

Ϭᾋν

ΪϥάρΥ

πΦϥʻ 

͏ΤὮ 

ᶨ τΣΪϥ͖͙

͡χᶎ ʻϘθʺ͜ήϭΥ

ꜛ ππΦϥϢΞτσϥθ

ϛχῬ χᾁ ʻ 

ЦАЖΤϣχṞΦ ΥϤʺ

Μβϒχӱכּ ʺ αθ

Ψʺ Ⱨʺ ʺ σς

χ ᶨ χᾝ Ϭ

Ӄΰʺ͜ήϭꜛ τϜꜛᾪ

ЎϴАϼ τṜ ΰοϜϣ

Ξʻ͍νϋρνχ ⌠τν

Μοʺᶎםτꜛ ππΦϥ

Ϭᾁ ΰʺὋ τᵒ

ΰοΜΨʻ 

 

☼ ᶨχσΤπχ

ᶤϬνΨμθϤʺ ᴭᶨ

τϜπΦϥιΪ╥ᴥΰ

θϤβϥσΤπʺּכΜβ

πχ ᶨ ᾓχ Ϭῲ

☼ ᶨχ

σΤπχ

ᶤϬνΨμ

θϤʺ ᴭ

ᶨ τϜπ

͏ΤὮ 

͜ήϭχ☼ ᶨτΣΪϥ

ᶤ ΰʺἇ σ ӛʻ 

ˢ ψẚ Ђ˔Р

ІϬ ΰοΜϥθϛʺ

χ ρʺ χ

Ⱳ 



Ϋʺ τϜ τ

Ϝꜛ ϬνΪϥ ΥΚ

ϥʻ 

ΦϥιΪ╥

ᴥβϥάρ

ΥπΦϥʻ 

Ϭ ӪˣʺζΞαʺ

ʺ ḄΰσςϬ“Ξσ

Τπʺ͜ήϭΥϞμοϙθ

ΜάρϬᾋνΪοʺם∑τ

“μοϜϣΞʻζχ∑ʺπ

ΦθάρϬΜμΰϡτḿ

όʺḇּךχṓⱱκϬ Π

ϥʻ 

ӽρχῖ ρΜΞḢ

Τϣʺ☼ πχϼжУᶨ

Ϟ“Ⱨˢ Μ Бϯ˔ʺ͍

“σςˣτπΦϥιΪ

╥ᴥΰοϜϣΜʺήϘίϘ

σ ᶤϬᴮθΰοϜϣΠϥ

ϢΞτψθϣΦΤΪϥʻ 

 

 ͜ήϭχם☼ ᴣ  

 

♃יּ ʿ ͝ˢᵒῐ ♅●ˣ 

 

☼ם ệ  ᴣ 

ʺ ΰγν Ϭβϥάρπʺ Ộ︠ Ⱳ Τϣ

χ ⱧτψṓϬνΪοΜθάρʺ Ϧοṑ βϥ

τ ϬνΨϤθΜρΜΞếΜṆ Υ◦ⱱήϦʺᾅ

ξΨϤτνΜοϯЖНϱІϬ ΪθάρΥʺ͜ήϭτ

ρμοψ ΰΦτ―ΠοΜΨΞΠπχ Φσ Ṑρσ

μθʻϘθʺθρΠḁ τψπΦσΨοϜʺ︠ ρΰ

οχ ᶤψ τᴮθδϥάρϬ Πθάρʺ ựτ

ΰοΨϦϥ ΥΜϥάρπʺ ΰγν ӗΥ

ᵔ ήϦοΜμθχπψσΜΤʻ 

︠ ρΰοʺˮ ϦοṑμοΨϥ τ ϬνΨϤθ

Μ˯ρΜΞếΜṆ Υ◦ⱱήϦʺᾅ ξΨϤτνΜο

ϯЖНϱІϬ ΪθάρΥʺ͜ήϭτρμοψ ΰΦ

τ―ΠοΜάΞρβϥ Φσ ṐρσμθʻϘθʺθ

ρΠḁ τπΦσΨοϜʺ︠ ρΰοχ ᶤψ τ

ᴮθδϥάρϬ Πθάρʺ ựτ ΰοΨϦϥ

ΥΜϥάρπʺ ΰγν ӗΥᵔ ήϦοΜμθ

χπψσΜΤʻ 

ᵒῐ ♅●ʺḘῐ◖ʺзМРзГ˔ЄдрІЌА

Тʺ◦כ Ԍʺ α χạ ᵒῐ◦כⱧỘ χᵒ

ῐ◦כ Ԍπˮ∕ ṑ◦כЎ˔Э˯ϬνΨϤʺ

χ Τϣ͖͙͡χЎϴАϼϬ“Ξρ Ⱳτʺ͜ή

ϭꜛ ΥṜ πΦϥˮꜛᾪЎϴАϼ ˯Ϝ⌠ ΰʺ͜

ήϭρχẶ ⌠Ộπ︡Ϥ ϭιʻζχὫᴮʺ͜ήϭχ

ӪᾋϞל ʺṆ Υ Ψ῎ϣϦϥϢΞτσϤʺ

χϯЖНϱІϬ ΪσΥϣʺᶎםτ͖͙͡χꜛ χ

ϬῲΫϥάρΥπΦθʻϘθʺ͜ήϭꜛ Υ ớ τ

ήϘίϘσῬ ϬβϥϢΞτσμθʻ 

͖͙͡χ ϬῲΫϥρΜΞ ṍ ψ τ ήϦ

ννΚϥʻϘθʺ τϢϥ ᴣιΪπσΨʺˮꜛ

ᾪЎϴАϼ ˯Ϭᶨ ΰθάρπʺ͜ήϭꜛ ʺꜛ

χ ᵲϞ ᶨΰοΜΨΞΠπχ₉ ΥςάτΚϥΤϬ

꜡βϥ σṐᵓρσμθʻ 

Ὦχ ᵓϞṗ χ“Ⱨʺᴪ ᵓσςχḼᵊʾ

Ϭ︣ μοϜϣμθʻӟ ψ ϥΨּזῖ πΚϥ

άρΥ ΤμθΥʺ₈ψὖΜᾠ῎ ᵲΥΚϤʺψαϛ

ψΚϘϤ ρ ζΞρΰσΤμθΥʺ∕ ṑχᴦ

ὖΜᾠ῎ ᵲΥΚϤʺψαϛψΚϘϤ ρ ζΞρΰ

σΤμθΥʺ∕ ṑχᴦ ΥϙΠοΨϥτΰθΥ

μοʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθβάρψπΦσΜʺϙ

γΤϣ ớ τ Φ ΰθʻΤσϤ χΚϥ ᶤϬ



ΥϙΠοΨϥτΰθΥμοʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮ

θβάρψπΦσΜρʺϙγΤϣ ớ τ Φ ΰ

θʻΤσϤ χΚϥ ᶤϬτσμοϜϣμθΥʺΦ

κϭρ ᶤϬᴮθΰʺꜛ ϬνΪοΜμθʻ 

τσμοϜϣμθΥʺΦκϭρ ᶤϬᴮθΰʺꜛ Ϭ

νΪοΜμθʻ 

 

ṓξΜθάρˢ θ

σᴿ Ϟᴦ ˣ 

άϦϘπʺˮ∕ πχ︠ ρΰοχ ϣΰ˯ϬϱЮ˔Ѕΰʺζχθϛτ

σ◦כϬ☼ χσΤπ“ΞρΜΞὊᾓΥϕρϭςσΤμθάρϜΚϤʺˮ▫

Ⱨπ ϦοṑμοΨϥ ˯ρΜΞ ͜ήϭχΜκωϭχṆ Ϭםᾝήδϥθϛ

χФкϽжЭϞḕẽΥ ΰοΜϥάρτṓξΜθʻ∕ ṑϬ◦ΠϥὊᾓ

Ϭ ϭπʺζϦϬΚθϤϘΠτ Ϊ Ϧʺ∕ ṑτνσΥϥ◦כχΚϤ

Ϟ ὯξΨϤτ︡Ϥ Ϛ Ϭ ḇΰθʻ 

 

 ˲ᵔ ˳͜ήϭχᵒῐᵃ τνΜο 

 

͜ήϭψʺΨϜ ᴞ Ὤπ֒ ρσϤʺּכΜβ ᶨρσϤσΥϣϜʺϘιᾝ χỴ“Ԍρΰο ΜοΜ

ϥ ᴞχ χθϛτʺᴡρΤΰοꜛ τ Ϥʺ Ộ︠ ρΰοχ ᶤϬ︡Ϥ ΰθΜρḻμοΜϘβʻꜛ

χ ᵲϬ―ΠϥρʺᴮθΰοζϦΥ τᴦ πΚϥχΤʺԁ π ӗψΤΤΠσΥϣϜʺζχθϛτπΦ

ϥάρψᴡπϜΰθΜρχӪ ϬϜμοΜϘβʻ 

ϜζϦϬ ϭπΣϤʺᴂכΰθΜρ◘μοψΜϥχπβΥʺϞψϤ τ σχΤρ ṮπΜϘ

βʻ 

͜ήϭψʺᾝ∕ ΰοΜϥᵒῐ ὲ☼ χσΤπψΤσϤꜛ χ‰Μ ꜛʺπβΥיּ τṑμο

͍ πᵃέΰʺήϣτψ Ộ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθβρΜΞ Ϭ βϥτψʺᾝ∕ πΦϥЂ

˔РІϬΩ ᾢᶨ ΰοϜʺσΣΤσϤχῬ Ϟ Υ πβʻ 

ζχ Ϭםᾝήδϥθϛτψʺ ḕẽ Ϭ“Μʺꜛ πχ ϣΰϬ ΰθΞΠπχʺ☼ πχ ˑχ

ϣΰ χῬ Υ ρσϤϘβʻꜛ τ μθ ›ʺρΨτ ḕẽψ ΦΨ ϩϥθϛʺꜛ πӗ τ

ᵙ τ πΦϥḕẽ Ϟ Ϥ χῬ ΥẐϛϣϦϘβʻ 

ζάπᵒῐ ψʺϯЈІЮрЕϬ αοʺⱳχ͏νχᴿ Ϭ ϣΤτΰϘΰθʻ 

1. ∕ ṑῇʺˮ ʺ͍ πϜЂ˔РІϬ ΰσΥϣᴪⱧΥ“Πϥ˯ρΜΞꜛ ϬνΪʺ ӗϬὖ

ᾚβϥ ΥΚϥʻ 

2. ∕ πχ ᶨϬπΦϥιΪἇ τ ΰθΞΠπʺ ᶨ πχ͖͙͡χꜛ χ ϬῲΫοΜ

Ψ ΥΚϥʻσΤπϜʺ☼ ρ ΦΨӰσϥ τνΜοψʺζχḕẽ ρ Ϥ χῬ Ϭ

ᾁ βϥ ΥΚϥʻ 

3. ☼ ᶨχσΤπχ ᶤϬνΨμθϤʺ ᴭᶨ τϜπΦϥιΪ╥ᴥΰθϤβϥσΤπʺּכΜβπχ

ᶨ ᾓχ ϬῲΫʺ τϜ τϜꜛ ϬνΪϥ ΥΚϥʻ 

ˮ χθϛτϜΞԁ ʺꜛ τ Ϥʺ︠ ρΰοχ ᶤϬᴮθΰθΜʻζχθϛτψʺϘγ χϘϩϤχά

ρϞᴪⱧψꜛ ππΦϥϢΞτσϤθΜ˯ρΜΞ͜ήϭχếΜṆ τζΞθϛτʺᵒῐ ψᵒῐὓᵊϬώϘ

Ποἇ σᵒ Ϭ“μοΜΦϘΰθʻζϦρ Ⱳτʺ☼ πψ∕ ṑ◦כЎ˔ЭϬνΨϤʺ͜ήϭ ⅎ

ϬӤϭπʺ∕ ṑτΤΤϩϥ☼ ρ ӽχḩἰ ΥπΦϥάρϬᾁ ΰσΥϣԁⱲṑ Ϭ φοʺζ

χᴦ Ϭԁ ԁ μοΜΦϘΰθʻ 

ᴦ ΥϙΠοΨϥτΰθΥμοʺ͜ήϭϞ χ ӗϜ ˑτᵔ ήϦʺӪ σ︡Ϥ ϙΥϙϣϦϥϢΞ

τσϤϘΰθʻϘθʺḩἰ Ϝ∕ ṑ◦כτᴡΥ πΚϥχΤτνΜοʺρϜτᶘϐάρΥπΦθṝ



σ ᾓτϜσϤϘΰθʻ 

ρΨτʺˮ ϦοṑμοΨϥ τ ϬνΨϤθΜ˯ρΜΞ͜ήϭχṆ Ϭ◦Πϥάρρʺ͜ήϭΥΜκω

ϭṓτΰοΜθʺ☼ ρψ ΦΨḕẽΥӰσϤʺ τ ϬΤΪϥᴦ χΚϥꜛ χΣ πχ ḕẽ

χ ρ Ϥ χῬ ϬοΜφΜτ“μθάρπʺ∕ ṑϒχӪ Υ‰ϘϤʺ ớ τ₈ῇχ ᶨ ὓτ

πΰΦ›μοΜΨ◒ ΥπΦψαϛθρΜΠϘβʻ 

 

ם ˙͜ήϭχꜛ τΰΪθᵒῐχם∑ˢӶ χ ʺ χᵒῐˣ˙ 

 

ᴿ ͍ 

∕ ṑτΰΪοʺӪ τ︡Ϥ ϭπΜϥ͜ήϭʻσΤπϜʺ ῇψʺꜛ χΣ π ΰθ

Μρ―ΠοΜϘβʻζχθϛʺꜛ πχḕẽϬ ΰʺꜛ Ϭᶎ ΰοʺꜛ ππΦϥ Ϭᾋν

ΪϢΞρΰοΜϘβʻ 

͜ήϭψʺּכΜβπ ӶעϘπӱ ΰοΦϘΰθʻϘγψʺӶ Ϭ Ωᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻσΣʺ

͜ήϭψʺ ᵫΦχ ӶρЇЩрϬ οΜϘβʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

̓͜ήϭψʺꜛ τ μθΚρʺπΦϥιΪ τ ϬΤΪγτꜛ π ΰθΜρ◘μοΜϘβʻ 

̓ζχθϛτʺ☼ πψʺṞ Ἡ Ϟ “ “χἩ Ϭ“μοΜϘβʻ 

̓͜ήϭτψ֒ τϢϥ ḅṐ ᵲρʺὖ χᾠ῎ ᵲΥΚϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

4. ᵒῐ ψʺ͜ήϭχ ϬᾦϭπΚΜήνϬΰʺ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

5. ᵒῐ ψʺ͜ήϭτᵒ Ϭ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

6. ͜ήϭψ ӶϬ ΧϘβʻ 

ˮ ὲ Ḇ˯χᾖ τϜρξΦʺ͜ήϭψὲ ˢ₮ ˣχ︣πЩЌрϬψγΰʺḆ ˢ֒ ˣχᾊϬ Χʺὲ

♥χ Ϭ ΧϘβʻ 

ⱳτʺ͜ήϭψὲ χ︣Ϭ►ΜʺḆ ♥χ Ϭ ΧϘβʻ 

ᵒῐ ψʺ͜ήϭχḆ τ κʺ Ṩ ϬΤΪσΥϣʺ͜ήϭχπΦσΜράϧϬᵒ ΰϘβʻ 

άχρΦʺςΞΰοϜ Υ ΰϞβΨσϥθϛʺНІЌϷиσςϬ ΰο ӟ τ Υ ΰσΜϢΞτ

ΰϘβʻ 

7. ͜ήϭψЇЩрϬ ΧϘβʻ 

ᵒῐ ψḆ ˢ֒ ˣϬ ῐΰʺ͜ήϭψὲ ˢ₮ ˣχⁿϬ Τδοⁿ Ϭ ΧϘβʻ͜ήϭτḆ Ϭ Τδ

οϜϣΜʺᵒῐ Υⁿ Ϭ ΩχϬᵒ ΰϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ︣ππΦϥιΪЇЩрϬᴞΫοΣΦʺὲ ᴞ♥Τϣ ΧϘβʻ 

ⱳτʺ͜ήϭψὲ χ︣Ϭ►ΜḆ ᴞ♥Ϭὲ ᴞ♥τ δʺὲ χ︣πḆ ᴞ♥χЇЩрϬ ΧϘβʻ 

ᵒῐ ψʺ͜ήϭχπΦσΜράϧϬᵒ ΰϘβʻ 

 

 



ᴿ ͎ 

ⱳτʺ ӶעΤϣ ϒӱע ΰʺϠμΨϤρ τ μο τνΤϥᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ 

 

άάτ Ӫ˂ 

̓͜ήϭτψ֒ τϢϥ ḅṐ ᵲρʺὖ χᾠ῎ ᵲΥΚϤϘβʻ 

̓☼ χ ψзТЕ πβΥʺϕρϭςꜛ π ΞάρΥπΦϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

 

8. ᵒῐ ψʺ͜ήϭχ ϬᾦϭπΚΜήνϬΰʺ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

9. ᵒῐ ψʺ͜ήϭτᵒ Ϭ ΰʺ ӪϬ Ϙβʻ 

10. o ῐ ψʺӗ πᵙ σ ḕẽτσμοΜϥΤϬᶎע ΰϘβʻ 

ӶעΤϣ Ϙπχע ₯ʺ χ Ϧτ ӪΰϘβʻ 

Єам˔Ўϴϯτʺ χ ˢϜΰΨψЄам˔χ ˣϬΤΪοᴛϛϘβʻάχρΦʺ͜ήϭχὲ ˢ₮ ˣτ

ΥΨϥϢΞτЄам˔ЎϴϯϬ ΰϘβʻ 

βϓϤ♁ϛЫАЕϬ χ τ ΜοΣΦϘβʻ 

11. ͜ ήϭψ ע ϒӱ ΰϘβʻ 

͜ήϭχḆ ˢ֒ ˣΤϣ ρⁿϬ◦ΠʺρϜτ Μο ϒӱע ΰϘβʻ 

ᵒῐ ψʺꜛ χ ˢϜΰΨψ︣ˣϬ͜ήϭχḆ χ τ οο ϦϬ ♁ΰʺⁿϬ◦ΠʺЄам˔Ўϴϯτ

℅μοϜϣΜϘβʻ 

͜ήϭχ χΤΤρΥ τνΜοΜϥΤσςʺ℅ӡχӗ Ϭᶎ ΰϘβʻ 

͜ήϭχὲ ˢ₮ ˣχ ᾕΤϣϠμΨϤρ ϬΤΪοʺᴛ Ϭᶎ ΰοΤϣʺΤΪ ϬΰϘβʻ 

12. ͜ ήϭψ τ ϤϘβʻ 

͜ήϭψὲ ˢ₮ ˣΤϣʺ χףˢϜΰΨψНІЩ˔Жˣτ℅ϤϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ ϬϘγ τ Ϧʺᵒῐ ψʺ͜ήϭχḆ ˢ֒ ˣχ ḩ Ϭ◦Πο μοϜϣΜϘβʻ 

͜ήϭψ ΤΥϙχ◒ πʺὲ χ ϬỚΫσΥϣʺϠμΨϤρ τνΤϤϘβʻ 

ῇϧτ ϦσΜϢΞτ ΰοʺ͜ήϭχ◒ Ϭӗ ήδϘβʻ 

͜ήϭτʺάχ◒ πϢΜΤᶎ ΰʺị ӟ ΥνΤϣσΜϢΞτ ӪΰϘβʻ 

13. ͜ ήϭψ Τϣ Ϙβʻ 

͜ήϭτʺ Τϣ ϥάρχ ӪϬ Ϙβʻ 

͜ήϭψ χףϞ︣βϤϬνΤϙϘβʻ 

͜ήϭψὲ ˢ₮ ˣ ᴞ♥Ϭᶨ ΰσΥϣʺ ΤΥϙχ◒ πὲ χ Ϭ ωΰ κ ΥϤϘβʻάχρΦʺ

ᵒῐ ψⁿϬ◦ΠϘβʻ 

͜ήϭψʺ χףˢϜΰΨψНІЩ˔ЖˣτΜμθϭ℅ϤϘβʻ 

ᵒῐ ψʺ͜ήϭχ Ϭ◦ΠʺḆ ˢ֒ ˣΤϣ τ ḩ Ϭ◦Π Τϣ Ϭ ΰϘβʻ 

͜ήϭψʺ χףˢϜΰΨψНІЩ˔ЖˣΤϣЄам˔Ўϴϯϒӱ ΰϘβʻάχρΦʺώϣνΦΥσΜΤᶎ

ΰϘβʻ 

ᴿ ͏ 

͜ήϭψ Τϣע Ӷעτ μοΦϘΰθʻ ΰΜӶ τ Ποʺ ῇχᵒ Ϭ“ΜϘΰϡΞʻ

σΣʺ͜ήϭψʺ ᵫΦχ ӶρЇЩрτ ΠϘβʻ 



 

άάτ Ӫ˂ 

̓͜ήϭτψ֒ τϢϥ ḅṐ ᵲρʺὖ χᾠ῎ ᵲΥΚϤϘβʻ 

̓ ῇχ χ ᴟτψ τ Ӫβϥ ΥΚϤϘβʻ 

 

ᵒ χ ρ Ӫ  

14. ͜ ήϭψʺНІЌϷиπΤϣιϬώΦϘβʻάχρΦʺᵒῐ ψ͜ήϭτ Ϭᶎ ΰʺ͜ήϭχ

Υ ΰσΜϢΞτ ΥΪϘβʻ 

15. o ῐ ψʺ͜ήϭτ ΰΜӶ Ϭ ϭπϜϣΜϘβʻζΰοʺӶ χ τνΜοʺ͜ήϭχπΦσ

ΜράϧϬᵒ ΰϘβʻ 

͜ήϭψὲ ˢ₮ ˣχ︣πʺḆ ˢ֒ ˣ ♥χ Ϭ ΰϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ︣π Ӷχ֒ΠϤϜρϬⱱκʺΩϥϤρῇϧΤϣϘϩΰοὲ χᾊϘπ ӶϬ Ϙβʻ 

ⱳτʺ͜ήϭψὲ ♥χ Ϭ ΰϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ︣πЩЌрϬρϛοʺΠϤϜρʺ ᾊʺ σςϬ ΠϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ︣Ϭ►ΜʺḆ ᴞ♥ΤϣЇЩрϬ ΰϘβʻ͜ήϭχ ϬḢ╔ΰʺ ϦοΜϥϢΞπΚϦωʺ

Ḇ ψᵒῐ Υᵒ ΰϘβʻ 

ⱳτʺ͜ήϭψὲ ᴞ♥τЇЩрϬ ΰϘβʻ 

͜ήϭψὲ χ︣πʺЇЩрϬπΦϥιΪ Ϙπ ΫϘβʻ 

ᵒῐ Υᵒ ΰο ӡτσϤЇЩрϬ ΫϘβʻ 

ӶϬЇЩрχ τ ϦϥΤςΞΤ͜ήϭχṆ Ϭ ΦϘβʻ 

16. o ῐ ψʺ͜ήϭτ ẚχθϛ ϬԐϭπϜϣΜʺ͜ήϭχ ᴟϬ ӃΰϘβʻ 

17. o ῐ ψ τᴂαοʺ͜ήϭχ Ϟ χ︣ ϦϬΰϘβʻ 

 

̙ ᶎ ʾ ᴣΰοϙϢΞ˂ 

 

ᶎ ʾ ᴣ‮  CHECK 

͜ήϭτ σᾠ ΤΪΥπΦϘΰθΤˢπΦϥιΪ τ ϬΤΪγτꜛ π ΰθΜρΜ

Ξ◘Μτζμθᾠ ΤΪʺ χᶎ ʺάϦΤϣ“Ξᵒ χ ρ Ӫσςˣʻ 
 

ӗ πᵙ σ ḕẽτσμοΜϥΤϬᶎע ΰϘΰθΤʻ  

͜ήϭχὲ ˢ₮ ˣτ ΥΨϥϢΞτЄам˔ЎϴϯϬ ΰϘΰθΤʻ  

βϓϤ♁ϛЫАЕϬ χ τ ΦϘΰθΤʻ  

τ ϥ τʺ͜ήϭχὲ χ ᾕΤϣϠμΨϤρ ϬΤΪοʺᴛ Ϭᶎ ΰϘΰθΤʻ  

͜ήϭψὲ Τϣ τ ϤϘΰθΤʻ  

ῇʺ͜ήϭΥꜛ πΤϣιϬώΨ∑τʺ χ Ϭ ΩϢΞσ ϬΰϘΰθΤʻ  

Ӷ χ τ∑ΰοψʺˮ ὲ Ḇ˯χᾖ τΰθΥμοᵒ ΥπΦϘΰθΤʻ  

ῇʺ͜ήϭτ χ ẚϬββϛϘΰθΤʻ  

Ϭ ΰο͜ήϭχꜛ τ ΰθכ ΥπΦϘΰθΤʻ  

 


